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　この男になら、殺されてもいいと思った。




　音も照明も結末さえも支配された空間の中、樋ひ口ぐち嵐士あらしは傍ぼう観かん者であり、一人の観客だった。劇団『三しや味み庵あん』の公演、『エンカウント』の千秋楽は今まさにクライマックスを迎むかえようとしていた。満員の客席は興奮に胸を震ふるわせる者や、涙なみだを流している者など、様々な感情で溢あふれており、誰だれもがその結末を息を吞のんで見守っている。

　そんな中で嵐士は、心臓が震えるほどの恐きよう怖ふと興奮を同時に覚え、呼吸さえ忘れていた。

　臨場感溢れる殺陣たてが売りの三味庵にふさわしく、舞ぶ台たいでは主演のライカと相手役のシンが激しい殺陣を繰くり広げる。叫さけびながらぶつかり合う二人の役者に、これが芝しば居いであることを忘れ、本当に負けた方が死ぬのではないかとさえ思えた。

　三味庵の殺陣は、台本の存在を恐おそろしいほど感じさせない。シンの得物は大おお槍やり、ライカは刀。得物が変われば殺陣も変わる。おまけに、武器同士がぶつかるだけでなく、時には蹴けり飛ばされながら、地を這はってでも相手の懐ふところに向かって飛び込む。

　激しい争いの中、そこに感じるのは役の命だ。

　生きたい、死にたくない、そう叫びながら戦うライカの姿に共感し、どうか勝ってほしいと願いながら見守る観客。だが、嵐士は恐怖と絶望のこもった目で、シン役の男を見つめ続けた。

（こんな相手に、勝てるわけがない）

　そう思わせるほどの強きよう烈れつな迫はく力りよくと威い圧あつ感かんが彼にはあった。

　長身を活いかし大槍を容易たやすく扱あつかう彼は、ライカとまるで遊んでいるような余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべていた。しかしその目には一いつ切さいの容よう赦しやはなく、獲え物ものを狩かる獣けもののような妖あやしい光を帯びている。絶対的な優位者の目だ。その男が大槍を振ふり下ろすだけで、自分の喉のど元もとに切っ先を突つきつけられているような錯さつ覚かくに陥おちいり、身体からだが恐怖で震える。

　視線が合うだけで竦すくみ上がるほどの存在感を放つ彼から目が離はなせない。誰もが敵かなうわけがないと思う相手に立ち向かっている。だからこそ観客は主役ライカに共感しているのだ。

（本当に恐ろしいのは、あの男だ）

　圧あつ倒とう的な空気を作り出し、今この舞台を支配しているのは間ま違ちがいなく彼だ。ただの傍観者でしかない自分をここまで恐怖させる存在に、心を奪うばわれる。

　舞台のエンディング。結局ライカは偶ぐう然ぜんを味方につけてシンに勝ち、幕を降ろした。戦って勝ったわけではない、舞台のシナリオが主役に味方しただけだ。

　千秋楽ということもあり、カーテンコールでは出演者全員が観客への感謝の言葉を伝えた。そんな中でも、シン役の男は少しも笑わず、まだ演技が続いているような鋭するどい目を客席に向ける。その目を見つめ彼が何を口にするのかと、嵐士が息を吞んだ瞬しゆん間かん。

　──『エンカウント』は終わっていない

　明るい感謝の言葉が並ぶ中、彼が放った一言は嵐士の心臓深くに突き刺ささった。

　カーテンコールを終え、終演の放送が流れはじめると、満足げな表情を浮かべる観客は次々と席を立っていく。だが、嵐士は立ち上がることさえできず、震えの止まらない両りよう腕うでを摑つかんだ。

（こんなこと、はじめてだ）

　駆かけ出しの役者である嵐士は、日ひ頃ごろから数多くの舞台やミュージカルを観みていた。中には涙を流したものや、腹の底から笑ったものもあり、感情を揺ゆさぶられた経験は何度もある。それなのに、今の心境はよかったなどという一言で言い表せるものではない。

（心ごと全部、持っていかれたみたいだ……）

　この人になら、殺されても仕方がない。自分はただの観客の一人で、共演者でもなんでもない。それなのに、嵐士は彼を見て圧倒的なまでの絶望と敗北を感じたのだ。

　ようやく指先の震えがおさまってきたことを感じ、嵐士はバッグの中に詰つめ込んでいたフライヤーを取り出した。くしゃくしゃになった紙を広げ、真っ先に出演者の名前を確かく認にんする。

（この人だ……）

　フライヤーには、舞台で演じるそれぞれの役の衣い装しようを身に着け、舞台メイクを施ほどこした写真が使用されていた。そのため、目的の人物はすぐ目に飛び込んでくる。

　写真の中でさえ、彼は獣のように鋭い存在感と威圧感を放っていた。そんな彼の姿に釘くぎ付づけになり、嵐士は熱く騒さわぎ続ける胸を押さえる。

（いつか、この人と同じ舞台に立ちたい）

　彼の言うようにエンカウントが終わっていないと言うならば、自分がそれを演じたい。

　それは、目指していた舞台役者への道が開け、これから何をするべきかと悩なやんでいた嵐士にとって、はじめて役者として見つけた新たな目標となる。

　シン役、蘇そ我が幹みき也や。その名前を、嵐士は心深く刻んだ。
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　新たな目標を得てから三年。嵐士は、荒あれていた。

「意味わかんねえよ！」

「嵐士、声がでけえ。ちっとは抑おさえろ」

　すでに大量の酒を飲み、荒れた口調を撒まき散らしていた嵐士は友人の三みつ橋はし直なお哉やに窘たしなめられ、酔よいで真っ赤になった目を釣つり上げた。

「だったら納なつ得とくのいく説明をしてくれよ！」

「俺に言うなよ……」

　直哉はうんざりだとばかりに息を吐はき、手近にあった焼き鳥に食いついた。テーブルの上には焼き鳥、漬つけ物、枝豆など軽く食べられる定番つまみが並んでいる。

「とにかく、もう少し声を落としてくれ。他ほかの客も居るんだからな」

　もう何度目かわからない注意を繰り返され、嵐士は顔をしかめながらお気に入りの焼しよう酎ちゆうを勢いよく呷あおる。酒には強い方だが、すでに限界を超こえる量を飲んでいる。いつもなら必ず直哉が止めに入るが、今日は見み逃のがされていた。

　直哉が店長を務める下しも北きた沢ざわの居酒屋『奥の家』は、嵐士が所属する劇団『楽観クロニクル』の打ち上げの定番スポットであり、嵐士にとっての駆け込み寺でもある。下北沢駅から歩いて十分。大通りから離れたところにあるこの店は、近きん隣りん住民の食事処どころでもある静かな居酒屋だ。

　直哉は嵐士の友人であり、彼自身も以前は楽観クロニクルに所属する劇団員だった。今は奥の家の店長をしているが、変わらず劇団員の世話を焼き、相談に乗ってくれる頼たよれる仲間だ。

　閉店時間の迫せまってきた今は、店内にはカウンター席に数名しか他の客がいない。だからこそ、直哉はこうして嵐士の愚ぐ痴ちに付き合ってくれていた。

　奥の家唯ゆい一いつの半個室席を陣じん取どり、先ほどから愚痴と酒に溺おぼれている嵐士の側そばには一冊の演劇雑誌がある。その雑誌の記事が、嵐士の愚痴の原因だ。

「なんで……。なんで、蘇我さんが役者を辞やめるんだよ……」

　嵐士が握にぎり潰つぶしたせいで無残な姿になった雑誌には、大きな文字でこう記されていた。

『人気絶頂の劇団「三味庵」解散』

　嵐士に衝しよう撃げきと目標を与あたえたエンカウントの千秋楽から三年。三味庵はさらに活動を広げ、地方公演のチケットも即そく日じつソールドアウトになるほどの人気劇団に成長していた。劇団としてのメディア露ろ出しゆつは少ないが、看板役者や一部の所属役者はテレビドラマや映画への出演も果たしており、演劇ファンならずとも劇団の名前が知られるほどの人気ぶりだった。

　それが、突とつ然ぜんの解散。

　それ以上に嵐士に衝撃を与えたのは、蘇我幹也の役者引退だ。

「劇団解散だけならまだよかったんだよ。蘇我さんが役者を続けていればどこかでチャンスはあると思えた。でも、役者そのものを引退なんて……」

　震える声で呟つぶやく嵐士に、直哉が何度も繰り返した慰なぐさめを言う。

「役者から殺陣たて師しに転向するだけだろ？　それなら、殺陣指導とかで共演できる機会はあるんじゃねえのか」

「そんなの共演とは言わねえよ。俺は、蘇我さんと同じ舞台に立ちたい。シンを演じる蘇我さんを観てから、それだけが俺の目標だったのに……」

　雑誌の記事では、三味庵所属メンバーの今後の予定も記されていた。看板役者を含ふくむ一部の者は役者活動を休止するが、残ったメンバーでまた新たに活動を続ける予定だと記されている。だが、嵐士が憧あこがれていた蘇我は役者を引退し、今後はアクションや殺陣の指導・振り付けに専念すると書かれていた。つまり、直哉が言う殺陣師への転向だ。

「それにしても、なんでわざわざ役者を引退して殺陣師なんだろうな。蘇我さん確かまだ三十だろ。若いし、知名度もあるし。役者と殺陣師の両方できそうな気がするんだけどな」

「もう、そんなことどうでもいい……」

　殺陣師と言っても、そのあり方は様々だ。ドラマや映画など、映像作品を得意とする者、舞台やショーなどでの動きを得意とする者、両方を行う者ももちろん居る。中には殺陣師として活動しつつ、自らも舞台に立つ者も居る。だが──。

「蘇我さんはわざわざ役者を引退して、殺陣師の方に専念するって言ってるんだ。俺の共演の夢は絶たれたも同然だよ……」

「おまえ、本気で頑がん張ばってたもんな……」

　テーブルに突っ伏ぷしたまま動く気力さえも失った嵐士に、さすがの直哉も同情したのか、嵐士の乱れた頭を慰めるように軽く叩たたいた。

「今や嵐士が楽観クロニクルの看板役者だからな。おまえは本当に、よく頑張ったよ」

　三年前、まだ二十歳はたちだった頃ころから嵐士は楽観クロニクルに入団していた。下北沢を中心に活動している楽観クロニクルは当時からそこそこ人気のある劇団だった。大学卒業後も、アルバイトをしながらでも役者を続けられればそれでいい。半ばそこを夢のゴール地点にしていた嵐士の闘とう志しに火がついたのが三年前。あのエンカウントの千秋楽だ。

　それからの三年間、嵐士は自ら動き回り活動の幅はばを広げた。

　演技力を磨みがき表現の幅を広げると共に、ドラマの端は役やくや他劇団の客演オーディションを片っ端ぱしから受け、とにかく役者として自分の名を売るために奔ほん走そうした。

　そこそこのレベルで満足しているような役者では、蘇我との共演なんて叶かなうはずもない。

　その想おもいを胸に、嵐士はとにかく走った。

　幸いなことに、嵐士は容姿には恵めぐまれていた。バランスよく整った顔のパーツとシャープな輪りん郭かくにはどこかしら人の目を惹ひく華はながあり、まだ駆け出しの役者だった頃から目立つ役を与えられることが多かった。黙だまっていれば美形、と言われる程度だった容姿は、コメディからシリアスまで幅広い役に挑いどむことで鍛きたえた表現力と共に、若手イケメン俳優と言われるほどに成長した。一八〇近い身長と程よく鍛えた身体からだは被ひ写しや体たいとしても魅み力りよくがあり、今では演劇雑誌で特集を組まれることもある。

　容姿運も味方につけ、ドラマや映画に出演する機会も得た。嵐士の知名度と共に楽観クロニクルの人気も上がり、看板役者としても俳優としても成長を続けている。

　次に三味庵が客演オーディションを行うときは必ず応おう募ぼしよう。いや、オーディションがなくとも自ら使って欲しいと売り込もう。そう決めていた矢先の解散発表だったため、嵐士の絶望は計り知れない。

「こんなことならもっと早くオーディション受ければよかった。前回の三味庵公演が最後の公演だってわかってたら俺だって……」

「あのときはドラマの仕事とかぶってたから諦あきらめたんだろうが。実力だけじゃなくて運も必要な世界だって、おまえもわかってるだろ」

　それは、嵐士も直哉も痛いほどわかっていた。直哉も面めん倒どう見みのいい性格と大おお柄がらだが人あたりの良い笑え顔がおの似合う容姿で、楽観クロニクルの中では評判の役者だった。

　だが、大きな役に恵まれず、他劇団のオーディションを受けても失敗続き。生活が苦しくなってきたことを理由に直哉は役者を引退。それでも、飲食店経営という運が直哉に味方したおかげで、彼は居酒屋店長という今の生活を楽しんでいる。

「……んなことはわかってるよ。でもさ、人が落ち込んでるときぐらいもう少し優やさしい言葉をかけてくれたっていいじゃねえか」

「あいにく、仕事をサボって愚痴酒に付き合ってやってるだけで俺の優しさは品切れだ。優しい言葉が欲しいなら他を当たれ」

「直哉は俺にだけ厳しいよな」

「アホか。厳しい友人が居ることに感謝しやがれ」

　そう言って、直哉は呆あきれた息を吐く。

　言われなくても、自分がここまで役者として成長できたのは直哉や劇団仲間のおかげだと心から思っている。

　嵐士は一つの事に集中したら、脇わき目めも振ふらず全力で走り抜ぬける直情型だが、同時に人に教えを乞こう素す直なおさも持っていた。より良く、今よりも成長するためには努力を惜おしまず、自分の芝しば居いに一いつ切さい妥だ協きようしない。目上の人に対しても臆おくすることなく挑み、指導を求める。

　その真っ直すぐな性格は人から好感を持たれることが多く、何かと人望には恵まれた。だが、嵐士の名が売れるとともに嵐士自身ではなく周囲が変わった。共に切せつ磋さ琢たく磨ましていたはずの役者仲間の中には疎そ遠えんになった者も居るし、嫉しつ妬とや羨せん望ぼうの的になり嫌いやがらせと受け取れる行こう為いがあったことも少なくはない。

　一時は孤こ立りつし、性格が歪ゆがみそうになった嵐士に活を入れたのは直哉だ。

　──上を目指すと決めた男が、こんなことぐらいで悩むな

　その一言に嵐士は救われ、これまで走り続けることができた。

「とりあえず飲め。今日ぐらいは気が済むまで付き合ってやるよ」

「……ああ」

　いつもは口うるさく小言を言う直哉も、今日は寛かん容ようだ。すでに、いつも以上に飲みすぎている自覚はある。それなのに、悲しみが胸の一部に穴を開けたようで、そこだけがぽっかりと冷え切ったままだ。どれだけ飲んでも穴は塞ふさがらず、嵐士はぼんやりとした目で雑誌を眺ながめる。

　そこには舞ぶ台たい上で太刀たちを手に、見る者を射殺すような鋭するどい目をした蘇我の写真が載のっていた。

　その冷たくも強い視線を見つめて、嵐士は熱い息を吐はく。

「いっそのこと、蘇我さん俺のこと抱だいてくれねえかな。後こう悔かいとか諦めとか、そんなの全部ぶっ飛ばすぐらい抱き潰つぶしてくれたら、ちょっとは吹ふっ切れる気がする」

「頼たのむから、俺の店で怪あやしい発言は控ひかえてくれ」

　写真を見つめながら呟く嵐士に、直哉は勘かん弁べんしてくれと眉まゆを寄せる。

　嵐士は親しい人の前ではオープンなゲイであり、直哉はそれを知る一人だ。とは言っても、付き合う相手がいた経験は少なく、特にがむしゃらに走ってきたこの三年間は恋れん愛あい相手がいたことはない。だが、飲むと積極的になり、一夜限りの相手なら何人か居た。

　別に蘇我とそんな関係を求めているわけではない。それでも写真を見つめていると、なんでもいいから、この未練と後悔を吹き飛ばす何かが欲しくなる。

　そのとき、カウンターの方から「店長」と呼ぶスタッフの声が聞こえた。

「悪い、ちょっと行ってくる。おとなしくしてろよ」

「いってらー」

　嵐士は雑誌から目を離はなすことなく、ひらひらと片手を振って直哉を見送った。その姿に直哉はため息を吐ついたが、すぐに足早に厨ちゆう房ぼうへと入っていく。

　一人残された嵐士は、ただぼんやりと蘇我の写真を見つめた。

（本当に俺さ、蘇我さんに出会わなかったら全然違ちがう生き方してただろうな）

　舞台役者に憧れ、楽観クロニクルの所属オーディションに運良く合格。その後は、細々と役者活動を続けていければ満足だった。そんな嵐士をここまで引っ張り上げたのは、蘇我だ。

　今の嵐士には楽観クロニクルの看板役者としての立場も、新たに得た数々の仕事もある。それらに対してまで無気力になっている今の自分は情けないとわかっている。それでも、ずっと目指し続けていた大きな目標がこんな形で立ち消えるなんて、今でも信じられないのだ。

（しょうがないよな。あのとき、魂たましい持ってかれてんだから）

　シン役を演じる蘇我に魅みせられて、魂を奪うばわれて、嵐士はここまで来た。

　役者として生きる、その先の目標を与あたえてくれたのが蘇我だ。それなのに、共演はもう叶わない。手が届かないどころか、目標そのものが消えた感覚に、嵐士はただ項うな垂だれ、動く気力さえなくなっていた。

　そのとき、半個室の空間に誰だれか入ってくる気配があった。直哉か、と声をかけるより早く低い声が響ひびく。

「おまえ、さっきからうるせえよ」

　聞き覚えのない声に驚おどろいて顔をあげると、かなり大柄な男が目の前に居た。まるでさっきからここに居たかのように嵐士の前に座り、堂々と酒まで飲んでいる。

（……夢？）

　酔よって幻げん覚かくでも見ているのかと瞬まばたきを繰くり返すが、男の姿は消えない。それどころか、男はさらに酒を飲み、つまみにまで手を伸のばした。かける言葉を見つけられずに目を丸くすると、男はまっすぐに嵐士を見つめる。

「おまえが、樋口嵐士だな」

「そうだけど。……あんた、誰？」

「あ？　わからねえか」

　ようやく出た言葉だったのに、男は面おも白しろいと口元を釣つり上げて笑った。

　真っ黒でやや長めの髪かみを無造作にかき上げた男は、鋭い目で嵐士を見た。飾かざり気のないシルバーフレームのメガネ越ごしに鋭えい利りな刃は物もののような視線を向けられ、ぞくりと震ふるえる。　>>>♥

　男の顔立ちは整ってはいるが、かっこいいというより怖こわいという印象を強く感じた。座っていてもわかる長身と鍛えられた身体。鼓こ膜まくを直接揺ゆさぶるような重みのある声と、黒髪が首筋に流れる様には強きよう烈れつな色気があり、目を合わせているだけで竦すくみそうになる。

　自分が知られていることには特に驚かなかった。テレビ出演も増えた上、ここは演劇の街とも言われる下北沢。自分が誰かわかった上で声をかけられる機会も少なくはない。

　だが、男の雰ふん囲い気きは街中で声をかけてくるファンや単なる好こう奇き心しんとは違い、何か品定めでもしているような視線を向けてくる。その視線に、一いつ瞬しゆんだけ湧わき上がった警けい戒かい心しんが萎い縮しゆくした。

　男の方が優位だと本能的に感じ取り動けずにいると、彼はその目元をふと和やわらげた。

「悪くないな。抱き潰されたいとか抜かす割りに、間近で見てもいい目をしている」

「っあ……」

　その瞬しゆん間かん、不自然に心臓が跳はね嵐士は息を吞のんだ。

　男の表情は笑顔なんて言えるようなものではない。口元を釣り上げたニヒルな表情は恐おそろしいほど男の雰囲気に合っており、鋭い刃物のような切れ長の目がゆっくりと細められる瞬間は、心臓を鷲わし摑づかみにされるほどの威い力りよくがあった。その目と空気に鼓こ動どうが落ち着きなく跳ねる。警戒心とは別の緊きん張ちよう感かんで身構えてしまうのは、男がある人物を連想させるからだ。

（こいつ、シンに似てるんだ……）

　三年間想おもい続けた彼の姿を思い出し、思わず息を吞む。

　蘇我幹也という男はメディアへの露ろ出しゆつが嫌きらいらしく、その素す顔がおは嵐士も観みたことがない。フライヤーや演劇雑誌で見かける姿はすべて演じる役の衣い装しようとメイクを施ほどこした状態のもので、劇団の公式サイトにも顔写真が載っていないほどの徹てつ底ていぶりだ。本人曰いわく、街中などでプライベートの時間に声をかけられることが嫌なのだという。顔と名前が売れてなんぼのこの業界で、蘇我は変わり者でもあった。

　それもあって、嵐士の中では蘇我幹也という役者よりシンという役やく柄がらの方が強く印象に残っていた。

（メガネを外せばもっと似てそうだな……）

　そう思った瞬間、男に対する好奇心が湧き上がった。見れば見るほど似ている気がする。いっそ、メガネを外してくれと頼んでみようかと男の顔を眺めながら考えていると、手元にあった雑誌を抜き取られた。

「で、これが愚ぐ痴ち酒の原因か」

　ぐしゃぐしゃになった雑誌を一いち瞥べつし、男は鼻で笑う。

「気に入った劇団の解散がそんなにショックか」

「……違うって。解散より引退がショックなんだよ。蘇我幹也の引退」

　誰ともわからない相手だが、好奇心と男の馴なれ馴れしい態度につられ、つい答えてしまう。

　有名人になったのだからもっと周囲への警戒心を持て、と直哉から再三言われているが、どうにもこの男の空気には逆らえる気がしない。

　ここは奥の家だ。危ないとなれば直哉が止めに入るだろうと考え、嵐士は言葉を続ける。

「あんた知ってるか？　役者の蘇我ってヤツ」

「まあな、名前ぐらいは」

　男が飲み干して空いたグラスに、嵐士自ら酒を注つぎ足す。彼はまた当然の様に酒を呷あおり、嵐士のグラスにも酒を注いできた。その図ずう々ずうしい態度がかえって嵐士の口を軽くする。

「俺はずっと蘇我さんと共演することが目標だったんだ。それなのに、蘇我さんは役者を引退するんだって。俺の夢は叶かなわないまま終しまいだ。な、可哀かわい想そうだって思うだろ？」

　別に深く理解してもらう必要なんかない。ただ適当な相あい槌づちを返してもらうだけで十分だ。

　それなのに、グラスを置いた男は口元を釣り上げた。

「ちんけな目標持ってるから、そんな目に遭あうんだ」

「は、はぁ？」

「共演者なんかタイミングと運だ。決めるのはプロデューサーやスポンサーであって、役者じゃない。そんなもんは目標じゃなくただの願望だろうが」

　酒で浮うわついた頭に容よう赦しやない言葉が突つき刺ささる。

「なんであんたにそんなこと言われなくちゃなんねえんだよ……」

「事実を言っているだけだ。第一、なんだって共演が目標なんだ。ただのミーハーか？」

　遠えん慮りよなく突き刺さってくる言葉にふつふつと怒いかりが湧き上がってくる。話を聞いてくれる相手かと思ったが、喧けん嘩かを売られるなら話は別だ。「そんなんじゃねえ」と嵐士は語気を強めた。

「単なるミーハーで追いかけるわけねえだろ。俺は、あの人に追いつかなきゃいけねえんだ」

　三年前のエンカウントを観た衝しよう撃げきは今でもハッキリと覚えている。そして、あのときを思い出すたびに浮かび上がるのは、敗北感だ。

「エンカウントを観たとき、俺はただの観客だったのに蘇我さんの雰囲気に吞まれて、完全に負けたと思った。このまま終わったら、俺は負けっぱなしなんだよ」

　エンカウントがなんだとか、いつのことだとか、説明も何もない言葉だが酔っ払ぱらいにいちいち説明しろという方が無理だ。男の言葉に引きずり出されるように本音を漏もらしてしまい、自棄やけになって酒が止まらない。もう呂ろ律れつだってかなり怪あやしくなっている。

「だから、ちゃんと一いつ緒しよの舞ぶ台たいに立って、知りたいって。力の差とか、そういうの。追いつかなきゃ力の差もわかんねえだろ。それに、蘇我さんがエンカウントは終わってないって言ったんだ。そんなこと言われたら、俺も終われねえよ……」

　一気にまくし立てたせいか、酔いが回って目の前がくらくらする。つぶやきながら倒たおれこむようにテーブルに突っ伏ぷすと、男が低い声で笑った。

「……何がおかしい」

「いや、想像以上だと思ってな」

　重く沈しずんだ頭の上に、軽い力で手が置かれた。回る思考を宥なだめるような優やさしい手つきで髪を梳すかれ、肩かたの力が抜ぬける。

「おまえには前々から興味があった。いい目をした役者だと思ってな。適当に様子を見てから考える予定だったが、気が変わった」

「何が？……ん」

　頭を撫なでていた手が頰ほおを辿たどり、顎あごを取られた。顔を上げると同時に唇くちびるが塞ふさがれ、目を見開く。男の髪が頰に当たる感かん触しよくに驚き思わず逃げそうになると、頭を押さえられた。

（キス……、なんで？）

　理解できないまま角度を変え、さらに深く唇が重なる。戸と惑まどう嵐士の舌を追い詰つめると、強ごう引いんなキスとは裏腹に優しく舌が絡からみ合う。くちゅりと濡ぬれた音が頭の中に直接響ひびき、とろりと目を閉じた。

（あ……、キス、うまい……）

　言葉の刺とげなど感じさせない柔やわらかなキスに、酒に酔った脳がさらに溶とかされていく。ゆっくりとキスを解かれると、だらしなく開いた唇をぺろりと舐なめられた。

「で、どうする？」

「どうするって……」

「抱だき潰つぶされたいって言ってただろ？　相手をしてやろうか」

　そう言いながら、男は嵐士の手を摑つかんだ。剣けん道どうでもやっていたのだろうかと思うほど、男の手は硬く荒あれていた。嵐士の手も体格に見合って大きい方ではあるのに、その手を包むほど大きく節の目立つ手にさらに鼓動が速くなる。

「……抱いてくれんの？」

「不満か？」

　男は口元を歪ゆがめたまま、目を眇すがめた。

　その手も、低い声も、そして自分に向けられた鋭するどい言葉もすべてが嵐士にシンを連想させる。だが、何よりも強く惹ひかれるのはその目だ。見つめられると萎縮しそうなほど強いのに、心ごとすべて持っていかれそうなほど、惹かれて奪うばわれる。

　さっきまでの苛いら立だちもすべてキスで溶かされ、熱を上げた身体が苦しいほど疼うずく。

（やばい。やりたい。こいつに抱かれたい）

　酔ようと性欲を抑おさえられない自覚はあった。それなのに、こんなにも誰だれかに抱かれたいと思ったのははじめてだ。

　息を吞み、酔い以上の熱を孕はらんだ目で男を見上げると、彼は一層口元を釣つり上げた。

「行くか」

　嵐士は声も出せず、頷うなずいた。そのまま強引に腕うでを摑まれ、引きずられるように店を出る。

　店を出る直前、カウンターの中に居た直哉が何か言っていたが、嵐士の耳には入らなかった。







　並んで夜道を歩き、想像以上に彼が長身であるとわかった。嵐士が大きいと感じるのだから、おそらく一九〇近いのではないだろうか。自分より長身で、更さらに威い圧あつ感かんもある。男の何もかもが記憶に残るシンと繫つながり、嵐士をさらに興奮させた。

　男に支えられながら歩き、手近なラブホテルへと入った。平へい凡ぼんな内装と必要最低限の設備。でもそれさえあれば、嵐士の欲求を満たすには十分だ。

　部屋に入ってドアを閉めるなり、嵐士は躊躇ためらうことなく男の身体に抱きついた。

　ホテルに向かいながら落ち着くどころかさらに興奮した身体は、すでに十分すぎるほど昂たかぶっている。行きずりのセックスにムードなど求めていない。何より今の自分は、早くこの男に抱き潰されることを望んでいた。

　服の上からでもわかるほど主張している熱を男の腰こしに押し付け、相手を煽あおる様にしなやかな筋肉に覆おおわれた背中をなぞる。だが、男は嵐士の誘さそいに乗るどころか、その腕を振ふりほどき、真っ直すぐに冷蔵庫へ向かった。

「なんだよ、抱いてくれるんじゃなかったのかよ」

　ここまで来て焦じらされればかえって興きよう醒ざめだ。不満を隠かくさず呟つぶやくと、男はメガネを外して振り返り、ふっと小こ馬ば鹿かにしたように笑う。

「抱いてやるさ。その前に、やるべきことがあるだろ」

　男は冷蔵庫からペットボトルを取り出し、嵐士に向かって投げた。

「水分とって少し頭を冷やせ。ベッドで泣かせる趣しゆ味みはあっても吐はかれるのはごめんだ」

　酒臭くさいと指し摘てきされ、カッと頰が熱くなる。それでも、飲みすぎた身体にひんやりと冷たい水の感触は心地ここちいい。言われたとおり冷えたミネラルウォーターを口にすると、酒で焼けた内臓に冷たい水が染しみ渡わたった。

（やっぱり、似てる……）

　ペットボトルを傾かたむけながら横目で男の顔を窺うかがい、どくんと胸が跳はねる。

　メガネを外した男は想像以上にシンに似ていた。酔った思考が都合のいい幻まぼろしを見せているのかもしれない。そんなことを考え、嵐士はふっと笑った。

「何がおかしい」

「いや、言ってみるもんだと思ってな」

　いっそのこと未練を吹ふき飛ばすほど蘇我に抱き潰されたい、そう願ったほんの一時間後に今こうしてシンに似た男とホテルに居る。

（未練を吹き飛ばす機会を与あたえられたってことか）

　それにしてはいい相手に出会えたと、素す直なおに思えた。

　ここまで来たのは半ば勢いでもあったが、彼は予想外に優しい。

　ホテルへ向かう途と中ちゆうも、足元のおぼつかない嵐士をずっと支えて歩いてくれた。おまけに、こうして水を渡し、嵐士が落ち着くのを待ってくれている。シンに似た男が見せる大おお雑ざつ把ぱな優しさは、すさんでいた嵐士の心にじわりと染みた。

「俺さ、あんたのこと、結構好きかも」

「随ずい分ぶんと単純な思考だな」

「そうか？　どうせ抱かれるなら嫌きらいな相手より好きな相手の方がいいじゃん。そういう意味では、俺にとってあんたは当たりだ」

「その程度か。安い愛情を向けられたものだ」

　小馬鹿にされたが、少しだけ男の威圧感が和やわらいだように感じ、嵐士も表情を緩ゆるめる。迫はく力りよくある目つきのせいでわかりにくいが、優しい人のような気がする。水を飲みながらぼんやりと見つめると、男がふっと笑った。

「まあいい、気に入ったのはお互たがい様だからな」

「それ、どういう意味？」

「こういう意味だろ」

　一いつ瞬しゆんの内に飲みかけのペットボトルを奪い取られ、壁かべに押し付けられる。

「んあっ、ん……」

　抵てい抗こうする間もなく、強引なキスで塞がれた。水で冷えた口こう腔こうが熱い舌に満たされ、犯おかされる。息苦しくなるほど荒あらっぽいキスなのに、絡みつく舌の熱が心地よくて身体の力が抜けていく。夢中になって嵐士も舌を絡め、その身体に抱きつこうと手を伸のばしたのに、なぜかその手はあっさりと壁に縫ぬい留められた。

「なんでっ」

　キスが解かれた瞬しゆん間かん、不満の声を上げる。酒のせいではなく、高まり始めた熱で潤うるんだ目で睨にらみつけると、男は何も言わず嵐士の尻しりを摑んだ。

「ちょっ、いきなりすぎるだろ」

「抱き潰されたいって言ったのはおまえだろ。望み通りにしてやるよ」

　喉のど奥おくで笑う男の声は欲情で掠かすれていて、食われる、と思った。

　何度もキスをされながら、男の大きな手が嵐士の尻を摑む。狭はざ間まに指が入り込んだかと思えば、まだ固く閉じているそこを服の上から押し上げられた。強引に嵐士の熱を上げるような卑ひ猥わいな手つきで刺し激げきしているくせに、キスは優しい。

　もう一方の手で乳ち首くびをつままれ、キスで塞がれた口でくぐもった抗議の声を上げると、その隙すきをつくように舌がさらにきつく絡む。もう服の上からの刺激だけではもどかしい。

　もっと直接触さわって欲しいと訴うつたえるようにうっすらと目を開くと、男は目を開けたまま嵐士にキスをしていた。至近距きよ離りで合った視線にドクンと心臓が跳はね、慌あわてて目を閉じると、男は喉奥を震ふるわせて笑う。

（なんだこれ……。食われそう……）

　男の目は獲え物ものを狩かるかのように鋭かった。恐おそろしいほど強い視線なはずなのに、身体が何かを期待して震える。ごくりと息を吞のむと、男の手がすでに服の中で硬かたくなっていた嵐士の熱を摑んだ。

「んっ、ん、んぁ」

　服の上からでも頭の芯しんが痺しびれるような強い刺激に高い声が上がる。するとさらに、男はその部分を強く揉もんだ。

「嵐士、もう少し足開け」

「や、待って……」

　強引すぎると抵抗しようとしても、有う無むを言わせない力で足を広げられ、服の上から先せん端たんを探さぐり当てられ、ぐりっと押された。痛みすら感じる刺激に身体からだが跳ねる。

「痛いてえ、よ……、さっさと脱ぬがせろ……んぁっ」

「これじゃ足りないか？」

　ボトム越ごしに形を確かめるように摑まれ、すでに硬く勃たちあがっていた熱がさらに服の中で大きく主張する。もっと直接的な刺激が欲しい。そう訴えて、男の服を摑みながら何度も頷くと、突とつ然ぜん身体が浮ういた。

「意外と軽いな」

「あ、アホか！　下ろせっ！」

「暴れるな。落とすぞ」

　本気で落とされそうな低い声にぴたりと身体が硬こう直ちよくする。まるで荷物のように担かつぎ上げられているが、それなりに長身な嵐士にとって人から担がれる経験などほとんどないも同然だ。だが、状じよう況きように順応する間もなく、嵐士はベッドの上に投げ出された。

「痛いって……」

　硬いベッドのスプリングが音を立てて軋きしみ、その反発で眉まゆをひそめる。すると、男はすぐに嵐士の上にのしかかり、再び唇くちびるを塞ふさがれた。

（このキス、ずりぃ……）

　強ごう引いんで性急な愛あい撫ぶで攻せめてくるくせに、男のキスはひどく優やさしい。強すぎる刺激も、キスに絆ほだされてもっと欲しくなる。それなりに経験を積んでいるはずの嵐士が応こたえるだけでやっとだ。それどころか、もっと欲しいと身体が飢うえていく。耐たえ切れず漏もれる声は自分のものとは思えないほど甘ったるい。

　心より先に身体が従順になっていく悔くやしさで、キスから逃のがれようと抵抗を示すと、大きな手で後ろ頭を押さえられ、宥なだめるように舌が絡からむ。くふ、と息を漏らすとからかうように唇を舐なめられた。

　絶ぜつ妙みような飴あめと鞭むちが繰くり返されるキスに酔っていると、あっという間に服を剝むかれた。

「軽いと思ったが、それなりに鍛きたえてはいるようだな」

「……あんたほどじゃねえよ」

　自分だけ脱がされてたまるかと、嵐士も男の服を脱がせた。そして顕あらわになった硬く鍛えられた胸むな板いたと腹筋に、完全に負けた。

　自分よりも硬く隆りゆう起きする胸板に手を這はわせ、その熱さに息が漏れる。隙なく鍛えられた身体には所々に傷きず跡あとがあり、それがかえって男の身体に生々しい色気を滲にじませていた。苛か烈れつなまでの色気に身体が震え、ダメだと思った瞬間、外気に触ふれて震えていた先端を握にぎりこまれた。

「うわ、っあ……や、やめ」

「もう濡ぬらしてるのか。キスだけで感じたか？」

　キスだけじゃない、全部だ。飴と鞭を繰り返されるキスと、情欲に掠れた声、鍛えられた身体。そのすべてに興奮してしまい、期待で震える身体が勝手に抱だかれる準備をはじめる。

　何度もキスを繰り返され、首筋や乳首、濡れた性器と、あらゆる場所を手や舌で愛撫される。甘い声を上げてしまった場所は執しつ拗ように攻められ、抵抗を示すと、「嵐士」と低い声で制止させられる。その度たびに、鋭するどい目で睨まれ、嵐士の僅わずかな抵抗は根こそぎ奪うばい取られた。

「ずるい……」

「何がだ？」

「なんかもう、めちゃくちゃだ。俺、あんたの名前も知らないのに……」

　男は何度も自分の名前を呼んでいるが、嵐士はまだ相手の名前を知らない。別に知る必要はないと思っていたのに知りたくなるのは、自分も男を呼びたいからだ。

「そうだな。じゃあ、シンでいい」

「え……」

「なんだ、不満か？」

　ここでその名前が出てくることが信じられない。だが、その名前は心の中にすとんと落ちて、嵐士は笑った。

「何それ、最高」

　おそらく直哉との会話を聞いていたからその名前を出したのだろうが、ずっと男とシンを重ねていた嵐士にとっては、これ以上にない呼び名だ。目の前にシンがいる。そう思うだけで、僅かに残っていた抵抗心もすべて搔かき消えた。

（そうだ。シン相手ならしょうがない）

　とっくに自分が魂たましいを奪われている相手だ。抱いてくれる相手がシンならば、願ってもない。

「んあ、ああっ」

「どんなビッチかと思ってたが、わりと硬いな」

　嵐士の先走りやホテルに備え付けのローションを纏まとった手が、後ろの窄すぼまりを刺激する。この三年間、あまり使っていなかった場所を押し開かれる動きに高い声が上がった。

　節の目立つ硬い指が中に入り、弱いところを探るように搔き乱される。すぐに敏びん感かんな場所を見み抜ぬかれ高い声を上げると、舌舐なめずりした男に執拗に攻められた。

　抵抗をやめた身体は、本当にシンの好きなようにされた。逞たくましい膂りよ力りよくに好きなように転がされ、どんなに逃にげようともがいても彼の長い指は嵐士を追い詰つめて、逃がさない。

　横おう柄へいな態度でベッドに横たわったシンの顔に跨またがれと言われたときは、さすがに抵抗した。酔よいが残っていても、あられもない体勢のシックスナインには羞しゆう恥ちが勝まさる。それなのに、たった一言「嵐士」と呼ばれただけで、抵抗はあっさりと封ふうじられ、結局シンの思い通りの体勢にされてしまった。

「ほら、しっかり舐めろって」

「んんっ……」

　目の前でそそり立つモノで頰ほおを擦こすられ、挑ちよう発はつするようにシンは低い声で笑う。その振しん動どうさえも、嵐士の弱い場所に直接響ひびき、腰こしが跳はねた。逃げようにも、シンの逞しい腕うでで嵐士の身体は固定される。

（なんか、もう、すごい……）

　余よ裕ゆうな態度で一方的に感じさせられていたが、シンの熱も硬く張り詰めていた。擦りつけられた頰に触れると、先走りのぬるついた感かん触しよくがしてじんと腰が痺れる。

　羞恥心も抵抗も剝はぎ取られ、淫みだらな欲望をさらけ出される。堪たまらなく男の熱が欲しくなり、自ら口を開き、猛たけったものを咥くわえこんだ。

「んっ、……く、っんは」

　口の中に収まりきれないほどの大きさに、息苦しさで目が熱くなる。それでも、シンの感じる姿が見たいと熱心に舌を絡めると、その瞬間を狙ねらったように窄まりに指が突つき入れられた。

「うわっ、ま、まって……あっ、あ」

　唐とう突とつな刺し激げきに跳ねた腰を、ぐっと摑つかみ寄せられる。

　潤じゆん滑かつ剤ざいのおかげもあって痛みはないが、節の硬い指が弱い場所だけを執拗に責め立てる。強すぎる刺激に逃げそうになると、ぴしゃんと尻しりを叩たたかれた。

「逃げずにさっさと舐めろって。それとも足りねえのか？」

「や、やめっ……、こんな、無理っ……んっ」

　勘かん弁べんしてくれと逃げる口に、無む理り矢や理り押し込められた。再び咥えたそれはさらに熱く、シンも興奮しているのかと思うと嵐士の熱まで上がった。苦しさを堪こらえて必死で熱い男根に舌を這わせると、さらに口の中で膨ふくらみ、呼吸さえ圧あつ迫ぱくされる。

「んん、ふ……、うあっ」

　指で舌で休む間もなく快感を与あたえ続けられ、おまけに呼吸さえ奪われ、視界が明めい滅めつを繰り返す。もう自分の身体を支える力さえない。限界だと、シンの身体を避よけつつベッドへ倒たおれこむと、ようやくシンは身体を起こした。

「もう限界か？　体力ねえな」

「シンが、無む茶ちや苦く茶ちやなだけだっ……」

　ベッドの上に倒れ込んだまま肩かたで息を繰り返すと、起き上がったシンに仰あお向むけに転がされた。

　自分を見下ろすケモノのような視線に背中がぞくぞくと震える。

「ほら、どうして欲しいか言ってみろ」

　熱で潤うるんだ目で見つめると、シンは喉のど奥おくで笑った。もう逆らえるはずなんかないと、嵐士は喘あえぐように叫さけんだ。

「も、欲しいっ……」

「いい子だ」

　大きな手に汗あせで濡れた頰を撫なでられ、その優しい仕草に思わず息をつく。あんなにも自分を搔き乱した手なのに、どうしてか身体の力が抜ぬける。だが、その瞬しゆん間かんを見計らったように、シンは力の入らない嵐士の足を大きく開き、凶きよう暴ぼうな熱を奥まで突き入れた。

「……っ」

　内臓を押し上げられる感覚に息が詰まり、声も出せず仰のけ反った。おまけに狙い澄すましたかのように弱い部分を押し上げられ、待ってくれと粘ねん膜まくが収縮する。

「……っおい、力抜け」

「っ、は、あ……無理っ」

　苦しいと荒あらい呼吸を繰り返しながら喘ぐと、大きな手が何度も頰をなぞり、ひくひくと震ふるえる喉を舐められる。

　容よう赦しやなく攻めるくせに、触れてくるかさついた手の感触は優しい。何度も撫でられ、ゆっくりと力を抜いて目を細めると、ぐっと最奥まで突き上げられた。

「あ、……ひあっ、……ああ」

「ほら、ちゃんと息して力抜け」

　片方の手は頰を撫でながら、もう一方の手は易やす々やすと嵐士の腰を支え、何度も奥まで突き上げてくる。甘い手つきと凶暴な腰使いに、頭が煮にえそうだ。

「ま、待って。頼たのむ、から……もう少しゆっくり……」

「何を言ってる。これからだろうが」

　感じる所ばかりを突き上げられ、抉えぐるように腰を回される。気持ちよすぎておかしくなると訴うつたえると、シンは舌舐めずりをした。その雄おす臭くさい動作にさえ感じてしまい、熱い息が漏もれる。

「こっからが本番だろ。望み通り抱き潰つぶしてやるよ。ぬるいセックスじゃ満足できなくなるぐらいにな」

「ひぁあっ……や、やめっ」

　震え上がるほどの低い囁ささやきが耳に直接吹ふき込まれ、同時に思いっきり突き上げられる。弱いと見抜かれた場所ばかりを執拗に攻せめられ、その度に高い声が上がった。

「いい、もう……、いく、いくっ」

　もういきそうだと息も絶え絶えに喘ぐと、唐突にシンは動きを止めた。

「なん、で……あっ」

　弱い所を押し上げたまま動きを止めた熱を責めるように、粘膜が収縮を繰くり返す。その反応を楽しむかのように濡れた音を立てる場所を数回扱しごかれたあと、中に埋うめられていた熱と共にシンの身体からだが離はなれた。

「ほら、上に乗れ」

「っあ……」

「俺が欲しいなら自分で動いてみせろ」

　めちゃくちゃすぎる。もう立ち上がることもできないほど快楽で目眩めまいがしているのに、さらに自分を追い詰めようとしてくる。とんでもないＳだ。この男は危険だと頭のどこかが警けい鐘しようを鳴らしている。だが、快感で麻ま痺ひした頭はシンだからしょうがないと勝手に結論づけてしまう。

　ふらふらと揺ゆれて頼たよりない身体でシンの上に跨り、自ら秘所にシンの熱を当てがう。僅わずかな躊躇ためらいが生まれ息を吐はくと、腰をつかまれ、強ごう引いんに落とされた。

「かっ、は……」

　ずんっと最奥まで一気に突かれ、息が詰まる。視界が白く明滅し、支えきれなくなった身体がシンの上に倒れ込んだ。受け止めてくれたシンの肌はだは予想以上に熱く、伝わってくる鼓こ動どうは相手も欲情しているとわかるほどに速い。シンも自分と同じように感じてくれている。それがどうしようもなく嬉うれしくて、もっとその鼓動を聞きたくてシンの身体に縋すがり付いた。

「もう、……おかしくなる、から……あ、ああ」

　限界だからいかせて欲しいと喘ぐ息で訴えると、あやすように背中を撫でられた。叩きつけられるような快楽に混ざる優やさしさが、麻ま薬やくのように嵐士の身体を痺しびれさせる。

　自分で動く余裕なんかあるわけがない。ただシンの上に乗っているだけでやっとだ。そんな嵐士の身体をシンは抱だきしめ、容赦なく突き上げ、揺さぶる。

「シ、シンっ。もう、やめっ……たすけ、っ」

「逃げるなよ」

「や、いやだっ……あ、あっ」

　壊こわれる、やめて、そう懇こん願がんするたびに甘いキスで宥なだめられ、息を吐くとまた強きよう烈れつな快感を叩き込まれる。深く、奥まで嵐士の粘膜を押し広げる熱が、ぐちゃぐちゃと卑ひ猥わいな音を立てながら嵐士の中を搔かき乱す。おかしくなりそうなほどの快感に指先まで痺れ、助けてくれと、シンの背中を抱きしめた。

「も、いく……、いくからっ」

「いきたいなら、ちゃんとお願いしてみな」

　低い声で笑うシンの額にも、汗が浮うかんでいる。快楽をにじませるシンの声に逆らえるはずもなく、嵐士は熱に浮かされるまま「いかせてください」と喘いだ。

「いいぜ、好きなだけいっちまえ」

「んんっ、だめだっ……いく、いく……！」

　シンの律動に合わせるように粘膜が痙けい攣れんし、嵐士はシンに強く抱きついたまま熱い肌の間で熱を放った。ひときわ強く腰を押し付けたシンがぐっと眉まゆ根ねを寄せ、身体の中に直接射精されたのを感じ、今度こそ全身から力を抜いて倒れこむ。

　もう指一本動かせないと、汗で濡ぬれたシンの肌にもたれかかり、荒い呼吸を繰り返した。

（本当に、もう、とんでもない……）

　確かに抱き潰されたいと望んだが、シンのセックスは想像以上だった。

　精を放ったばかりの場所は快感の余よ韻いんで痺れたような感覚を引きずり、腰にも足にもろくに力が入らない。明日はまともに動けないだろうなと力なく笑うと、「抜くぞ」と耳元で囁かれた。

「くっ、ふ……」

　嵐士の呼吸が整うのを待って、シンは身体を動かした。

　力の抜けた身体からシンの熱が抜き取られると、そのままベッドに横にされる。シンにはまだ余よ裕ゆうがあるのか、ベッドサイドに置いていたペットボトルを差し出され、嵐士は力の入らない手でどうにか受け取った。

（敵かなうわけ、ないよな……）

　水を飲むことさえやっとの嵐士とは対照的に、シンは嵐士の隣となりに座り、涼すずしい顔を浮かべている。その態度も、シンなのだからしょうがないと、嵐士は小さく笑った。

「何がおかしい」

「……いや、やっぱりまだ勝てねえよな、と思ってさ」

　余裕の表情で自分を見下ろす視線に、思い出すのは舞ぶ台たい上で絶対的な優位者だったシンの姿だ。目の前にいるのに届かない。そんな寂さびしさに似た感情が湧わき上がり、嵐士は身体に残る熱に酔よったように笑った。

「それでもいつか、絶対に勝ちたいと思ってたんだ。蘇我さんにも、シンにも。エンカウントが終わらないのは、たぶんシンが戦いの中で負けてないからだ」

　シンに抱かれたせいで、どこかおかしくなったのかもしれない。まだ熱がくすぶる身体は、忘れようとしていた未練をかき集め、嵐士は三年前からずっと残っていた想おもいを吐き出した。

「悔くやしかったんだ……。ただの観客だったのに、徹てつ底てい的に叩たたきのめされたみたいで。動けなくなるほど感動したけど、それ以上に悔しかった。だから、もし共演が叶かなったら、勝つんだって。俺はずっとそう思ってたのに……」

　数多くの役者を観みてきたが、あんなにも圧あつ倒とう的な敗北を感じたのは後にも先にも蘇我だけだった。嵐士にとって蘇我と共演したいと願う想いは、そのままあの日観たシンに勝ちたいという想いと同意義だ。

　それでも、こんな風にシンの好きなように抱かれ、勝てる相手ではないと打ちのめされた気分になる。蘇我と共演できない。シンにも勝てない。この三年間はなんだったのかと熱い想いがこみ上げ、嵐士は慌あわてて両目を覆おおった。

「変なこと言った。忘れてくれ」

　酒と激しいセックスに頭がおかしくなったのかもしれない。第一、自分を抱いたこの男が本物のシンであるはずがない。酔っ払ぱらいの戯たわ言ごとだと自じ嘲ちようすると、その額に優しいキスが落ちた。

「おまえ、可愛かわいいな」

「え……」

　目の前の男が柔やわらかく目を細めて笑い、胸が高鳴った。驚おどろいて目を見開くと、溶とけそうに優しい目に見つめられたまま、男の熱い手が頰ほおに触ふれた。

「やっと見つけた。ライカを演じられる男」

「ライカって、なんでその名前……」

　男の口から出てきた名前に驚き、声が震える。だが、嵐士の疑問に答えることなく、シンは嵐士の上に跨またがった。

「うそ、だよな……」

　のしかかってきたシンに怪あやしい手つきで腰こしを撫なでられる。まさかと息を吞のみ、逃にげるように腰をよじると、シンはあっさりと嵐士の身体を押さえた。

「言ったよな、抱き潰してやるって。俺が満足するまで、何度でもな」

「む、無理っ……、んあっ」

　逃げようともがくと、強引にキスをされた。

　抑えていた熱を容易たやすく再燃され、すでに赤く腫はれていた乳ち首くびに爪つめを立てられる。　>>>♥

「もう、限界だからっ……」

「おら。もう少し体力つけねえと、俺と共演なんかできねえぞ」

　わけがわからないと抵てい抗こうするも虚むなしく再び与あたえられる快感に悶もだえる。

　行こう為いの最中に役者歴だとか殺陣たて経験だとかいろいろ聞かれた気がするが、上も下もわからなくなるほど感じさせられ、まともに答えられるはずがない。何を言っているのか、何度射精したのかさえわからない。

　シンが満足するまで抱き潰され、最後には嵐士は自ら意識を手放した。




　＊　＊　＊




（最悪だ……）

　翌日、嵐士は痛む腰を押さえながら、下北沢の街を歩いていた。

　昼を少し過ぎた時間帯の夏の日差しは、疲ひ労ろうが残る嵐士の身体からだには少しばかり厳しい。賑にぎやかな駅前を足早に離はなれ、嵐士は真っ直すぐに目的の場所に向かう。個性的な雑貨店や近きん隣りん住民が利用する庶しよ民みん的なスーパーが混在する独特の街並みを抜ぬける間、必ずと言っていいほど目に入るのは公演告知のポスターや、大小様々な劇場だ。

　演劇の街と呼ばれるだけあって、下北沢には大小様々な劇場や稽けい古こに使用できるレンタルスタジオが多く存在している。一見するとボロ小屋のようにしか見えない古い劇場や、細い階段を降りた先にあるスタジオなど、興味がなければ知ることのない隠かくれた演劇スポットも多い。

　役者である嵐士は、小さな劇場から一歩一歩ステップを踏ふみ、今では下北沢で一番大きな劇場に立つまでに成長した。この街は、嵐士にとってただ生活する場だけでなく、役者としての自分を支えてくれる大切な居場所だ。

　そんな思い入れ深い街を複雑な心境で歩き、嵐士は目的の場所に辿たどりついた。

　レンタルスタジオ『ＲＯＰＩＯ』と書かれた看板を見つけ、嵐士は間ま違ちがいないと息を吐いた。

　はじめて来たレンタルスタジオは一階部分が不動産屋で、スタジオは階段を上がった先にあるようだ。手元でグシャグシャに握にぎり潰されたメモとこの場所が相そう違いないことを確かく認にんし、嵐士は収まりきらない憤いきどおりで舌を打つ。

　昨日の夜、限界まで抱かれた嵐士がホテルで目を覚ますと、そこにシンの姿はなかった。ついでに嵐士の携けい帯たい電話までなかった。まさか盗とられたのかと力の入らない下か肢しを叱しつ咤たしながら部屋中を捜さがし、見つけたのは一枚のメモ。

『携帯を返して欲しければ、ここに来い』

　メモの最後にはこのレンタルスタジオの名前が記されていた。

　軽い二日酔いで頭は痛いし、好き勝手抱かれたせいで節々も痛い。それでも、さすがに携帯電話を盗られたのは無視できない。ロックをかけているとはいえ、今や携帯電話は個人情報の塊かたまりだ。大事な連れん絡らく先もほとんど携帯にしか登録していないため、今後の仕事にも差し支つかえる。

（くっそ。ふざけやがって……）

　爆ばく発はつ寸前の怒いかりを抑えるために、何度も深い呼吸を繰くり返す。怒り任せに乗り込んでもいいが、相手の出方がわからない以上は冷静でいたい。おまけに、昨日はかなり酔っていたため嵐士の記き憶おくもおぼろげだった。それがさらに、踏み出す一歩を臆おく病びようにさせる。

（シンに似てたとか、勘かん違ちがいだろ。俺もどうかしてた）

　酔い潰れていたとはいえ、初対面の相手を誘さそい出し、好き放題に抱くような男が憧あこがれの役者と似ているだなんて、一いつ瞬しゆんでも思った自分を罵ば倒とうしたい気分だ。衝しよう撃げき的な出来事が続いたせいか、蘇我が役者を引退したショックも吹ふき飛んでいた。

「……行くか」

　立ち尽つくしたままだというのも情けない。潔いさぎよく覚かく悟ごを決めよう。

　初手が肝かん心じんだと心を落ち着かせ、嵐士は階段を上がり、レンタルスタジオの扉とびらを開けた。

　だが、防音ドアを開くと同時に目に入った光景に、嵐士は言葉を失った。

「何？　関係者以外立ち入り禁止なんだけど」

「え、いや、俺は……」

　ドアを開けると同時に複数の人間に視線を向けられ、嵐士は思わず後ずさる。

　スタジオの中は嵐士も利用したことがある他ほかのスタジオとさほど変わらない状態だった。広いフローリングの床ゆかに、一部の壁かべがすべて鏡張りになっているシンプルな空間。よく見る長机やパイプ椅い子す。床に張り巡めぐらされた舞台を示し唆さする無数のビニールテープも、嵐士からすれば見慣れた光景だ。嵐士が驚いたのはそこではない。

　まさに稽古中という雰ふん囲い気きの空間は、部外者である嵐士の登場を訝いぶかしんでいる。数名の男女がジャージ姿で嵐士に視線を向け、その表情は驚きや困こん惑わくに満ちていた。その視線を浴びながら嵐士は視線を動かし、驚く理由となった人物をゆっくりと眺ながめる。

（柊ひいらぎ亮りよう司じが居る。あの人は、確か高たか岡おか信しん也やだ。それに、遠とお野の晶あき子こまで……）

　嵐士に視線を向ける人々の中に、有名な役者の姿を見つけ動どう揺ようが大きくなる。おまけに、すぐに名前がわかった三人の役者には大きな共通点があった。

（全員、三味庵の役者だ……）

　まさか、という予感と共に背中に冷たい汗あせが伝った。その瞬しゆん間かん、背後に強きよう烈れつな気配を感じ、ひっと息を吞む。

「来たか……」

　ギギギと機械の音が聞こえそうな速度で振ふり返り、そこに立っていた人物を嵐士は凝ぎよう視しする。そして、昨日呼んでいたものとは違ちがう名前を信じられない気持ちで呼んだ。

「……蘇我、幹也」

「ようやく気づいたか。酔よっ払い」

　振り返り、見上げた先に居たシン──蘇我幹也──はその口元を釣つり上げた。

　役者、蘇我幹也の素す顔がおを嵐士は知らない。それでもこの状じよう況きようと酔っていない頭は目の前の人物とシンの姿を重ねあわせた。そして蘇我の口元を釣り上げた人の悪い笑い方と、今もはっきりと覚えているシンの姿が間違いなく重なる。

「ほら、携帯だ。ちゃんと来たから返してやるよ。柊！　例の客演者、こいつに決めたから」

「え、え、ちょっと！」

　身体の正面に投げられた携帯をギリギリのところで嵐士が受け取ると、蘇我はさっさと中へ入っていった。状況に置いていかれたまま立ち尽くしていると、声を上げたのは柊亮司だ。

「蘇我、遅おくれて来たと思ったら急に何を言ってるのかな？」

「遅れたのはこいつのせいだ。さっさと中に入ればいいのに、馬ば鹿かみたいに突つっ立ってるから遅れた」

「なっ、見てたのかよ！」

「ああ。アホ面づらで立ち止まってやがるから、蹴けり飛ばしてやろうかと思った」

　見られていたという事実に赤面していると、柊が嵐士の目の前に立った。その真っ直ぐな視線に心臓が高く跳はねる。

（本物の、柊亮司だ……）

　柊は三味庵の代表であり、ドラマや映画への出演も多い有名な役者だ。スタイルの良さと中性的な顔立ちから、ミステリアスな雰囲気のある役者だと言われていたが、こうして間近で見ると、本当に美形という言葉が似合う。

「もしかして、樋口嵐士？」

「は、はい。そう、です」

「本物？」

　ここで偽にせ者ものだと答えたらどうなるんだろう、と現実逃とう避ひのためか妙みような方向へ進みそうになる思考を押し止とどめ「本物です」と答える。すると、柊はその視線を蘇我に向けた。

「本気？」

「冗じよう談だんだと思うか？」

「いや、蘇我がこんな面おも白しろい冗談が言えるとは思わないよ。でも、この様子だと本人に了りよう承しようを得ているわけじゃないだろ。それに、ロクな説明もしていない」

　そうだろ、と柊に視線を向けられ、ほぼ反射で頷うなずいた。

　話の全ぜん貌ぼうが全く見えないが、了承も説明もないのは間違いない。それを訴うつたえるように柊を見て何度も頷くと、彼は深いため息を吐ついた。

「嵐士くん、今後のスケジュールは？」

「……は？」

「いいから。深く考えず聞かれたことに答えて」

　ようやく納なつ得とくのいく説明を得られるかと思ったが、柊の質問も意図が見えない。だが、先ほどから自分に向けられる複数の視線のせいで、逆らえる余地はない。

「えっと、雑誌関係とラジオの仕事がいくつか……」

「舞ぶ台たいは？」

「楽観クロニクルの、所属劇団の定期公演まで、半年は空いてます」

「殺陣たてとかアクションの経験は？」

「ワークショップで少しだけ。舞台で演じた経験はありません」

　蘇我との共演を目指していたこともあり、嵐士はアクションや殺陣の経験を積みたいと常々考えていた。だが実際その必要がある役を演じる機会に恵めぐまれることはなく、経験があるのはダンス程度だ。

　そのことを告げると、にこやかな表情で嵐士の言葉を聞いていた柊が口元を釣り上げた。それは、蘇我が浮うかべる笑えみと同種の雰囲気があり、嵐士の嫌いやな予感がどっと増す。

「いいね。蘇我にしてはいい人を見つけたじゃないか」

「当然だ」

「容姿も体格もいいし、知名度も申し分ない」

「余計な手て垢あかがついてないのも、鍛きたえがいがあるな」

　揶や揄ゆの笑みを浮かべ頷き合う二人の姿に、嵐士はようやく一番聞きたいことを口にした。

「あの、さっきからなんの話をしてるんですか。まさか……」

　断だん片ぺん的に与あたえられる情報をつなぎ合わせ、湧わき上がる嫌な予感を打ち消したい思いで柊と蘇我を交こう互ごに見る。すると、蘇我はその大きな手で嵐士の肩かたを叩たたいた。

「おめでとう。おまえ、エンカウント再演の主役に決定だから」

　これはいったいいつ覚める夢なのか。

　混乱を通り越こして何も理解できなくなった思考の中で、嵐士が握にぎっていた携帯が音を立てて落ちた。
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『エンカウント』

　かつて「バサラ」という国は革命軍「グロア」と長年争っていた。両者の力は均きん衡こうしており、二十年以上冷戦状態が続いていた。

　戦いの中、バサラに一人の王子が生まれる。王子の名はライカ。

　唯ゆい一いつの王子として民たみから愛されるライカには、シンという剣けん術じゆつの師にして友人の男がいた。二人は共に高め合いながら成長を続け、「いつか争いのない国をつくろう」と誓ちかい合っていた。だが、ある日忽こつ然ぜんとシンはライカの前から姿を消す。

　時は流れ、いつしかグロアは勢力を伸のばし、バサラに攻せめ込むほどの力をつけた。

　やがて国の王となったライカは、革命軍グロアとの戦いを迎むかえた。

　そんな中、グロアのトップがかつて友として過ごしたシンであることがわかる。なぜ、シンが自分を裏切ったのか。それもわからぬまま、ライカは剣けんを取る。

　国のため、シンと対たい峙じすることを決意したライカを待つ運命は──。
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「すげぇ話じゃねえか。三味庵再始動の旗揚あげ公演に出演って。しかも主役なんだろ」

　二週間ぶりに訪おとずれた奥の家で、この間に起きた出来事を簡潔に話すと、直哉は興奮した声を上げた。今日は客席もそこそこ埋うまっており、嵐士は直哉が仕事をしながら話せるようにとカウンター席を選んだ。

　期待に満ちた視線を向ける直哉を冷めた目で見返し、嵐士は疲ひ労ろうのにじむ声で呟つぶやく。

「元三味庵と言っても看板役者は抜ぬけたみたいだし、旗揚げ公演はできるだけ注目を集めるに越したことはないからな。そこそこ知名度のある役者を主演にして客寄せしたかったんだと」

「それで嵐士が選ばれたわけか」

　あの状況で選ばれたという言葉は果たして正しいのだろうか。むしろ強制だとか命令といった言葉が当てはまる気がした。

　まるで決定事じ項こうだというような雰囲気の中、嵐士はせめてもの抵てい抗こうで「事務所の許可が必要だ」と訴えた。活動の幅はばを広げた嵐士は二年前から多くの役者が所属する芸能事務所と所属契けい約やくを結んでおり、マネージャーもついている。じゃあ今すぐ確かく認にんして、という柊の言葉で強ごう引いんに事務所へ連れん絡らくさせられた嵐士は、要検けん討とうという事務所の言葉を心から期待した。客演が嫌なわけではなく、とにかく冷静に状況を理解する時間が欲しかった。

　だが、スケジュールが空いていたところに知名度のある新規旗揚げ劇団からの客演オファーという好条件。事務所に二つ返事で了承されてしまい、なぜ自分が選ばれたのか理由も判然としないまま、嵐士の客演が決まってしまったのだ。

「直哉、これ頼たのんでもいいか？」

「お。もうフライヤーできてるのか。仕事早いな」

　すでに嵐士の写真が入っている宣伝用のフライヤーを渡わたすと、直哉は自分のことのように嬉うれしげに眺ながめた。

　楽観クロニクルの公演はもちろん、嵐士が客演として別劇団の公演に出演するときも、直哉は宣伝のため店にフライヤーを置いてくれる。じっくりとフライヤーを眺めた直哉は、やがて気づいたのか「おい」と低い声を出した。

「これ、公演日誤植じゃねえのか」

「残念ながら、マジだ」

　公演日は、今日から約一ヶ月半後に初演を迎え、一週間全十公演のスケジュールが組まれている。驚おどろくべきは、嵐士の客演が決まってから公演までの日数だ。

「本当に、二週間前に客演が決まったのか？　その前からオファーがあったとかじゃなく？」

「オファーが来てたなら、俺は三味庵の解散にあそこまで落ち込んでねえよ」

　このスケジュールには嵐士もとにかく驚いた。公演本番まで二ヶ月を切っていて、その時点でまだ主演の役者が決まっていなかった。こんな無む茶ちや苦く茶ちやなスケジュールで公演など聞いたこともない。

　事情を聞くと、三味庵の解散は急きゆう遽きよ決定したものだったらしい。とある事情により解散となったものの、実はそのときすでに三味庵は次回公演の準備に入っており、劇場も押さえていたと言う。だったら押さえていた劇場で旗揚げ公演をやろうと動き出し、エンカウントの再演を決めたのだと聞いた。解散から再始動までのそのフットワークの軽さは、驚くを通り越して呆あきれるほどだ。

「何はともあれ、よかったじゃねえか。役者として共演じゃなくても、殺陣指導は蘇我さんなんだろ？　おまけに、きっかけになったエンカウントの再演とかさ、もう運命だろ」

「ああ、……そうかもな」

　さほど興味はない、と嵐士は深く息を吐いた。

　やる気のない嵐士の態度に興が醒さめたのか、直哉は「適当でいいだろ」とつまみと酒を用意しようと動き始めた。その背中に、嵐士は声をかける。

「手で食える軽めのものでよろしく」

「……は？　どうかしたのか」

「筋肉痛で箸はしが持てねえんだよ」

　覇は気きのない言葉に目を丸くした直哉が、ややあって吹ふき出した。

「なんだ嵐士、そんなにしごかれてるのか？」

「しごかれてるなんて生易しいものじゃねえよ。地じ獄ごくだ地獄」

　先ほどから声に覇気がないのも、椅い子すに座ってから一いつ切さい動かないのも、全身に走る痛みのせいでろくに力が入らないからだ。本当は奥の家にももっと早く来たかったのだが、心の準備もなくはじまった稽けい古こと本格的な殺陣指導に身体からだがまともに動かず、来ることができなかった。

　嵐士の状態を察した直哉は笑いながら手早く食べやすいつまみを用意し、グラスに嵐士お気に入りの焼しよう酎ちゆうを注いでくれた。グラスを軽くするためか、注いだ量はいつもより少ない。

「それで。実際に会った蘇我さんの感想はどうよ」

「鬼おにと悪あく魔まと巨きよ人じんと豹ひようを混ぜたような人だった」

「……結論は？」

「魔ま王おうだ」

　悪意に満ちた嵐士の声に直哉は耐たえきれず声を上げて笑ったが、嵐士にとっては笑い事ではない。実際、蘇我の指導は厳しいなんてレベルを超こえている。

　──とにかく基き礎そを叩き込め。動きは反射でできるようになるまで身体に覚えさせろ

　言っていることは理解できるし、間ま違ちがってはいない。それはわかる。だが、嵐士は役者としての経験は積んできているが殺陣に関しては初心者なのだ。

　連日立ち上がれなくなるほど徹てつ底てい的に動きを叩き込まれ、満足にできなければ容よう赦しやない叱しつ責せきが飛ぶ。台詞せりふは後でいい、まずは殺陣たてだ。そう言われ、他ほかの劇団員と蘇我が見せてくれる手本を見たままで覚えて動く。だが、見るのと実際に演やるのはまるで別物だ。次は右足を踏ふみ込む、そう頭でわかっていても実際に目の前で自分に向かってくる相手を見ると、身体は反射的に違ちがう動きを取ろうとする。それを理性でとどめて台本通りの動きをしようとすると、どうしても動きがぎこちなくなる。動きに精せい一いつ杯ぱいになり息が上がっていると「そんな調子で台詞が言えると思ってるのか！」と蘇我の容赦ない声が飛ぶ。

　その厳しい檄げきに怯ひるむどころか、嵐士の負けず嫌ぎらいに火が付いた。やってやろうじゃないかと限界まで身体を酷こく使しした結果が、箸さえ持てないほどの全身筋肉痛だ。

　再始動する三味庵は劇団名を『演劇集団アルファ』と改め、今後は蘇我を専属の殺陣師とし、よりアクションに特化した劇団を目指していくらしい。

　その旗揚げ公演の主演とあっては、客演と雖いえども嵐士に求められる殺陣の難易度も当然高い。

「で、どうなんだ？　憧あこがれの蘇我さんが目の前に居る気分は」

「それを言うな。憧れた役者の蘇我幹也はもう居ない。それでいいんだ」

　蘇我の鋭するどい目つきも迫はく力りよくも、確かに嵐士が魅み了りようされ、敗北感と共に大きな目標となったシンそのものだ。だが、とてもではないが今の嵐士は目標としていた蘇我とあの魔王を同一視する気にはならない。

　第一、蘇我をシンとして意識してしまうと、どうしても蘇我とは知らずに抱だかれたあの夜を思い出してしまう。妙みような意識をしないよう、彼は殺陣師の蘇我だと自分に言い聞かせて稽古に臨のぞんでいるのだ。

「でもまあ、これは樋口嵐士にとっても大きなチャンスだろ。嵐士がはじめて本格的な殺陣に挑ちよう戦せんして、しかも元三味庵との共演だ。三味庵メンバーにとっては嵐士をいい宣伝に使えるだろうが、おまえにとってもいいステップだろ」

「わかってる。こうなりゃとことん利用してやるさ」

　一度でも本格的な殺陣の経験を積むことができれば、演じる幅はさらに広がる。おまけに、元々三味庵はアクションに定評があり、蘇我はその中でも随ずい一いちの役者だったのだ。悔くやしいが、嵐士のステップアップのためにも申し分ない環かん境きようだ。

　そのとき、奥の家のドアが開く音がして直哉は反射で「いらっしゃい」と声をかけ振ふり返った。直哉の仕事を邪じや魔ましないよう、自然と会話をやめ、嵐士は入口の方を見向きもせず、食べやすいサイズの手て鞠まり寿ず司しを片手でつまんで口の中へ放ほうり込む。

「随ずい分ぶんと可愛かわいらしいものを食ってるじゃないか」

「う、うわっ」

　間近で響ひびいた声に思わず顔をあげると、そこには魔王、もとい蘇我の姿があり嵐士は喉のどを詰つまらせた。噎むせる嵐士を「何やってんだ」と鼻で笑い、蘇我は隣となりに座った。当然のように座る態度に、嵐士は酒で手鞠寿司を流し込み、眉まゆを釣つり上げる。

「席なら他にも空いてますよ」

「なんだ、可愛いもの食ってる割りに、本人には可愛げの欠片かけらもないな」

「ちょっ、勝手に食べないでください！」

　苛いら立だつ嵐士を意に介さず、蘇我は残っていた手鞠寿司を奪うばい去った。蘇我にこそ似合わない小さな寿司を食べながら、放心していた直哉に酒の注文までしている。あっという間に飲み食いの環境を整えた蘇我に抗こう議ぎは無む駄だだと悟さとり、嵐士は長い息を吐はいた。

（できれば、稽古以外で顔を合わせたくないんだけど……）

　特にこの店では、と自然と湧わき上がる記き憶おくを抑おさえ込むように嵐士も酒を呷あおる。突とつ然ぜん現れ、当然の様に居座り、おまけに場所は奥の家。ここまで状じよう況きようが重なっては、酒の勢いとはいえ抱かれてしまったあの日のことを思い出さずにはいられない。

　稽古のときは気持ちを切り替かえられるものの、こういう状況でも忘れられるほど、蘇我に抱かれた夜の記憶は生易しいものではない。

　なるべく考えないよう蘇我から顔を背そむけ、そっけなく呟つぶやく。

「食った分は蘇我さんが払はらってくださいよ」

「なんだ、意外とせこいヤツだな」

「蘇我さん相手に心広く持てるほど余よ裕ゆうありませんから、俺は」

　あからさまに関かかわりたくない、という態度を示しているのに蘇我は面おも白しろがって笑うだけだ。

　仮にも先輩役者に対して随分失礼な態度だと思うが、稽古を繰り返す内にこんなやり取りが普通になった。

　──俺に気を遣つかう余裕があるうちは、まだしごけるな

　稽古中、役者としての立場と抱かれてしまった記憶との間でどういう態度を取ればいいのか迷っていると、蘇我はそう言って一層厳しく嵐士を鍛きたえた。笑えみを浮かべながら厳しい稽古を繰り返す蘇我の姿は、魔王そのものだ。そんな蘇我に挑発されたおかげで、稽古中は抱かれた記憶を忘れることができるのだが。

　この店でも意識しているのは自分だけかと思うと一層腹立たしく、嵐士は荒あらい手つきで焼き鳥に手を伸のばす。

　その瞬しゆん間かん、余計な力が入った腕うでの筋肉が悲鳴を上げ、嵐士は顔をしかめ動きを止めた。

「どうした？　ああ、筋肉痛か」

「誰だれのせいだと……」

「おまえのせいだろう。鍛え方が甘い上に余計な力が入るからそうなる」

「ええ、そうですね。すいませんでした」

　睨にらみつけながら言ったところで蘇我にとってはどこ吹く風だ。馬ば鹿かにされている苛立ちを堪こらえつつ前を向くと、苦く笑しようを浮うかべる直哉と目が合う。

「なるほど、大変そうだ」

「そう言ってくれるのはおまえだけだよ」

　視線だけで頑がん張ばれと励はげましてくれる直哉の言葉は心底有り難がたい。なるべく蘇我の方を見ないように酒を飲むと、「おい」と腕を摑つかまれた。

「……なんですか」

「この包帯はどうした」

　眉を寄せ訝いぶかしむ蘇我に、まずいと嵐士は咄とつ嗟さに腕を引いた。だが、蘇我は腕を摑んだまま離はなそうとしない。

「なんだ、嵐士。その怪け我が、稽古中のものじゃなかったのか？」

「いや、これは」

　嵐士の右手には少しばかり大げさな包帯が巻かれている。今日は稽古が休みだったこともあり、ここに来る前に病院に寄っていた。直哉は稽古中のものだろうと思ってくれていたようだが、蘇我は誤ご魔ま化かせない。

「昨日はこんな怪我をしていなかったはずだ」

　稽古中のものではないと見破られ、いよいよ言葉に詰まる。どう誤魔化そうかと答えあぐねていると、思い出したように直哉が言った。

「そういえば、この前ドラマで……」

「直哉！」

　二人のときならともかく、今は蘇我も居るのだ。余計なことは知られたくない。だが、勘かんのいい直哉は嵐士の慌あわてた態度で確信したのか、「おまえな」と呆あきれた息を吐く。

「郵便物には気をつけろって、マネージャーから言われてるだろ」

「ちょっと油断しただけだって……」

「どういうことだ？」

「カミソリレターってやつですよ。こいつ、この手のことにモテるんで」

「おい直哉！」

　これ以上言うなと怒ど鳴なると、直哉は軽く肩かたをすくめた。そのタイミングで丁度客から声がかかり、「悪いな」と言って直哉はカウンターを出た。この状況で蘇我と二人にされどうしようかと狼狽うろたえると、「いつだ」と低い声で聞かれる。

「……昨日の夜です。見た目ほど深くはないですから、殺陣に支障はありませんよ」

　誤魔化すだけ無駄だと悟り、正直に答えた。もういいだろう、と手を払いたいのに、余計に指を絡からめられ捕とらえられる。

「よくあるのか」

「ごくまれに、です。多分、先週放送されたドラマで、アイドルの子とのキスシーンがあったからだと思います」

　役者として活動をはじめてから今もずっと、嵐士は下北沢に住み続けている。それもあってか、ファンに家をつきとめられることは多い。ファンに知られるだけならまだいい。有名になると共に増えたのは、ファンだけでなく俗ぞくに言うアンチだ。

　テレビの仕事が少ない嵐士が嫌いやがらせを受けるタイミングは決まっている。人気の女性アイドルと共演したときだ。

　丁度その頃ころから、差出人不明の郵便物が増えた。怪我の原因となった折れたカッターの刃が入った封ふう筒とうや、『降板しろ』と赤文字で書かれた手紙など。だが、そのドラマの出演は先週の放送で最後だった。嵐士の出番がないことがわかればすぐに落ち着くだろう。

　そこまで話して、ようやく蘇我は納なつ得とくしたように「……そうか」と呟いた。

「……そろそろ、離してもらえませんか」

　自分から言うのは癪しやくだったが、いつまでも腕を摑まれている状況の方が耐たえられない。さっきから騒さわぐ心臓も速度を増すばかりで、限界だと呟くと喉奥で笑われた。

「なんだ、意識してるのか」

「違ちがいます！　てか、場所考えてください！」

　今度こそ蘇我の手を振ふりほどき、逃にげるように酒を飲む。

「とにかく、今後は気をつけますし、稽けい古こに影えい響きようは出しませんから気にしないでください」

「おい、別に稽古のことは言ってないだろうが」

（稽古の話をされた方がまだマシなんだよ！）

　できれば蘇我と関わるのは稽古だけにしたい。そう思うほど、蘇我に抱だかれたあの夜の記憶は強きよう烈れつで、酒が入っているせいか、蘇我の強い視線を受けると身体からだの熱が上がりそうになる。

　もうこの話は終わりだと、蘇我の視線から逃げるように背を向けると、軽く頭を叩たたかれた。

「まあ、それだけ言い返す元気があるなら、明日の稽古も問題なさそうだな。そろそろ動きと台詞せりふを合わせるから台本を叩き込んでこい」

「……はい、わかってますよ」

　触さわられたくないのだと少しぐらい察して欲しい。頷うなずくようにして蘇我の手から逃げると、「それから」と蘇我はもう一度真しん剣けんな声を落とす。

「次に同じようなことがあったら俺に言え」

「え、なんで……」

「いいから」

　何かおかしい。わざわざ怪我の詳しよう細さいを聞いてきたこともそうだが、心配されているような態度に気き恥はずかしさより違い和わ感かんが大きくなる。

「なんか、気になることでもあるんですか？」

「……いや。とにかく、無駄な怪我はするな。ついでに、これも渡わたしておく」

「これは？」

「明日は稽古の前にそこに行け。おまえもプロの役者なら、身体のメンテぐらい自分の判断で行ってこい」

　嵐士に口を挟はさむ隙すきも与あたえず言いたいことだけ言うと、蘇我はそのまま立ち上がり店を出ていった。ドアが開いたことに気づいた直哉が慌てて駆かけ寄っていき「ありがとうございました」と少しばかり驚おどろきの混じる声を背中にかける。

「蘇我さん、どうかしたのか？」

「いや、なんか、よくわからねえ」

　直哉以上に自分の方が驚いているのだからわかるわけがない。もう一度カウンターの上を見ると、そこには嵐士が飲み食いした分の料金まで払えるほどの金額と、小さなカードがある。カードには下北沢から少し離れたところにある整体の所在地が記されていた。

　そのカードを呆ぼう然ぜんと見つめている嵐士に気づいた直哉が苦笑を深くする。

「一応、役者に対する気遣いはあるんじゃないのか？」

　その言葉にようやく正気づいた嵐士は、蘇我が出ていったドアを睨みつける。

「あんなもん、気遣いと認めてたまるか」

　蘇我が置いていったカードを握にぎり締しめ、嵐士は残っていた酒を飲み干した。
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　演劇集団アルファの稽古場は、嵐士が携けい帯たいを奪うばわれて呼び出されたレンタルスタジオだ。急きゆう遽きよ決まった公演と客演者ではあるが、まだ稽古期間は一ヶ月以上ある。最初は嵐士の殺陣たてを形にすることが優先だと、今は蘇我、柊、嵐士の三人、そしてサポートしてくれる新人役者数名のみの集中稽古を行っていた。

　稽古用の簡易小道具である太刀たちを構え、嵐士は息を吞のむ。

（まずは上段で受けて、それから右）

　対たい峙じする柊から目を背そむけることなく、脳内で覚えた殺陣の動きを再生する。柊が持っている武器も簡易小道具だ。本番用と同じ重さになるように作られたそれは、ぶつけ合うと高い音が響ひびき、当たればそれなりに痛い。

　身体に覚えさせた通り、上段で受けた柊の槍やりを右に受け流し、一歩引いてから懐ふところに向かって飛び込む。

「はっ！」

　勢いよく飛び込んだ身体は、槍の柄えで弾はじき飛ばされる。だが、その槍の柄を逆に摑み、剣けんを持った手で殴なぐろうとすると、柊は下がって飛んだ。その柊に追い討うちをかけるよう、嵐士は強く地面を蹴けって柊の懐に飛び込む。

「嵐士、一歩遅おそい」

（わかってる、っての！）

　蘇我からダメ出しの一言を挟まれ、嵐士は心の中で反論する。

　汗あせで滑すべる柄つかを摑みなおし、嵐士はその剣を振り上げた。

「振り抜ぬきが小さい。もっと大きく動け」

　さらに間かん髪はつ容いれず飛ぶダメ出しに、奥歯を嚙かみ締める。

（容よう赦しやねえな。くそっ）

　できるだけ軽量化を考え作られてるとはいえ、小道具の太刀はそれなりの重量がある。それを片手で振り回しながら、常に動き続けているのだ。気を抜けば太刀を落としそうになるし、強く踏ふみしめていないと膝ひざからくずおれそうになる。

「嵐士くん、集中」

　蘇我の言葉に苛いら立だっていると、柊から窘たしなめられた。柊もうっすらと汗を浮うかべているが、嵐士とは違い、動きに余よ裕ゆうがある。

　一度柊と距きよ離りを取り、太刀を構える。ただ覚えた動きをなぞるだけではなく、自分の立ち位置に常に気をつけなくてはいけない。それは、殺陣をはじめたときに耳にタコができるほど蘇我に言われたことだ。

　決められた動きとはいえ、立ち位置やタイミングは演じる毎ごとに微び妙みようにずれる。演技やアクションに吞まれ、冷静さを失っていては芝しば居いにならない。

　稽古場にはステージや大道具の位置を示すビニールテープが貼はられている。この線を意識することを忘れてしまっては、実際の舞ぶ台たいで大道具にぶつかることや舞台から落ちる事故が起こりかねないと、厳しく言い含ふくめられていた。

（わかってるけど、そんな余裕あるか！）

　正面に太刀を構え、柊に斬きりかかる。身体の正面で柊の槍を止め、弾き飛ばしながら背後に回ろうとして、蹴り飛ばされる。

「嵐士、下がりすぎだ」

（あーもう！）

　動きながら内心で文句を言える余裕ができたことを褒ほめて欲しいぐらいだ。

　数え切れないほどのダメ出しを受けながら、汗が止まらなくなるほど殺陣稽古を繰くり返す。最後にもう一度嵐士が登場するすべての殺陣を通し、ようやく一日の稽古が終しゆう了りようになった。

「だぁー！　もう限界っ！」

　稽古終了を告げられると同時に、嵐士は床ゆかに倒たおれ込む。かろうじて稽古用小道具は壊こわさないようにそっと置いたが、もう一歩たりとも動く体力はない。

「嵐士くん、ちゃんとクールダウンしてから休まないと、身体痛めるよ」

「もう無理っすよ。立ち上がれる気がしねえ……」

　こうしていても、流れる汗はまだ止まらない。フローリングの床は寝ね転ころぶとひんやりと冷たくて、今の嵐士にとっては最高の寝ね床どこだ。同じだけの殺陣を繰り返したはずの柊は、まだ余裕が残る表情で、ゆっくりとストレッチしながら身体を休めている。

　殺陣たて師しへ転向した蘇我は当然舞台には立たず、新たなシン役は柊が演じる。必然的に、嵐士は柊との殺陣シーンが一番多い。

　殺陣は未経験とはいえ、嵐士も身体は鍛きたえてある上に体力もある。だが、柊や蘇我の動きを見る度たびに、身体の鍛え方も使い方もまるで違うのだと強く思う。

　無む駄だな動きが多いから余計な疲ひ労ろうを溜ためるのだと、こんなときさえ蘇我から言われたダメ出しを思い出し、嵐士は息を吐はいた。

「でもさ、今日は今までで一番動きが良かったよ。嵐士くんもだいぶ慣れてきた？」

「いや、今日は、その……」

　いつもより嵐士の動きが良かったのは、それは単純に連日身体に残っていた痛みが少しだけ軽くなっているからだ。身体の動きを邪じや魔ましていた痛みが取れれば、嵐士自身も驚くほど身体はよく動いた。今日は本当によくできた方だと、自分でもわかっている。わかっているからこそ、複雑なのだ。

　すると、寝転がっていた嵐士の視界に蘇我が映った。

「ちゃんと行ったようだな」

「……はい。あの、それでお金を」

「必要ない、と言われただろう」

　蘇我の言葉に、嵐士はゆっくりと頷いた。

　稽けい古こに来る前、嵐士は昨日蘇我に教えられた整体に行っていた。そこはどうやらかなり人気の整体だったようで、順番待ちをしている人が多く居た。これは稽古に間に合わないかもしれない。そう思い引き返そうとしたところでスタッフに声をかけられた。

　──樋口嵐士さん、ですよね。蘇我さんから伺うかがってます、どうぞ

　予約も何もしていないのに笑え顔がおのスタッフに案内され、嵐士は一いつ切さい待たされることなく個室で施せ術じゆつを受けた。全身を揉もみほぐされ、筋肉の悪い使い方や負ふ荷かの少ない姿勢まで教えられ、施術後は噓うそのように身体からだが軽くなった。感謝と共に支し払はらいを済ませようとすると、なぜか断られた。

　──お代は蘇我さんからすでにいただいています。今後も定期的に来てくださいね

　何度も支払いをしようとお願いしたが、二重にいただくわけにはいきませんと拒きよ否ひされ、引き下がるしかなかった。聞けばここは蘇我がまだ無名の役者だった頃ころから通っている整体らしく、嵐士に施術してくれたスタッフは蘇我と個人的な友人でもあるのだと言う。

　──あいつからこんな頼たのみを受けるのははじめてなんです。あいつは不器用だけど優やさしいところもありますから。ここは素す直なおに甘えてやってください

　大事にされているんですよ、と笑顔で言われては、戸と惑まどいながらも頷うなずくしかなかった。

　側そばに立った蘇我に見下ろされる体勢というのはどうにも落ち着かず、嵐士はゆっくりと身体を起こして立ち上がり、蘇我を見上げる。

「でも、さすがにそこまで甘えるわけにはいきませんから。金ぐらい払はらわせてください」

「そう思うなら、今後は自分でちゃんと身体を管理しろ。主演がまともに動けないとなると周りにも迷めい惑わくだ。あいつはお節せつ介かいな整体師だが腕うでは確かだ」

　それは、たった一度の整体で驚くほど身体が軽くなったことが証明していた。大事にされていると言われたことを思い出してしまい、熱くなる頰ほおに慌あわてて俯うつむく。

「おまえはいつも動きが遅いくせに余計な力が入りすぎている。だから身体に負荷をかけているんだ」

「……だったら、どうすればいいのかもう少し具体的に教えてくださいよ」

　基本的に、蘇我の教え方はまずやらせてみる。そして、どこがダメなのかを言う。その先がないのだ。どうすればもっと良くなるのか、改善策となるアドバイスが一切ない。

　蘇我からのダメ出しに対し、どうしたらいいのかわからず行き詰づまっているときにアドバイスをくれるのは、ほとんど柊だ。

　これではどっちが殺陣師だと、思わず嵐士は蘇我を睨にらんだ。

「殺陣師に転向するって言うなら、もう少しちゃんと教えるってことをしてくれたっていいんじゃないですか」

「はっは。嵐士くん、言うねえ。でも、その意見には同意」

　生意気を言いすぎたかと思うより早く、柊が明るい笑いと共に口を挟はさんだ。顔を上げると、汗を拭ふいてスッキリした顔をした柊が、蘇我の隣となりに立つ。

「蘇我は全体的に説明不足。今まではそれでよかったんだけど、殺陣師に転向する以上は今まで通りだと困るんだ。指導者になるってことをちゃんと自覚してもらわないと、アルファのためにもならない」

　辛しん辣らつな柊の言葉に思わず目を剝むく。だが、蘇我は一切動じず、柊に向かって肩かたを竦すくめた。

「自分で気づいた方が身につくだろうが」

「まあ、蘇我が嵐士くんに期待してるのはわかるけど、言わなきゃわからないことだってたくさんあるんだから。嵐士くんが行き詰まっているときぐらい助け舟ぶねを出すことも必要だろ。飴あめと鞭むちってやつだよ」

　柊の言葉を受けて、もう一度蘇我が嵐士を見た。まっすぐ見つめられ息を吞のむと、仕方ないと息を吐いた蘇我はゆっくりと口を開く。

「嵐士はいちいち一つの動きに対する踏み込みが深すぎる。だから次の動きが遅おそい。正確に振ふり付け通りに動くことは必要だが、振り付けに意識を取られすぎて一つ一つの動きに慎しん重ちようになりすぎている。相手役は柊だ。多少振り回しても問題ない」

「……へ？」

「そもそもおまえは殺陣たてを意識しすぎだ。本質を見失うから動くだけで手いっぱいになる」

「本質って、なんの話ですか……」

　一応、アドバイスされている。それは理解できるのだが、こんなに次々に言われてはついていけない。蘇我からの飴を期待したわけではないが、矢や継つぎ早に言われ言葉を詰まらせる。

「おまえは今何をやっている」

「何をって、だから殺陣を……」

「それが間ま違ちがっていると言っている。おまえがやるべきことはライカ役を演じることであって殺陣をすることじゃない。演技に殺陣が付ふ随ずいしているだけだ、本質を見失うな」

「あ……」

「この殺陣のシーンでおまえは何をしている。お綺き麗れいな殺陣なんかじゃなく、おまえはシン役の柊と殺し合っているんだ。それなのに、相手の動きを待って動いているようなら、それはただの茶番だろうが」

「蘇我、もうちょっと言い方……」

　柊も蘇我からの飴の言葉を期待していたのだろう、方向性の違ちがう言葉に苦く笑しようを浮うかべている。だが、蘇我を止めようとした柊の動きを、逆に嵐士が止めた。

「いいんです、柊さん。……すいません。蘇我さんの言う通りです」

　いつの間に自分は殺陣をやることが演じることになっていたのだろう。本来は、役の延長に殺陣があるだけで、本当に必要なことはライカ役で在るということだ。殺陣をやっている間、自分は役のことなど一度も考えず、ただ動くだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　そんな基本的なことさえ見失っていたことを、今の今まで気づくどころか考えてすらいなかった。今まで役者として何をやっていたのかと、悔くやしさと情けなさで何も言えなくなる。

「だが、未経験から一ヶ月足らずでここまでできるとは思っていなかった」

「……え」

「難易度の高いことを強しいているが、俺はできない役者にやれとは言わない」

　それは、つまりどういうことなのか。理解するより早く低い声が耳元で響ひびいた。

「よくやっている。嵐士ならできる」

　弾はじかれたように顔を上げると、蘇我は言うだけ言って満足したかのように稽けい古こ場ばを出ていった。呆ぼう然ぜんとしたままその背中を見送り、嵐士はその場に座り込む。

「……柊さん」

「んー、何？」

「あの人、ずりぃ……」

　座り込んだ勢いのまま、顔を伏ふせる。今、絶対に顔が赤い。

「うーん、俺もちょっと驚おどろいた。でも、嵐士くんのことを認めてるってことじゃないかな」

　柊の言葉を素直に信じることはできないが、湧わき上がる感情は止められない。

（こんな、嬉うれしいとか。馬ば鹿かだろ、俺は……）

　役者としての本質を見失っていた情けなさとか、向けられたアドバイスの重要さだとか、そんなものすべて吹ふき飛ばすほどの嬉しさが息苦しいほど胸の中で膨ふくらみ、立ち上がることさえできない。蘇我のたった一言でこうも気分が変わるなんて、単純にもほどがある。

　本来、嵐士はもっと素直に教えを乞こうことができる性格のはずだった。それなのに、どうしても蘇我に対して素直にはなれなかった。それは、蘇我の態度に振り回されていることや、三年前の敗北感が根強かったこともあるが、それだけじゃない。それを、今になって気づく。

（認められたかったとか、噓だろ……）

　元々オーディションも何もなく客演が決まり、何が理由で自分が蘇我に選ばれたのかわかっていない。おまけに、現実を受け止める余よ裕ゆうもないまま厳しい稽古が始まり、蘇我に対して反発心ばかり強くなっていた。

　でも、それはただ蘇我に自分を認めて欲しかっただけなのか。

　子供じみた態度を取っていた自分に気づかされた心地ここちで声も出せず頭を抱かかえると、なぜか少し嬉しそうな柊の声が聞こえた。

「初演を知っている嵐士くんならわかってると思うけど、再演の方が殺陣の難易度は上がってるんだよね。でもさ、それが本来のエンカウントの台本だとしたら？」

「……え？」

　どういう意味なのかと柊を見ると、彼は笑みを深くして嵐士の肩を叩たたいた。

「蘇我は今回の再演で初演のときやりたくてもできなかったことを全部成し遂とげたいって思ってるんだ。そして、その役者に嵐士くんを選んだ。プレッシャーかけるようで悪いけど、期待してるんだ。俺もだけど、蘇我が一番ね」

　そう言って、柊は見学していた劇団員たちに声をかけるために嵐士の側そばを離はなれた。蘇我も柊も側から離れ、嵐士は再び倒たおれこみ天てん井じようを仰あおぎ見る。

（ホント、ずるいって……）

　本来のエンカウントとはどういうことなのか。その意味はわからない。だが、そんなこととは関係なしに胸を熱くさせるものがある。

　期待を重く感じて潰つぶれる者、逆に熱くなっていつも以上に力が出せる者に分かれるとするならば、嵐士は後者だ。どれだけ厳しいことを言われようと、やはり嵐士にとって蘇我という役者は特別だ。そんな彼から向けられる期待が嬉しくないわけがない。

　そして、蘇我が何か自分に対して求めているものがあるのなら、それを実現させたい。

（やってやろうじゃねえか）

　新たな決意を胸に、嵐士は立ち上がった。
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　いつもより早く目を覚ました嵐士は、遮しや光こうカーテンの隙すき間まから覗のぞく白い光に目を細めた。枕まくら元もとの時計で時間を確かく認にんし、起き上がるには早いと寝ね返がえりをうつ。

　今日は全役者が揃そろって稽けい古こをする日だ。公演まで残り一ヶ月、嵐士の殺陣たても完かん璧ぺきには程遠いが、蘇我のアドバイスもあり順調に上達していた。

　嵐士の成長に合わせて振り付けに変へん更こうが加わることもあり、樋口嵐士という役者としての個性を殺すことなく、役者の個性と殺陣を共に磨みがき上げようとする殺陣師蘇我の仕事ぶりは、嵐士をより熱くさせた。

　おまけに、殺陣師としての厳しさだけではなく、時折見せる蘇我の気き遣づかいは、どうしようもなく嵐士を乱れさせた。

　──何かあったら必ず言え。それから、無む茶ちやはするな

　先日蘇我から言われた言葉を反はん芻すうし、嵐士は落ち着かない息を吐はく。

（ほんと、何考えてんのか……）

　カミソリレターの一件を知られたせいもあるのか、実は心配性しようなのかと思ってしまうほど、蘇我は自分のことを気にかけてくれている。

（そういうの、ちょっと、困るんだけどな……）

　ただでさえ、元々尊敬していた相手なのだ。変な意固地を捨てて殺陣師の蘇我と向き合えば、押し込めていた彼への憧あこがれが湧き上がってくる。そんな彼に、厳しくも鋭するどい指導や気遣いを繰くり返されると、意識するなと言う方が無理だ。

　それに加え、蘇我に言っていないことが一つあった。

（今回は、やけにしつこいんだよな）

　ベッドの上からゴミ箱へ視線を向けた。その中には、昨夜も届いた大量の手紙が封ふうを開けることなく捨てられている。

　蘇我には言っていないが、嫌いやがらせの類たぐいは今も続いていた。カミソリや針が入った手紙や、悪意に満ちたメッセージが書かれたもの。

（数日で落ち着くと思ってたけど、さすがにちょっとまずいかな）

　騒さわぎを大きくするのも面めん倒どうなので蘇我や他ほかの誰だれにも報告していないが、そろそろマネージャーに言って対策を考えるべきかもしれない。アイドルと共演したドラマの出番は終わっているが、それ以降嵐士の出演がないことなど、ドラマの視し聴ちよう者にはわからないのだろう。

　大学の頃ころから住み続けている賃ちん貸たいアパートは、駅から近く気に入っていたのだが、セキュリティは皆かい無むだ。知名度も上がったことで、今の住居では危ないとマネージャーや役者仲間に引っ越こしを勧すすめられ、嵐士自身も近いうちにはと考えていたが、面倒で何かと先送りにしていた。だが、こうも嫌がらせの被ひ害がいが続くなら、もう潮時かもしれない。

「エンカウント公演が終わったら家でも探すか」

　そう呟つぶやいて、ベッドから起き上がった瞬しゆん間かんだった。

「うわっ」

　真っ先に驚いたのは何かが割れる大きな音。咄とつ嗟さにベッドから飛び退のいて振ふり返り、現状に息を吞のんだ。

　ベッド横の窓ガラスが粉々になり、ベッドの上や足元にまでガラス片へんが飛び散っている。そして、床ゆかにはこれが原因だと一目でわかる大きな石。石には血のような赤で『死ね』の文字。

「……マジかよ」

　信じられない光景に立ち尽つくすと、割れた窓からぬるい風が吹き抜ぬけた。
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「遅おそくなってすいません！」

　稽古場に入るなり、嵐士は大きく頭を下げた。全員集まっての稽古初日だというのに、いろいろな処理に追われ、結局稽古開始に二時間も遅おくれてしまった。

「嵐士くん、今日は休んでも良かったのに」

　肩かたで息を繰り返す嵐士に、稽古着姿の柊が心配そうに眉まゆを寄せながら近づいてくる。

　柊には稽古に遅れることとその理由を連れん絡らくしていた。大だい丈じよう夫ぶなのか、と声をかけてくれる柊に、嵐士はもう一度頭を下げる。

「遅れてすいません。俺の方は大丈夫なんで」

「怪け我がは？　家はどうしたの？」

「怪我はないです。とりあえず警察に届けて、家のことはマネージャーに任せてきました」

　窓から石を投げ込まれ、さすがに今までのように無視というわけにはいかなくなった。

　マネージャーに連絡を入れ、今までの嫌がらせと合わせて警察に被害届を出した。簡単な事情聴ちよう取しゆもあり、予想以上に時間がかかってしまった。家の片付けやその他の処理はマネージャーに任せ、嵐士はできる限り急いで稽古場へ来たのだ。

　客演者という立場だが、嵐士はアルファになってから入団した役者を除けば一番の新人役者だ。申し訳なさで身を縮めていると、他の役者が嵐士の側に来て肩を叩く。

「それにしても災難だったね。アイドルファンの嫌がらせなのか？」

　肩を叩いたのは共演者の高岡信也だ。その言葉に驚いて思わず柊を見ると「ごめん、稽古場で電話しちゃったから」と軽く頭を下げられた。つまり、電話を聞いていた人たちには事情を知られてしまったということだろう。できるだけ周りに知られないようにするつもりだったが、すでに広まってしまっている状じよう況きように苦く笑しようが浮うかぶ。

「熱ねつ狂きよう的なファンって、時々怖こわいからね。でも、怪我がなくて本当に良かったわよ」

　高岡に続いて声をかけてきたのは、同じく共演の遠野晶子だ。柊、遠野、高岡、そして嵐士の四人がエンカウントの主要キャストであり、彼らとは客演が決まった日に挨あい拶さつをしていた。

　急きゆう遽きよ決まった公演である上、注目を集めたい旗揚あげ公演だ。主要キャストは三味庵時代からのベテラン役者と客演で固めており、アルファから入団した新人役者は、とりあえずは顔見せだけということで、端は役やくとして出演することになっている。

「まだアイドルファンの仕し業わざと決まったわけではないですけど、手紙の内容とかやり口から、警察も熱狂的ファンからの嫌がらせだろうって言ってました。ほんと、すいません。やっと合わせての稽古だったのに迷めい惑わくをかけて」

「嵐士が悪いわけじゃないから、謝る必要ないって。主役に怪我がなくてよかったよ」

　気さくに笑いながら、さらに大きく肩を叩く高岡に嵐士もようやく肩の力を抜いた。

　高岡は元三味庵メンバーだが、一番若手だ。歳としは嵐士より二つ上だが、爽さわやかな好青年といった容姿そのままの気さくな話しやすい性格で、失礼な言い方だが嵐士は元三味庵メンバー唯ゆい一いつの『普ふ通つうの人』だと感じ、密ひそかに親しみを感じていた。

「でも、家はどうなったの？　窓ガラス割られちゃったんでしょ？」

　怪我がなかったのは幸いだけど、と心配してくれる遠野の言葉に、嵐士は苦い表情で頷うなずく。

「窓ガラスが一枚割られただけですし、修理もすぐできるそうなので家は平気なんですが。ほとぼりが冷めるまではあの家に居ない方がいいって言われて……」

「そうね、その方が安心よ。じゃあ、引っ越すの？」

「いや、さすがに今すぐ引っ越すのはスケジュール的に厳しいので……。少しの間友人の家に行くか、ホテルを取るか、まあ今日の夜までには決めます」

　下北沢には頼たよれる友人や劇団仲間も多い。なんとかなるだろうと、明るく笑ってみせると「いざとなったら、私の家に来てもいいからね」と遠野は胸を張って笑った。

　遠野は三味庵の旗揚げから所属していた役者で、まるで劇団員のお母さんのような懐ふところの深い女性だ。目鼻立ちのくっきりした舞ぶ台たい映ばえのする明るい容姿で、演技の幅はばも広く少女の役から時には怪あやしげな老ろう婆ばの役も演じる。はじめて顔を合わせた日に聞いた、四十という歳と二人の子供が居るという事実には心底驚おどろいた。

　心配してくれる二人に対し、大丈夫だからと笑え顔がおで返す。実際、嵐士はこの状況に驚き、いろいろ面倒だなと思ったが、周りが心配するように落ち込んだり傷ついたりということはなかった。

「はいはい、嵐士くんへの質問はそこまで」

　一歩離はなれて話を聞いていた柊が、軽く手を叩たたいて話を遮さえぎった。前に立ち、「大丈夫そうだね」という言葉に嵐士が頷くと、柊はようやくいつもの笑顔を浮かべる。

「今は丁度休きゆう憩けい中だったんだ。休憩が終わったら、嵐士くんも稽古に参加ってことで大丈夫？」

「もちろんです」

「じゃあ、軽くウォームアップしておいて。あと、今回の事件のことで嵐士くんのスケジュールが変わりそうならそれも教えて」

「それは大丈夫です。稽古に影えい響きようが出るようなことはありません」

　本音を言えば、嵐士にとって家に石が投げ込まれたことよりも、大事な稽古に遅れたことの方が一大事だ。嵐士の心境を正直に伝えると、一いつ瞬しゆん目を丸くした柊が声を上げて笑う。

「ほんっと真面目まじめ。あ、嫌いや味みじゃないよ。共演者としては有り難がたい限り。でも、無理はしないでね。もし何かあったら遠えん慮りよなく言って」

「はい。ありがとうございます」

　まさか笑われるとは思っていなかったので、戸と惑まどいながらも頷く。

　すると突とつ然ぜん、後ろから頭を叩たたかれた。

「痛いって……。って、なんですか、蘇我さん」

　さっきまで離れた場所に座っていたはずの蘇我がいつの間にか嵐士の真後ろに立っていた。突然叩かれたことに嵐士は眉を寄せたが、あからさまに不ふ機き嫌げんな顔をしている蘇我に戸惑う。

「おまえ、俺に言ってないことがあるだろ」

「……あ」

　蘇我が何を指しているのかを察し、嵐士は言葉を詰つまらせた。

「何かあったら言えと、前から言っていたはずだが」

「だから、今朝家に石が投げ込まれて……」

「カミソリからいきなり石まで話が飛ぶか？　間に何もなかったわけないだろうが」

　嫌がらせが続いていながらも黙だまっていたことを見み抜ぬかれ、嵐士は何も言い返す言葉もなく俯うつむいた。かと言って、いちいち今日は何通手紙が届きましたなんて報告するのも間ま抜ぬけな話だ。実害さえなければ嵐士自身はある程度の嫌がらせなど無視して受け流せる。

　蘇我に責められるようなことではないと思う反発心と、黙っていたことに対する僅わずかな罪悪感で何も言えなくなっていると、もう一度軽い力で頭を小こ突づかれた。

「次はないからな」

「……すいません」

　妙みような気き恥はずかしさで俯いたまま呟つぶやくと、蘇我は「わかればいい」と言って嵐士の側そばを離れ、柊へと近づいた。

「後で話がある」

「うん、わかってる」

　短い言葉を交かわし頷きあった二人を、なんとはなしに見つめる。すると蘇我は元々座っていた椅い子すに戻もどり、柊は嵐士と視線を合わせ、明るい表情を向けた。

「やっぱり、蘇我は嵐士くんが心配みたいだね」

「……え？」

「とりあえず、今後何かあったら蘇我か俺には相談してくれると助かるな。俺も、注意しておくから」

　柊が何を注意するというのか、聞くよりも早く柊は踵きびすを返し蘇我の方へと行ってしまった。

　柊は蘇我の隣となりに座り、そのまま二人で何かを話している。話しながら嵐士は何度も二人の視線を感じ、恐おそらく自分のことで何か話しているのだろうとわかって、さらに気まずい。その視線から逃にげるように、嵐士は稽けい古こ着ぎを持って更こう衣い室に入った。

　客演者で主演。それを考えれば、心配されることも怪我を気にされることもわかる。だが、注意するということはどういうことなのだろうか。単なる熱狂的ファンからの嫌いやがらせに、蘇我や柊がどう注意する必要があるというのか。

（……考えすぎか）

　主演が余計な怪我をしないように注意する、そういった意味合いなのかもしれない。なんとなく納なつ得とくできる理由を思いつき、それ以上は考えず稽古に集中することに決めた。

　はじめての出演者全員での台詞せりふ合わせは順調に進んだ。連日、殺陣たて稽古に注力していた嵐士は、なかなか台詞を覚える時間が取れなかったのだが、初演エンカウントのＤＶＤを台詞を覚えるほど見み倒たおしていたため、問題なくついていくことができた。

　だが、こうして改めて出演者全員で台詞を合わせ、疑問に感じていたことが確信に変わった。

　それは台本を受け取ったその日から感じていた、初演と再演の違ちがいだ。

「あ、嵐士くん。ちょっと待って」

　稽古が終わり、帰り支じ度たくを整えたところで嵐士は柊に呼び止められた。

「柊さん？　どうかしたんですか」

「うーん。ちょっとね。あ、外まで一いつ緒しよに行こう」

　柊も帰り支度を整えており、外に出ようとしていた嵐士の隣に並んだ。いつも最後まで残って稽古場を閉めて帰る柊にしては珍めずらしい。どうやら今日は新人役者たちに片付けを任せているようだ。そういえば、珍しく蘇我も自分より先に帰っている。

　不思議に思いながらも、残っているメンバーにお疲つかれさまと声をかけ、嵐士は柊と共に稽古場を出た。

　駅に近いこの稽古場は、夜遅おそい時間も人通りが多い。周囲には大手チェーン店の居酒屋も立ち並び、酔よって音量の調節ができなくなった声が溢あふれていて、昼間より騒さわがしいほどだ。

　街中でも用心するように、と言ったマネージャーのことを思い出し、用意していた帽ぼう子しをかぶると、ふと思い立って嵐士は口を開いた。

「あの、柊さん」

「んー？」

「別に俺、一人でも大だい丈じよう夫ぶですよ」

　石を投げ込まれ警察に被ひ害がい届まで出した後なので、気を遣つかってくれているのかもしれない。大丈夫だと伝えようと思って言った言葉だったが、柊は「そんなことわかってるよ」と笑う。

「俺、そんなに親切なタイプじゃないから。まあ、ちょっといろいろとね。嵐士くん、今日は早く帰らないとまずい？」

「いえ、この後は特に仕事もないので、時間は大丈夫です」

「そう。じゃあちょっと立ち話でもしようか」

　そう言ってから、柊はどこへとも言わず歩き出した。戸惑いながらも後を歩くと、すぐそばのコンビニで立ち止まる。

　飲み物適当でいいよね、と聞かれ、さっさと店の中に入っていく柊についていけず、コンビニ前で立ち尽つくす。すると柊は二人分の飲み物を買ってすぐに戻ってきた。

　手て渡わたされた缶かんコーヒーをわけもわからぬまま受け取り、とりあえず礼を言う。　>>>♥

「マネージャーさんから何か連れん絡らくあった？」

「ありましたけど、特別進展はないですね。仕方ないんで、今日はホテルに泊とまって、その後一ヶ月ぐらい泊めてくれる友人を探します」

　おそらく直哉になるだろう。嫌がらせがエスカレートしていることを伝えれば余計な心配をかけてしまうだろうが、彼なら多分一ヶ月近く寝ね泊とまりさせてもらうことも了りよう承しようしてくれる。

　嵐士についているマネージャーは、嵐士専属というわけではない。他ほかに、同じ事務所に所属している役者五人を一人で対応しているので、自分のことに掛かかりきりにさせるわけにもいかない。マネージャーには家の片付けと窓修理の手配をしてもらい、それが終わったという連絡を受けたとき、あとは自分でなんとかすると伝えてある。

「ふーん。じゃあ、本番までの一ヶ月、泊めてくれる人が必要なわけだ」

「まあ、そうなりますね」

　なぜか何かを企たくらんでいるように見える。訝いぶかしみながら頷うなずくと、柊はそれ以上何も言わずコーヒーを飲んだ。黙ったまま、何度も腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんする柊の仕草に眉まゆを寄せる。

「話があるんじゃないんですか？」

「んー、別に。特に脈みやく絡らくなく立ち話ってのもいいかと思って」

　だったら何か話してください、という言葉は吞のみ込み、「そうですか」とつぶやく。時間はあると言った手前、自分から帰りますとも言い辛づらく、嵐士は息を吐はいた。

「じゃあ、気になってたこと聞いてもいいですか」

「どうぞどうぞ」

「ライカ役なんですけど、初演のときとだいぶ雰ふん囲い気き変わってませんか？」

　それは、台本を受け取ったときから感じていたことで、今日台詞合わせをして確信した。

　初演で観みたライカの印象は、それほど剣けん術じゆつに長たけておらず、平和を願う優やさしい性格の役だった。だが、今自分が役作りをしているライカは、初演の印象と明らかに違う。

　嵐士が演じるライカは同じように平和を願う優しさがあるが、平和のために自分がこの国最後の戦う王になるという強い意志を持っており、争いのない国を創つくるために自分の手を汚よごす覚かく悟ごを持っていた。シンとの力も均きん衡こうしており、だからこそクライマックスの殺陣シーンは初演のときよりも難易度が上がっている。

　嵐士が感じた初演と再演の違いを柊に告げると、彼は嬉うれしそうに「よく観てるね」と笑った。

「エンカウントの初演は三年も前のことなのに、嵐士くんは本当によく覚えてるよね。そういえば、ＤＶＤも持ってくれてるんだよね。ありがとう」

「いや、礼を言われるようなことじゃないですよ。個人的にエンカウントが凄すごく好きだったってだけですから」

「そういう理由なしで好きって言われるのが、演者としては一番嬉しいことだから」

　嵐士がエンカウント公演のファンだということは、最初の顔合わせのときに明かしていた。ＤＶＤも数え切れないほど観ていた分、どうしてもライカ役の変へん更こう点が気になる。

「再演のライカは気に入らない？」

「まさか。むしろその逆です。俺は今のライカの方が、王として好きです」

　どんなに平和を望み、優しさが深くても、ライカはやがて国の王となる存在なのだ。台本を読み込んだ今、初演のライカより、自分が演じるライカの方が、王らしいと感じていた。

「まあ、その分殺陣の難易度が上がっていることに関しては、勘かん弁べんしてくださいって言いたいところですけどね」

「あっはは。でもまあ、それは蘇我の嵐士くんに対する信しん頼らいの表れだから」

　期待されているんだよ、という柊の言葉には素す直なおに頷けない。そうなんですかね、と言葉を濁にごすと「もちろん」と即そく答とうで返される。

「再演のエンカウントこそ、蘇我が本当に作りたかったエンカウントの姿だって言ったら、嵐士くんは信じてくれるかな」

「……え？」

　以前にも同じようなことを言われた気がする。どういう意味なのか問いかけようとしたとき、少し離はなれたところから声をかけられた。

「あれ。そこにいるの、柊さんじゃないですか」

　突とつ然ぜん呼ばれた声に、嵐士と柊がほぼ同時に顔を上げた。そこには嵐士と同じ年とし頃ごろに見える若い男性が立っていた。暗いせいもあって、相手の顔がよく見えない。知り合いだろうかと相手の顔を窺うかがうと、その視界を遮さえぎるように柊が嵐士の前に出た。

「……新あら戸と、か」

「久しぶりですね。三味庵解散以来じゃないですか」

　明るすぎる声を上げながら近づいてくる男を、柊の肩かたごしに見る。足音に紛まぎれてカツンカツンと響ひびく音があり、何かとよく見ると、男は杖つえをつきながら歩いていた。

　杖をつきながらゆっくりと近づいてきた男の顔を見て、嵐士は目を瞠みはった。

「新戸満みつる、さん……」

　小さな声での呟つぶやきに柊が頷いてくれた。すると、新戸はようやく気づいたかのように嵐士を見て「あ！」と声を上げた。

「柊さんの後ろに居る人、もしかして樋口嵐士じゃないですか？」

　新戸はわざとらしく身体からだを傾かたむけ、嵐士の顔を覗のぞき込んできた。間近で見たその顔に、やはり彼が新戸満であることを確信する。

（この人が、初演ライカ……）

　何度も観た初演エンカウントの光景を思い出し、新戸の姿を見つめて思わず息を吞む。

　三年前、嵐士がはじめてエンカウントを観たときからすでに、新戸は有名だった。嵐士より二つ年上の彼は、アイドル顔負けと言われるほどの整った容姿で、役者としてデビューすると同時に有名人としての階段を駆かけ上がり、舞ぶ台たい役者というよりタレントとして注目を集めた。三味庵でも看板役者として活かつ躍やくしており、彼が出演する舞台を嵐士は何度も観ている。

（怪け我がで役者は引退するって雑誌に書いてあったよな）

　稽けい古こ中の怪我が原因で役者活動は休止するが、回復を待ってモデルや他の仕事は今後も続けていくと演劇雑誌に記されていた。

　挨あい拶さつをしなければと前に出ようとすると、柊の腕に遮られる。

「珍しいじゃないか、新戸が一人で出歩くなんて」

「俺だって、コンビニぐらいは一人で行きたいですよ。最近は目立つ仕事もしてませんから、いちいちマネージャーに付き添そってもらう必要もありませんしね。柊さんと樋口さんが一いつ緒しよってことは稽古の帰りか何かですか。そういえば、この近くのレンタルスペース、よく稽古で使ってましたよね」

「さあね。引退した新戸には関係ないんじゃないかな」

「うわ。そんな冷たいこと言わないでくださいよ」

　嵐士を前に出させないまま会話を続ける二人を見ながら、その会話の不自然さに嵐士は眉を寄せた。からりと明るい声で話す新戸に対し、柊の声こわ音ねは硬かたくそっけない。同じ劇団の役者同士だったとは思えないやりとりに、奇き妙みような居い心地ごこちの悪さを覚える。

　すると、柊を躱かわすように身体を傾けた新戸が、にっこりと嵐士に笑いかけた。

「はじめまして、樋口さん。新戸満です」

「あ、こちらこそ、はじめまして。樋口嵐士です」

　先せん輩ぱいに先に挨拶させてしまった。慌てて帽ぼう子しを脱ぎ深く頭を下げると、新戸はクスクスと笑いながら、「顔を上げてよ」と言った。

「エンカウント、再演するんだってね。樋口さんがライカ役なんでしょ？」

「はい。すいません、こんな形でご挨拶させていただくなんて」

「別に気にすることないよ。俺はもう役者は引退しちゃってるんだから」

　そう言いながら、新戸は杖をつきながら嵐士の前に立ち、一層笑えみを深くする。

　そのとき、クラクションの音と共に車が一台駐ちゆう車しや場に入ってきた。いささか乱暴な運転に思わず視線を向けると、車から降りてきた人物を見て、誰だれよりも早く新戸が「蘇我さん」と声を上げた。

　嬉しそうな新戸とは対照的に、蘇我は、彼の姿を見てきつく眉を寄せる。

「なんでお前がここにいる」

「偶ぐう然ぜんですよ。たまたま会ったから、挨拶をしていただけです。俺の代わりのライカ役に」

（代わり……？）

　その言葉が引っかかり視線を向けると、新戸は蘇我に向かって言った。

「蘇我さんが見つけてくれたんでしょ。俺の代わりにライカを演じてくれる人」

「お前には関係ない」

　いつも以上に厳しい声音の蘇我を訝しみ、嵐士は眉を寄せた。だが、新戸はそんな蘇我の態度を心外だと、からから笑う。

「ひっどいな。誰のせいで俺が舞台に立てなくなったと思ってるんですか？」

「新戸、その話は」

「あ、そっか。樋口さんに知られたら困りますよね」

　口を挟はさんだ柊を遮り、新戸は嵐士を振ふり返った。その綺き麗れいすぎる笑顔に、嵐士は思わず目を眇すがめる。

（この人、全然笑ってねえ……）

　ただ顔のパーツを動かして笑顔を作っているだけで、感情はまったく笑っていない。作り物の笑顔だとわかり、背中がぞくりと震ふるえる。

「それじゃあ、俺はこの辺で。樋口さん、ライカ役頑がん張ばってね。ま、初心者が演じるには大変だと思うけど、適当に演やればいいんじゃない？」

「……は？」

　そう言うと、新戸は蘇我と柊に挨拶さえせず、立ち去るように歩き始めた。その離れていく背中を思わず睨にらみつける。

「一言、いいっすか？」

「なんだ」

　いつの間にか隣となりに立った蘇我に促うながされ、低い声で呟く。

「俺、経験不足は認めますけど初心者ではありませんから」

「当たり前だ」

　すぐに同意が返ってきたことで、湧わき上がる苛いら立だちをどうにか抑おさえた。

（いったい、なんなんだよ）

　新戸の態度はあからさまな挑ちよう発はつだ。初対面の新戸からなぜそんな態度を向けられるのか理解できず拳こぶしを握にぎり締しめていると、軽く頭を叩たたかれた。

「何をしてる。行くぞ」

「行くって、どこに？　そういえば、なんでここに蘇我さんが？」

「それはね、蘇我が車を持ってくるまで、俺がここで嵐士くんを足止めしていたからだよ」

　戸と惑まどう嵐士の横で、柊があっさりと笑った。

　だが、柊はすぐにその表情を硬いものに変え、蘇我に向かって口を開く。

「新戸のこと、偶然とも言えるけど、いろいろとタイミングができすぎてるね」

「わかっている。とりあえず、俺が預かることは確定でいいだろ」

「それが一番安全だと思うよ。それに、自分以外の誰かだと、心の狭せまい蘇我は認めないだろ？」

　状じよう況きようについていけない。おまけに徐じよ々じよに嫌いやな予感までしてきた。こっそり帰ってしまおうかと後ずさると、「おい」と低い声で呼び止められる。

「何をしている。さっさと乗れ」

「乗れって、なんで？」

「いいから。行くぞ」

　まさかとさらに後ずさると、助手席のドアが大きく開かれた。

「いやいや、意味わかりませんから！　なんで俺が蘇我さんの車に」

「だって嵐士くん、家には帰れないんでしょ？」

　口を挟んだのは、飄ひよう々ひようとした柊だ。

「一ヶ月ぐらい泊とめてくれる友人を探すって言ってたよね？」

「そ、そうですけど……」

「だったら、その友人を蘇我にすればいいだけじゃない？」

　そんな簡単な話じゃない。嵐士はありえないと首を振る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。泊めてくれる友人の当てならあります。わざわざ蘇我さんの家に泊めてもらうような理由はありませんから」

「拒きよ否ひする理由もないよね？　見ての通り、蘇我は車持ってるし、稽古への送り迎むかえ付きだよ」

「い、いえ、でも」

　ホテルも友人の家も蘇我の家も、全くの別物だ。明らかに選せん択たく肢しとして蘇我の家という項こう目もくは浮ういている。そんな風にしてもらう理由もなければ、泊まる場所ぐらい自分で選びたい。

「嵐士」

「は、はい」

「つべこべ言うな。乗れ」

　長い足であっさりと距きよ離りを詰つめた蘇我に腕を摑つかまれた。なんでこんなことに、と視線を動かした先に居た柊は、ひらひらと手を振っている。

　突とつ如じよ、強きよう烈れつな既き視し感かんに襲おそわれた。そうだ、客演決定を言い渡わたされたあの状況に似ているのだ。

「あ、あの、蘇我さん。俺は本当に……」

「手を焼かせるな」

　有う無むを言わせない力で腰こしを抱だかれ、強ごう引いんに助手席に押し込まれた。すぐさま運転席に乗った蘇我が「シートベルトは締しめろよ」と低い声で言う。

「じゃあね、嵐士くん。また明日の稽古で」

「ちょ、ちょっと、柊さん！」

　車のウィンドウ越ごしに笑顔で手を振る柊に見送られ、車は発車した。

　命令、強制、の次は拉ら致ちかよ、と嵐士はスピードを上げて流れる景色を眺ながめ、大きく息を吐はき出した。







　一いつ切さい会話をすることなく居心地の悪い空気のまま二十分弱の距離を走り、車は綺麗なマンションの駐車場に停とまった。オートロックでエレベーターまで設置されているマンションは、嵐士が住んでいる賃ちん貸たいアパートとは外観も内観も雲うん泥でいの差だ。ここまで来て逆らうのも馬ば鹿からしくなり、大人しく蘇我についていくと八階にある一室に通される。

「……あの」

「ここまで来てつべこべ言うな。入れ」

　さすがに家の中に入る瞬しゆん間かんには抵抗があり玄げん関かんで口を開いたのだが、最後まで聞いてもらえず言葉を叩き落とされる。グッと奥歯を嚙かみ締め家の中に入った。

　マンションの駐車場や外観から想像できたことだが、家の中はかなり広く、おまけに綺麗に片付いている。通されたリビングから確かく認にんできるだけで、あと二部屋はありそうだ。

　とんでもないところに来てしまったと呆ぼう然ぜんとしていると、蘇我がそっ気なく顎あごをしゃくった。

「座れ」

「いや、だからあの……」

　ソファーに腰を降ろした蘇我は、立ち尽つくす嵐士に向かって座るように促してくる。この状況で大人しく蘇我の隣に座ろうなどと思えるはずもなく、嵐士は肩かたを落とした。

「家のこと心配していただいているのは有り難がたいですが、一応泊めてくれる友人の当てはあるので、わざわざ蘇我さんに泊めていただく必要は……」

「友人ってのは、あの居酒屋のヤツだろ」

「まあ、そうですけど」

　自分の考えていたことを言い当てられ、気まずさに頭をかく。

「それがわかってるなら、なんで連れてきたんですか」

「おまえ、馬鹿か」

「はぁ？」

「嫌がらせを受けて家に石まで投げ込まれているようなヤツが、店長やってる友人に迷めい惑わくかけるつもりか」

　鋭するどい声こわ音ねで言われ、目を丸くする。

「世話になった先にまで嫌がらせが飛び火するってことですか。今までそんなこと一度も……」

「今までなかったから今回もないと思っているなら、おめでたい思考回路だな。一ヶ月後に主演公演を控ひかえている自覚はあるのか」

「そんな大げさな」

「何かあったら言えと言っていたはずだ」

　稽けい古こ場ばで言われた言葉を繰くり返され、嵐士はグッと押し黙だまる。

「針やらカミソリ仕込まれた手紙を放置してるからエスカレートするんだろうが」

「なんでそこまで」

「おまえのマネージャーから聞いた。ついでに、ここで嵐士を預かることも伝えてある」

　いつの間にそんな話を、と目を丸めていると蘇我はテーブルの上に何かを置いた。

「ここの鍵かぎだ、自由に使え。おまえの荷物は明日にはここに届くよう手配してある。稽古場は遠くなるが、車を出してやる。ほかに質問は？」

　すでにここに住むことを前提に話が進められていく。

（俺の意思は無視ですか）

　尽ことごとく自分の希望は無視され、さらに先手まで打たれている。だが素す直なおに従うのは癪しやくだ。

　押し黙ったまま蘇我を睨んでいると、彼は何食わぬ顔で立ち上がり嵐士を見下ろした。

「風ふ呂ろを沸わかしてくる。落ち着いたら腹くくれ」

「拒否する選択肢はないんですか」

「ないな」

　きっぱりと言い切って、蘇我は宣言通り風呂場へと向かった。

「……マジかよ」

　蘇我の姿が見えなくなって、嵐士はその場に膝ひざをついて項うな垂だれた。

　ただでさえ突とつ然ぜんの客演決定にはじめての殺陣たて稽古とついていくだけでやっとの日々なのに、たかが嫌がらせのせいでどうしてここまで振ふり回されなければいけないのか。

　どうしたものかと頭を抱かかえながら、ぐるりと部屋の中を見み渡わたす。

　綺き麗れいに片付けられた部屋は、全体的にシンプルな家具で調ととのえられ、物自体が少ない。その中で、テレビの横に置かれた大きなキャビネットはなんとなくこの家の中で浮いていた。

（すげえ数……）

　壁かべ一面の大きなキャビネットを埋うめ尽くしているのは、無数のＤＶＤと台本だ。芝しば居いのものはもちろん、映画のＤＶＤも多くあり、有名どころから嵐士の知らないタイトルのものまで数多く並んでいる。

（これ、俺が出たやつが……）

　棚たなに並ぶＤＶＤのタイトルを眺めていて、ふと自分が出演しているＤＶＤが一部に固まって並んでいることに気づいた。駆かけ出しの頃ころは、舞ぶ台たいがＤＶＤ化されることなどほとんどなく、映像として残っているのはここ三年間の出演作ばかりだ。その三年間に出演した舞台や映画、さらにはドラマのＤＶＤまでが並んでいる。

　偶ぐう然ぜんとは思えずそのタイトルを見つめていると、蘇我が戻もどってきた。

「蘇我さん、これ……」

「どんな芝居をするヤツかぐらい、知っておいて当然だろ」

　キャビネットの前に立っていた嵐士の隣となりに立ち、蘇我は一本のＤＶＤを手にとった。

「おまえの客演を決めたもう一つの理由はこれだ」

　蘇我が手にしたタイトルは、はじめて嵐士が出演した舞台がＤＶＤ化されたものだった。そして、エンカウントの初演後に嵐士が主役を演じた最初の舞台でもある。

　その舞台は、アクションシーンこそなかったものの歌やダンスを多く取り入れ、ミュージカルのような華はなやかさのある演目だった。この舞台は観客からの人気も高く、追加公演や再演も決定し、その勢いでＤＶＤ化が決まった。嵐士にとっては決意を新たに役者活動へ取り組み始めるスタートダッシュにもなった作品だ。

「身体からだも鍛きたえてあるし、リズム感もある。殺陣をやらせてもいい動きができる役者だろうなと思った。あと、気に入ったのは目だ」

「目、ですか？」

「ああ。主演やってるくせにまだ足りねえって感じの飢うえた目をしていた。俺はそれが面おも白しろいと思った。目で感情を表現できるのは、役者としていい素質だ」

　だから欲しくなった。

　そう低い声で告げられ、ぞくりと震ふるえた。いつの間にか蘇我は真っ直すぐに自分を見つめていて、その強い視線に頰ほおが熱くなり、慌あわてて目を背そむける。

「な、なんか、口説かれてるみたいなんですけど」

「好きに受け取ればいいだろう」

　喉のど奥おくでくつくつと笑われ、落ち着けと逸はやる鼓こ動どうを抑おさえる。

（役者としてってことだろ。客演に選ぶ理由になったってだけだ。変な意識するなよ）

　自分に言い聞かせながら、自分の出演作が並ぶ棚を見つめた。

「もしかして、奥の家で会う前から蘇我さんは俺の演技を知ってたんですか」

「ああ。おまえの芝居を観みて、会ってみたいと思った。奥の家によく居るという噂うわさがあったから行ってみたが、運が良かったな」

（……知らなかった）

　ずっと、偶然会ったことをきっかけに選ばれたと思っていた。それなのに、店で会うより前から、蘇我は自分が過ごした三年間を知ってくれていたと言う。

　この三年間、もっと上に行きたい、役者として成長したいと貪どん欲よくになっていた。主演を演じた舞台でも、千秋楽を迎むかえれば役が終わる寂さびしさと共に、次はもっと違ちがう役に挑いどみたいと、常に先のことばかり考え続けた。

　それもこれも、すべては蘇我の演技を観たことがきっかけだ。

　その本人が、自分の三年間を見てくれていた。

（やばい。なんか、すげえ嬉うれしいんだけど）

　自分の努力を蘇我が認めてくれたような、そんな気になって胸の中に嬉しさが広がる。自分の出演作だけではなく、数多くのタイトルが並ぶＤＶＤの壁を見ていると、なんだかもう、細かいことはどうでもよくなってきた。

「……あのさ。一ヶ月、ここに居てもいいですよ」

　嬉しさが声ににじまないように、蘇我から目を背けたまま呟つぶやいた。蘇我の反応を窺うかがっていると、くっと笑われる。

「泊とまる側のくせに随ずい分ぶんと偉えらそうだな」

「強制的に連れてこられたんですから、当然です」

「それでいい。腹決めたならさっさと風呂に入ってこい」

　蘇我に促うながされ、頷うなずいてから洗面所へと入った。綺麗に片付いている脱だつ衣い所には、嵐士のためとわかるタオルや着き替がえまで用意されている。

（至いたれり尽くせりって感じだよな）

　考えてみれば、蘇我にとっても自分を家に入れることは急きゆう遽きよ決めたことのはずだ。嵐士の友人を巻き込まないようにと考えてくれただけでなく、荷物を送る手配までしてくれている。不本意ではあるが、一言礼を言うべきかもしれない。

（特別待たい遇ぐうって自覚はあるんだけどな……）

　殺陣は基き礎そから丁てい寧ねいに教えられ、全体での稽古に入る前に自分のための殺陣稽古がスケジュールに組み込まれていた。その殺陣も、ただ初演のまま再演するわけではなく、嵐士の体格や容姿にあった殺陣の振り付けを新たに作ってもらっている。身体のメンテナンスにも気を遣われ、嫌いやがらせへの対応も。そして何より、この現状。

　考えれば考えるほど、自分という役者が大切に扱あつかわれていることは嵐士にもわかる。だが、素直に感謝する気持ちになれないのは、蘇我の態度のせいだと思う。

　今までのことと現状を考えながら、脱衣所で服を脱ぬぎ捨てていく。脱いだ服を手早くたたみ、じゃあ風呂に入るかと動いた瞬しゆん間かん、突然洗面所のドアが開いた。

「うわっ、ちょっ、蘇我さん？」

「ああ、一つ言い忘れた」

　平然とした蘇我とは対照的に、飛び上がって驚おどろいた嵐士は咄とつ嗟さにタオルを摑つかみ取って前を隠かくした。「なんですか！」と声を上げると、隠した下半身に視線を向けられ、壁かべ際ぎわギリギリまで後ずさる。

「おまえとセックスするつもりはないからな。発情するなよ」

「な、な……」

「稽古に支障をきたすわけにはいかないからな。一ヶ月間禁欲生活ぐらいできるだろ」

「あんた、何言ってんですか……」

　わけがわからないが、非常に馬ば鹿かにされているように感じるのは、おそらく気のせいではない。冷静な目に見つめられる中、素すっ裸ぱだかにタオル一枚で前を隠している滑こつ稽けいな状じよう況きように、怒いかりが沸ふつ点てんまで跳はね上がる。

「言葉通りだ。ちゃんといい子でいろよ、嵐士」

　去り際ぎわに頭をくしゃりと撫なでられ、何事もなかったかのように蘇我は洗面所を出ていった。

（ふ、ふざけんじゃねえぞ……）

　どこまで馬鹿にすれば気が済むんだと奥歯を嚙かみ締しめ、さらに自分の変化に気づき、嵐士は盛大に舌打ちした。

（勃たってんじゃねえよ。クソが）

　単なる生理現象だと湧わき上がる熱を押し殺し、嵐士は蘇我に撫でられた頭をぐしゃぐしゃと搔かきむしった。
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　鈍にぶく痛む足首に冷えたペットボトルを当て、その心地ここちよさに息を吐はく。

　稽古の休きゆう憩けい時間、誰だれにも気づかれないようにそっと足首の状態を確かく認にんし、大したことはなさそうだと息をついた。

「蘇我との同居生活はどう？」

　突然声をかけられ顔をあげると、いつの間にか柊が隣に立っていた。周りに聞こえないような小さな声の問いかけに、嵐士も声をひそめる。

「……なんか、申し訳なくなるぐらい良くしてもらってます」

　気き恥はずかしさを押し殺し正直な感想を言うと、それは良かったと柊は笑う。

「居づらいとか、やりづらいとかない？」

「全然。むしろその逆です」

「それならよかった。何かあったら遠えん慮りよなく言ってね」

「はい。ありがとうございます」

　深く頭を下げると、柊も笑って頷き返し、嵐士の側そばを離はなれた。事情が事情なので、嵐士が蘇我の家に同居していることは、主要メンバー以外には伏ふせてある。

　はじめはどうなることかと思った同居生活だが、正直、想像以上に快適だった。

　嵐士は寝しん室しつを自由に使っていいと言われ、蘇我は書しよ斎さいにあるソファーベッドを使用している。同居させてもらう自分の方がソファーベッドを使うと主張したのだが、それは頑かたくなに拒きよ否ひされた。蘇我曰いわく、

　──変な寝ね方かたして身体からだを痛めたらどうする。今は舞台と主演が優先だ

　ということらしい。舞台を理由にされては嵐士も強く食い下がることはできず、しぶしぶ寝室を使うことに同意した。だが、同居に当たって意見が対立したのはこの一度のみだ。

　──余計な気を遣うな。同居が原因で疲つかれさせたら意味がないからな

　蘇我にそう言われ、いくつかの役割分ぶん担たんができた。洗せん濯たく掃そう除じは各自、共用のものは交代。見られて困るものもなく、家にあるものは自由に使っていい。使いすぎたと思えば、適当に買い足しておけばよし。自分にも役割が与あたえられたことと程ほど良い適当さは、嵐士にとってやりやすかった。それに加え、同居に当たってある程度の金額を払はらうことを嵐士が申し出ると、蘇我はそれをすんなりと了りよう承しようしてくれた。

　──受け取った方が、おまえが遠慮せずに居られるだろう

　嵐士の気持ちを考えた上での蘇我の対応も、同居に馴な染じむ速度を加速させた。

　同居をはじめて二週間ほど経ったが、稽けい古こも順調で懸けん案あん事じ項こうだった嫌がらせも止まり、そこに加わった蘇我と同居というスパイスを、嵐士はそれなりに楽しんでいた。

　楽しむ余よ裕ゆうができてから、蘇我への見方も変わった気がする。

　稽古で流れた汗あせを拭ふきながらちらりと視線を向けると、稽古場の一角に高岡に殺陣たて指導をしている蘇我の姿があった。全員での稽古がはじまってから気づいたことだが、蘇我は嵐士に対してだけでなく、柊や高岡、三味庵時代からの役者に対しても厳しい指導を行っていた。

　指導を受けるときに見せる柊と高岡の表情は真しん剣けんそのもので、いつもの飄ひよう々ひようとした態度や明るさとは違う、殺陣師としての蘇我に向ける信しん頼らいが見えた。

（羨うらやましいとか、百年早いよな）

　今の蘇我を知るほどに、一度は捨てたはずの蘇我への憧あこがれが浮うかび上がってくる。蘇我との共演に対する未練とは別に殺陣師の蘇我に認められたいという想おもいが、今の嵐士にはあった。

　殺陣は完かん璧ぺきに覚え、台詞せりふと合わせた演技もようやく身体からだに馴染んできた。だが、それはようやくできるようになったというレベルだと自覚している。

　まだまだ動きに対する指導が多い自分とは違い、柊や高岡が受けるのは殺陣と合わせた演技指導だ。本格的な殺陣ははじめてだという自分を、自分より遥はるかに経験を積んでいる役者と比べるのはおこがましいとわかっていても、早くその位置に並びたいという図ずう々ずうしい羨せん望ぼうはなかなか抑おさえきれるものではない。そして、羨ましいと感じるたびに、殺陣も演技も未熟な自分に対する焦あせりや不安に押しつぶされそうになる。

（余計なことを考えるな。集中集中）

　自分に言い聞かせるように大きく息を吐き、気持ちを切り替かえる。もう公演まで二週間程度しか残っていないのだから。







　休憩を挟はさんだ後の稽古は、殺陣のないシーンを中心に行われた。夜にラジオの仕事が入っていた嵐士を気き遣づかってのことだったのかもしれないが、その稽古内容には正直助かった。

　仕事を終えた深夜。電車とタクシーを使って蘇我の家へと帰ると、日付が変わろうという時間なのに、家のリビングにはまだ明かりがついていた。

「戻もどりました」

「ああ、お疲れ」

　寝ねている可能性も考え小声で帰ったことを告げたが、蘇我はリビングのソファーで晩ばん酌しやく中だったようだ。風ふ呂ろに入ったばかりなのか、シャツとワークパンツのみというラフな服装なのに、僅わずかに濡ぬれて下ろした髪かみとシャツから覗のぞく筋肉質な肌はだに、どうしようもないほどの色気が滲にじんでいて、思わず視線を外す。

「まだ、起きてたんですね。すいません、遅おそくなりました」

「仕事だ、気にすることはない。飯はどうした」

「あ、食ってきました」

　ラジオのパーソナリティーと話が弾はずみ、一いつ杯ぱいだけ飲んで帰ってきた。稽古に支障がないように軽く済ませ、食事も早めに切り上げたのだが、久しぶりに酔よった身体に蘇我の色気は強きよう烈れつすぎる。

「あの、じゃあ俺はもう寝ます」

「嵐士」

　変な気分になる前にさっさと寝室に入ってしまおうかと思ったのに、歩き出すより早く呼び止められた。なんですかと蘇我の方を見ると、手招きをされる。

「えっと、……なんですか？」

「ここに座れ」

　そう言って、蘇我の隣となりを示される。黒い革かわ製せいのソファーは蘇我と嵐士が二人並んで座れるほど大きなものだが、なぜ今そこに呼ばれるのかわからない。戸と惑まどっているともう一度「嵐士」と呼びかけられ、強い目で見つめられる。

　この瞳ひとみに逆らえた例ためしが一度もない。

　ゆっくりとした動作で蘇我に近づき隣に腰こし掛かける。大きなソファーではあるが、さすがに嵐士と蘇我の体格が並んで座ると、ほとんど余裕がなく肩かたと肩が触ふれそうな距きよ離りだ。風呂上がり特有の熱い肌と清潔感漂ただよう香かおりを同時に感じ、胸がざわつく。

　座らせておきながら、蘇我は何かを考えるように押し黙だまったままだ。だがその視線が一点、嵐士の左足に向けられていることに気づき、目を瞠みはる。

「ちょっと待ってろ」

「あ、あのっ」

　呼び止める間もなく、蘇我は立ち上がり書しよ斎さいへと入っていった。呆ぼう然ぜんとしている間に、手に何かを持った蘇我が戻ってきて、嵐士の前に座る。

「左足で間ま違ちがいないな」

「蘇我さん、あの」

「見せてみろ」

　有う無むを言わさず左足を摑まれた、ゆっくりと靴くつ下したを脱ぬがされ、裸足はだしになった足が蘇我の膝ひざに乗せられる。跪ひざまずかれているような光景に声も出せずされるがままになっていると、狼狽うろたえる嵐士とは対照的に蘇我は真剣な表情で嵐士の足首を押さえた。

「いっ……」

「痛むのか？」

「あ、いえ、大したことは」

「誤ご魔ま化かすな」

　言葉を濁にごそうとするとバッサリと切り捨てられた。おまけに、昼の稽古のときだなと痛めた時期まで特定され、下手な言い逃のがれは無む駄だだと悟さとる。

「腫はれたりとかはないので、軽く捻ひねっただけだと思います」

　普ふ通つうに歩く分には痛みもなく、跳とんだときや力を入れたときに僅かに痛みを感じる程度だ。痛みを感じはじめたのは蘇我が言うように昼の殺陣稽古のとき。だが、これまでも全身筋肉痛に耐たえながら稽古していたのだ。それに比べれば軽いものだと、特に誰だれにも言わず耐えていた。珍めずらしく帰宅にタクシーを利用したのも、念のため程度のものだ。

「ひどくはないだろうが、一応用心はしておけ。明日、稽古前に病院に連れていくぞ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。それなら俺一人で」

「もう予約してある」

　当然のように言い切られ、言葉に詰つまる。整体師を紹しよう介かいされたときのことを思い出し、嵐士はそれ以上の抵てい抗こうをやめた。

（これは、俺に拒きよ否ひ権がないパターンだ……）

　これまで過ごす中でさすがに学んだ。こうなっては、嵐士が何を言おうと無駄だ。身体のメンテナンスを怠おこたっては、結局全体に迷めい惑わくをかけてしまう。そう教えられたことを反はん芻すうし、嵐士は素す直なおに頷うなずく。

「すいません。後半の稽古が台詞シーン中心になったの、もしかして俺のせいですか」

　あのときは、ただ単純に助かったとしか思っていなかった。その安直な考えが情けなくなり声を落とすと、それは違ちがうと蘇我は否定する。

「はじめから今日の稽古はその予定だった。柊にも夜に別仕事が入っていたからな」

「じゃあ、なんで俺の足のこと、気づいたんですか」

　周りに気づかれるような甘い動きをしていたつもりはない。驚おどろいている間にも、蘇我は足首の状態を確かく認にんし、嵐士の足に湿しつ布ぷをあてた。書斎に取りに行ったのはこの湿布だったようだ。

「おまえの動きを見ればわかる」

「……そうですか」

　隠かくし通せると思った自分は甘かったのか。思わず肩を落とすと、さらに蘇我は言葉を続ける。

「気づいたのは俺だけだろうな。それぐらい違い和わ感かんのない動きだった」

「え、じゃあ、柊さんとか他ほかの人は」

「気づいてないだろうな」

　そういえば、稽古中に柊に話しかけられたときも、聞かれたのは同居に関してのことだけで、足のことには一いつ切さい触れられなかった。だったらなぜ蘇我には気づかれたのか。驚きながら蘇我を見つめるとふと顔をあげた蘇我の視線とぶつかる。

「俺が一番嵐士のことを見ているからな。気づいて当たり前だろう」

　さらりと告げられた言葉に、顔が赤くなるのが自分でもわかった。慌あわてて俯うつむくと、蘇我は小さく息を吐はき、嵐士の足首に湿布を貼はる。

（くっそ。黙れ心臓！）

　動どう揺ように気づかれないよう、努めてゆっくりと呼吸を繰くり返す。それでもおそらく、自分が意識していることは見み抜ぬかれているだろう。自惚うぬぼれでもなんでもなく、それだけ蘇我は自分を見てくれている。

　湿布のひんやりとした感かん触しよくと、蘇我の熱い手の感触に頭が痺しびれて、神経がすべて足先に集中しているようでくらくらする。

「あの、蘇我さん。もう大丈夫ですから」

「じっとしてろ」

　湿布を貼って終わりかと思ったのに、蘇我はなかなか嵐士の足から手を離はなそうとしない。

「何を、してるんですか？」

「マッサージだ」

　見てわかるだろうと言われても、されていることはわかっても、なぜこの状じよう況きようでなのか肝かん心じんなところがわからない。

「最近、稽けい古こも宣伝仕事も詰まってろくにメンテできてないだろうが。足に疲ひ労ろうがたまると怪け我がもしやすくなる」

「だったら自分で」

「大人しくしろ」

　僅かな身じろぎも、足を摑つかんで止められる。その間にも、蘇我は嵐士のボトムをまくりあげ、足の裏からふくらはぎにかけて指圧していく。その感触は確かにマッサージの心地ここちよさだが、それとは違う熱まで刺し激げきされそうになり、息を吞のむ。　>>>♥

　おそらく、抵抗は無駄だ。かと言って、このまま黙ってされるがままでは変な欲求まで湧わき上がりそうになってしまう。

　何か話していないと自分がもたないと、慌てて口を開いた。

「あ、あの、聞いてもいいですか？」

「答えられることならな」

「蘇我さんは、どうして殺陣たて師しになろうと思ったんですか」

　間を埋うめるため咄とつ嗟さに出た言葉だったが、ずっと聞いてみたいと思っていた。

「おまえは、俺の殺陣をどう思う？」

「蘇我さんの殺陣、ですか」

　まさかそう返されるとは思っておらず、狼狽える。

　蘇我と同居をはじめてから、嵐士は時間のある限り蘇我が振ふり付けた殺陣のＤＶＤを観みていた。それは勉強のため、という理由もあったが純じゆん粋すいに蘇我の殺陣に魅み了りようされたからだ。

　役者として正直な感想を言うべきだと、嵐士は蘇我の芝しば居いを思い出しながらゆっくりと口を開いた。

「俺は、蘇我さん以外の殺陣もいろいろ観てきましたけど、蘇我さんの殺陣だけは本気で怖こわいと思いました」

「怖い？」

「……はい」

　演技の上での殺陣なのだから、当然振りと決められた手順がある。だが、蘇我の振り付けた殺陣は恐おそろしいほどにその手順を感じさせない。相手の武器を止めたかと思えば、そこから容よう赦しやなく蹴けりが飛ぶ。倒たおれたかと思えば、斬きりつけようとする相手の足に摑みかかって嚙かみ付く。

（生々しいって言えばいいのかな）

　生きたい、死にたくないと思うからこそ、戦いは激しく、また醜みにくくもなる。死を感じるからこそそこに生きる役者の命をより濃こく感じる。蘇我の殺陣を観るたびに感じるそれは、エンカウントの初演を観たときに嵐士が感じたものと同じだった。

「十年、かかったな」

「え……？」

「そういうものを作りたいと思って、俺は殺陣師を選んだ」

　ふと視線をあげた蘇我が柔やわらかく表情を崩くずし、心臓が跳はねる。

「勝つだとか負けるだとか、結末の見える芝居ほどつまらないものはない。シナリオの中であれ、そこに生きる役者の生死を感じさせなければ、殺陣も芝居も茶番になる。十年かけて、ようやくおまえにそう言われるような殺陣が作れるようになった」

「蘇我さんは、いつから殺陣師を目指したんですか」

「弟で子し入りしたのは、十代だったな」

　そんな前からなのかと、嵐士は息を吞んだ。

　蘇我は十代の内に殺陣師の下もとへ弟子入りし、殺陣師を目指す一つのステップとして芝居を学び、役者になったのだという。自ら殺陣ができなければ、教える側になどなれるはずもない。

　聞けば聞くほど蘇我がどれだけの決意と覚かく悟ごを持って、殺陣師を志していたのかを思い知らされる。蘇我が弟子入りをしたのと同じ歳としの頃、嵐士はまだ芝居が好きだと思う程度で、具体的に役者を目指して行動などはしていなかった。

　殺陣師を目指して弟子入りをし、役者の道に進んだという蘇我の話は、大学生のときに半ば勢いで役者の道に飛び込んだ嵐士には、想像もできない話だ。

「本格的に殺陣師へと進むことができたから、役者を引退したんですか？」

　役者が殺陣師となる通過点の一つだとするなら、役者引退を選ぶ理由も理解できる。だが、蘇我は頷きながらもそれだけではないと言った。

「前にも言ったな。共演者は運とタイミングだって。役者に選せん択たく権はまずない」

「覚えてます。でも、それと引退が関係あるんですか」

「役者としてなら妥だ協きようできたことも、殺陣師としては妥協できなかった。より自分の主張を通すためには役者としての立場が邪じや魔まだった。それだけだ」

「……妥協しない殺陣を作るための引退。そういうことですか」

「そうだ」

　それを聞いて、ようやく嵐士の中でくすぶっていたものが抜ぬけ落ちた。

（そうだ。この人はあのエンカウントでさえ終わっていないと言った人だ。その人が殺陣師としてよりよいものを作るための最初に、俺を選んでくれた）

　これ以上に最高の共演があるだろうか。いつか、殺陣師としての蘇我と共演すればいいと言った直哉の言葉がはじめて理解できた気がする。だが、嵐士はただ共演できればいいなんて甘い考えで、蘇我との共演を目指していたわけではない。

「……俺は、蘇我さんの目指す殺陣ができてますか？」

　教えられる殺陣がようやくできるようになった程度の自分が、殺陣師として蘇我が目指すものをどれだけ表現できているのか。正直言って、自信はない。

　客演でありながら主演。さらには、蘇我が役者としてではなく殺陣師として創つくる初はつ舞ぶ台たいなのだ。もし失敗があれば、それは蘇我やアルファの今後にも関かかわることだ。稽古に集中することで意識しないよう努めてはいるものの、プレッシャーは常に重くのしかかる。

　真ま面じ目めに聞いた言葉だったが、蘇我は呆あきれたように息を吐いた。

「馬ば鹿かか、おまえは」

「馬鹿ってなんですか。俺は一応、真しん剣けんに聞いてるんですよ」

「怪我するほどの嫌いやがらせを受けても平気な顔してるやつが、何をうだうだ悩なやんでやがる」

「あ、あんなのは別にほっとけばいいんですよ。俺にとっては芝居の方が大事です」

「おまえがそういう役者だから、俺は信用している」

　立ち上がった蘇我がゆっくりと手を伸のばしてきた。はじめはただ荒あれているだけと思っていた硬かたい手のひらに頰ほおを撫なでられ、ぞくりと背中が震ふるえる。どれだけの殺陣を学び、演じ、教えてきたのか。優やさしくも強い手のひらの感触に息を吞むと、強い目に見つめられた。

「おまえは俺が見つけて選んだ役者だ。できないわけがないだろう」

　その強い視線と言葉にどうしようもなく胸が跳ね、同時に熱い想おもいがこみ上げてくる。

（殺陣師としてのこの人が目指すものを、俺が作りたい）

　ただ演じるだけの役者ではない。アルファが目指すもの、そして蘇我が理想とするものを、舞台で表現したい。それができて、ようやく蘇我と共演したと言えるのではないか。

「いい目だ」

　蘇我の強い視線に応こたえる様に頷うなずくと、頰に添そえられていた手に力が入り、引き寄せられた。

　驚おどろいたのは一いつ瞬しゆんで、蘇我にぶつかりそうなほど強い力で引き寄せられた身体からだは、すぐにソファーへ押し返される。

「……今日はもう休め。明日も早いからな」

　硬い声でそれだけを言うと、蘇我は嵐士から離れ書斎へと入ってしまった。ソファーに沈しずんだままその背中を見送り、騒さわぐ胸を押さえながら嵐士は息を吐く。

（……馬鹿か、俺は）

　蘇我が触ふれた足と頰が異様に熱く、胸が痛いほど鳴る。

　キスされるのかと思ってしまった。そう思ったのは、きっと自分がそれを望んでしまったからで、湧き上がる熱を追い払はらうように、頭かぶりを振る。

（お礼、言いそびれたな）

　足首に貼はられた湿しつ布ぷに視線を落とし、自分を落ち着けるように呼吸を繰くり返す。

　今回のことだけではない。稽古のこと、同居のこと、そして主演に選んでもらえたこと。蘇我から与あたえられた多くのことに対し、自分が素す直なおに礼を言えたことはあっただろうか。思えば自分が役者として今の立場でいられることも、三年前に蘇我の舞台を見たことがきっかけだ。

　蘇我に出会えたからこそ今の自分がある。そして、感謝を伝える術すべも、今の自分は持っているではないか。

（感謝は芝居で返す。余計なことは考えず、今は俺にできることをやろう）

　騒ぎ続ける胸を押さえ、嵐士は書斎を見つめ、頷いた。
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　蘇我が理想とする舞台を自分が創る。その想いと共に稽古に打ち込み、蘇我からのダメ出しも減ってきた。細かい変へん更こうや演出の調整が主になり、本番が近づいていることを肌はだで感じる。

　稽古を通して嵐士の身体も殺陣に合わせて鍛きたえられ、稽古後もしっかりクールダウンができる余よ裕ゆうが生まれていた。

「遠野さん、ゴミ出し手伝いますよ」

「これぐらい平気よ。嵐士くん、疲つかれたでしょ。休んでて」

　稽古終了後、汗あせを拭ふきながらストレッチをしている嵐士の横で、遠野が片付けをはじめていた。片付けや掃そう除じは、主に新入りの劇団員が行っていたが、ここ数日遠野が手伝っている光景を頻ひん繁ぱんに見かけている。先せん輩ぱい役者が片付けているのに自分が何もしないなんて耐たえられない。

　客演者だからか、アルファの中では嵐士は年ねん齢れいや役者歴関係なしに、特別扱あつかいという雰ふん囲い気きが僅わずかながらにあった。打ち解けていない、というわけではなく気き遣づかいだと感じる程度のものなのだが、自分程度の役者が特別扱いというのはどうにも気が引けてしまう。だが、それだけではない小さな違い和わ感かんもあった。

（なんか、時々よそよそしいんだよな）

　それは特に、遠野や高岡から感じるものだった。二人が何かを嵐士に見せないようにしているような様子や、柊に相談を持ちかけている光景を何度か見かけた。それも、稽けい古この最中ではなく、稽古の前や終わった直後、丁度今のような時間だ。それは短い関係の中でも、らしくない、と感じる行動だった。

（今まで気づいたことがあれば俺に直接言ってくれたのにな。なんか、気に入らないことでもしたかな……）

　そんな嵐士の小さな不安に気づくことなく、遠野はゴミ袋ぶくろを持って稽古場を出ていく。仕方ない、とストレッチを続けながら視線を泳がせると、稽古場の隅すみに小さなゴミ袋が残っていた。

（あ、遠野さん一個忘れてる）

　遠野が持っていき忘れたゴミ袋に気づき、嵐士は立ち上がってそれを手にとった。

「すいません。ちょっと出てきます」

　誰だれとはなしに稽古場に向かって声をかけると、気づいた高岡が慌あわてた様子で目を見開いた。

「あっ、嵐士、俺が行くよ」

　離はなれた場所に居た高岡が急いで駆かけ寄ろうとする姿に、嵐士の違和感はさらに増す。

（なんか、行かせたくない理由でもあるのか？）

「別にいいですよ。すぐ戻もどります」

　何かある、と思ったら気になって当然だ。嵐士は高岡が近くに寄るより早く、稽古場を出る。外に出ると、まだすぐそこに遠野が居た。

「遠野さん、待ってください。これも一いつ緒しよにお願いします」

「え、嵐士くん？」

　なぜか階段の途と中ちゆうで不自然に足を止めていた遠野に笑え顔がおを向ける。

　だが、遠野が足を止めていた階段途中の壁かべを見た瞬しゆん間かん、硬こう直ちよくした。

『死ね』『樋口嵐士　降板しろ』『三味庵は終わった』

「……なんだよ、これ」

　壁一面に貼られた紙。そこに書かれた一つ一つの文字を理解するたび、心臓が不自然に跳はねる。呆ぼう然ぜんとしたまま遠野に視線を向けると、彼女の手とゴミ袋の中には握り潰つぶされた紙があった。剝はがしてくれていたのだとわかり、息が詰つまる。

「嵐士くん。ここは大だい丈じよう夫ぶだから、稽古場に戻って」

「いや、大丈夫って。これ、いつから……」

　書かれている文字はどれも書きなぐったという言葉が合うようなぐちゃぐちゃの筆ひつ跡せきだ。中にはまともに読めないものまである。だが、嵐士はそれらに見覚えがあった。

「これ、俺の家にされた嫌がらせと同じ……？　まだ続いてたのかよ……」

　これは今日に限ったことなのか。それとも……。問いかけようと遠野に視線を動かすと、彼女は眉まゆを寄せ気まずそうに視線を逸そらした。

（もしかして、前から……）

　丁度、遠野や高岡の行動に違和感を持ち始めた頃ころから、二人のどちらかが必ず嵐士より先に稽古場に来て、そして必ず先に帰っていたことを思い出す。途と端たん、さっと心臓が冷えた。

「すいません。俺のせいで、こんなこと……」

　まさか自分への嫌がらせが稽古場にまで及およんでいるだなんて、想像もしていなかった。嫌がらせそのものよりも、アルファに迷めい惑わくをかけていることに動どう揺ようし声が震える。

「違ちがう、違うの、嵐士くん。むしろ私たちの方が……」

「え？」

　なぜか遠野の方が肩かたを震わせ、申し訳なさそうに嵐士を見上げた。その様子に口を開こうとすると、背後でカツンと何かの音が響ひびいた。

「あれ。そこに居るの、遠野さんじゃないですか。それに、樋口さん？」

　かけられた声に、遠野と嵐士はほぼ同時に振ふり返った。そこには、杖つえをついた新戸が立っていた。罵ば詈り雑ぞう言ごんが貼られた壁を背に呆然と立つ二人に向かって、へらりと笑う新戸の姿は、まるで違う空間に居るのではと思うほど浮ういて見える。

「……新戸くん。どうしてここに居るの」

「偶ぐう然ぜんですよ。たまたまこの稽古場が懐なつかしくて通りかかっただけです。三味庵の稽古場はいつもここでしたもんね。あ、もう三味庵じゃないか」

　笑いながら話す新戸の姿はやはり浮いている。目の前の壁が見えてないのかと言いたくなるその姿に嵐士が言葉を失っていると、新戸は嵐士の方を見た。

「それにしても、すっごいね、それ」

　杖を持っていない方の手が、ゆっくりと壁を指した。そして、新戸はまた笑う。

「人気者って大変だね。樋口さん、すごいじゃないですか。ああ、でも三味庵にとってはいい迷惑」

（……なんだ、こいつ）

　得体の知れないものを見てしまったかのように、嵐士は息を吞のんだ。

「私たちはもう三味庵じゃないわ。新戸くんには関係ない」

「そんな怖こわい顔しないでくださいよ。もしかして、俺が三味庵を抜ぬけたこと、怒おこってるんですか？　でも、それは俺じゃなくて蘇我さんのせいじゃないですか。そもそもあの事故のせいで」

「関係ないって言ってるでしょ。嵐士くん、先に稽古場に戻って」

　聞いたこともない遠野の鋭するどい声こわ音ねに面めん食くらう。まったく話についていけない。口を挟はさむことも動くこともできず戸と惑まどっていると、突とつ然ぜん肩を叩たたかれた。

「……蘇我さん？」

　恐おそる恐る振り返ると、無表情な蘇我が視界に入り、その鋭い目つきに身体からだが竦すくむ。

「何やってる、嵐士。さっさと戻れ」

「あ、あの。でも……」

　この状じよう況きようで戻れるわけがない。でも、どうすればいいのかもわからない。

「ちょっと蘇我さん。俺のこと無視しないでくださいよ」

　口を挟んだのは、場ば違ちがいに明るい声の新戸だ。

「そりゃどうも。ほら、嵐士。さっさと戻るぞ。遠野さんも、やることやったら早く戻ってください」

　顔を見ることすらせず、蘇我は強い力で嵐士の肩を引いた。引っ張られるような体勢で稽古場に戻されそうになり、足をもつれさせていると、「蘇我さん」と再び新戸が声をかけた。

「今度、稽古の見学させてくださいよ。エンカウントの再演なら、俺も関係者じゃないですか。樋口さんがどんなライカを演じるのか、俺も見てみたいな」

「何度も言わせないで。もう三味庵じゃないの。新戸くんは無関係よ」

「俺は蘇我さんに聞いてます。いいですよね？」

　先輩役者であるはずの遠野を前にこの態度。信じられないと息を吞んでいると、蘇我は冷たい声で言い放った。

「……好きにしろ」

「ちょっと！　蘇我くん!?」

　蘇我の言葉に、遠野が目を剝むいた。そんな遠野の反応を無視して、新戸は「やった」と笑う。

「じゃあ、今度見学に行きますから。ちゃんと中に入れてくださいよ」

「ああ」

　蘇我の許しを得たことに満足したのか、新戸はろくに挨あい拶さつもせずその場を立ち去った。状況についていけず立ち尽つくしていると、蘇我に引きずられるように稽古場へと戻される。

「よかった！　嵐士、無事？」

　稽古場に入るなり、真っ先に高岡が駆け寄ってきた。無事とはどういう意味なのか。呆ほうけたままの嵐士が力なく頷うなずくと、高岡はほっと息を吐はいた。

「ごめんな。俺が出ていくと余計こじれそうだったからさ。蘇我さんが適任だと思って」

「人選ミスよ、高岡くん」

　遠野の声に振り返ると、彼女は見たこともないほど眉を釣つり上げていた。

「早いですね、遠野さん。あの紙切れは？」

「ちゃんと全部剝がして捨てたわ。それより、さっきはどういうつもり？　新戸くんに稽古の見学を許すなんて」

「え！　ちょっと蘇我さん、新戸にそんなこと言ったんですか？」

　状況が飲み込めないまま続く会話に、もう口を挟む隙すきさえない。だが、その間にも蘇我は嵐士の肩を抱だいたまま離そうとしない。いくらなんでもこの状況は恥はずかしいと、せめてその手だけでも振り払はらおうとするが、さらに強い力で摑つかまれた。

「別にいいだろう、見学させるぐらい」

「よくないですよ！　こんな状況で新戸が来たら完全に嵐士を巻き込むじゃないですか」

「もうすでに巻き込んでるだろう」

「それでも、これ以上エスカレートしたらどうするつもりよ！」

　淡たん々たんと返す蘇我に向かって、高岡と遠野がくってかかる。何がなんだかもうわからない。誰だれかわかるように説明してくれ、と願っているとパンッと手を打つ乾かわいた音が響いた。

「はいはい、そこまで。嵐士くんが困ってるだろ」

　柊の声でようやく嵐士が取り残されたままだった会話の応おう酬しゆうが止まった。ほっと息を吐くと、柊が「ごめんね」と言いながら嵐士の前に立った。

「とりあえず遠野さんと高岡くんの言い分は後で聞くとして。蘇我、どういうつもり？」

「どうもこうも、エサがあるなら釣った方が早いだろ」

　言葉と共にグッと肩を抱だき寄せられた。ちょっと、と嵐士が目を見開くと、柊は冷静な表情で頷く。

「その考えには俺も同意だけど、事前に一言欲しかったな」

「同意なら事前も事後も関係ないだろ。本番前にさっさとカタをつけた方がいい」

「蘇我はそれでいいのか？」

「三味庵時代の膿うみなんざに長く付き合う必要はないだろ」

「うーん。しょうがないか……。嵐士くん、ごめんね」

　もう何がごめんで、何が起きてるのか一つもわからない。とりあえず、もうついていけない会話はやめてくれと、嵐士は何も理解していないまま頷いた。







　一ひと悶もん着ちやくあったが、とりあえず稽けい古こは終わっているのだから解散だと、柊が声をかけた。腹を立てた状態であれこれ言っていた遠野も、柊に宥なだめられ、まだ怒いかり半ばながらも渋しぶ々しぶ引き下がっていた。だが、嵐士はというと最初から最後まで取り残されたままだ。

　ほぼ全員が稽古場を出たあと、蘇我も車を回してくると言って嵐士より早く稽古場を出た。

　そして、残ったのは嵐士と柊の二人だ。おそらく、柊が最後まで残ったのはわざとだろうと思い、二人きりになった瞬しゆん間かん、嵐士は柊に声をかけた。

「……いろいろ、聞きたいことがあるんですけど」

「だろうね。できるだけ答えてあげるつもりだから、遠えん慮りよなく聞いて」

　やはり、柊は嵐士が話を聞きに来るだろうことをわかっていた。稽古場の壁かべに寄りかかったまま並んで立ち、嵐士は何をどう聞くべきかと息を吐く。

「新戸さんと、三味庵の関係って」

「うん。見てわかったと思うけど、最悪。まあ、新戸だけが悪いわけじゃないけどね。嵐士くんも経験ないかな、運とタイミングで一人だけ飛び抜けた役者が現れた劇団」

「……ああ」

　柊の言葉に、嵐士は眉まゆを寄せて俯うつむいた。嵐士自身、思い当たることがあった。容姿に恵めぐまれたことで他ほかの役者よりファンの付きが早く、目立つ役を与あたえられ、持ち上げられる。それを自分の実力だと思い上がり、調子づく。それは、三年前の嵐士が陥おちいりかけた状況だった。

「新戸はそこに事務所のバックがついてね。もう手がつけられない状態だったんだ」

　新戸はその華はなやかな容姿から三味庵に入団してすぐ固定ファンがつき、大手芸能事務所からスカウトがあったのだという。新戸は劇団員に一いつ切さいの相談もなく事務所と所属契けい約やくを結び、その後モデルやテレビの仕事も増えた。

「他の役者を育てるために新戸以外を主演にしようとすると、事務所からストップがかけられる。派手な殺陣たては怪け我がの危険があるからＮＧ。もうね、新戸は三味庵の役者じゃなく、完全なお客さん状態だった。でも、新戸の人気に便乗して三味庵の知名度が上がったところもあるから、俺たちも強く出られなかった」

　ふと、蘇我の言葉を思い出した。共演者を決めるのは運とタイミング、そしてプロデューサーやスポンサー。妥だ協きようできるものとできなかったもの。

「もう三味庵は続けられないと、みんなわかってた。そんなとき、ちょっとした事故があってね。それがきっかけで解散したけど、遅おそかれ早かれだったと思うよ」

「……三味庵の中では、そんなことが起こってたんですね」

　嵐士が知る三味庵は公演や演劇雑誌から得られる情報がすべてだ。劇団内部のいざこざなど表に出るはずもない。人気絶頂だと言われた三味庵の陰を知ってしまい、嵐士は複雑な思いのまま「もう一つ」と続ける。

「嫌いやがらせの犯人ですけど。……もしかして、新戸さんなんですか？」

「勘かん、いいね。断定はできないけど、俺たちはそれを疑っている」

　柊の言葉に、嵐士はやっぱりそうなのかと肩かたを落とした。

　新戸から嵐士を庇かばうような態度を示した柊と遠野。半ば強ごう引いんに蘇我との同居に持ち込んだこと。それらの行動が、犯人に目星をつけた上での行動だと思えば、納なつ得とくできた。

「実は、三味庵のころからこういう嫌がらせはたまに起きてたんだ。それも、俺が育てよう目立たせようとした役者に対して集中的に。大きな挫ざ折せつもなく駆かけ上がったせいか、新戸は自分が目立てない状況になると過か剰じように反発するんだ。だから、嫌がらせの類たぐいは新戸が犯人じゃないかって、薄うす々うす感じていた」

　身内の恥はじだね、と柊は自じ嘲ちようする。

「でも、これが幼よう稚ちな割りに巧こう妙みようというか。証しよう拠こを残さないんだよ……。おまけに新戸にはデカい事務所とスポンサーがバックについていたから俺たちも深く追つい及きゆうできなくて。解散して、新戸が抜ぬければもう終わると思ってたけど……、甘かったな」

「それで、俺がエサっすか」

「ご名答。あ、怒おこらないでよ。嵐士くんをエサにしたのは蘇我なんだから」

「いや、なんかもう、怒るとかそんなんじゃなくて、呆あきれてます」

　わかってみればくだらないと、嵐士は天てん井じようを仰あおぎ見た。三味庵時代の膿、くだらない嫌がらせ。そんなものに稽古の邪じや魔まをされるなんて冗じよう談だんじゃない。何より、蘇我の妥協しない舞ぶ台たいづくりが、そんなくだらないことに邪魔されていると思うと、どうしようもなく腹が立った。

　そのとき、嵐士の携けい帯たいがメールの受信を告げて鳴った。蘇我からだ。

　近くで待っていると書かれたメールを確かく認にんし、嵐士は柊に向き直る。

「事情はわかりました。こんなくだらないことをやめさせるためなら、エサにでもなんにでもなってやりますよ」

「はっは。頼たのもしい。でも、新戸の件に関しては俺の方でも動いてみるから、嵐士くんは舞台に集中してくれよ」

　もちろんですと笑ってから、嵐士は柊に頭を下げ、稽古場を出た。

　燻くすぶる苛いら立だちを抑おさえつつ、いつも待ち合わせているコンビニへ足早に向かうと、そこにはすでに蘇我の車があった。軽くノックしてから助手席に乗ると、蘇我は何も言わず発車させた。

　稽古の疲つかれもあって、帰りの車内は無言であることがほとんどだ。蘇我から促うながされ、遠慮なく寝ねることもある。だが、今日は珍めずらしく蘇我が口を開いた。

「柊から聞いたか」

「……まあ、大体は」

「そうか」

　前を見て運転する蘇我を理由なく見つめていると、ふと目が合った。

「悪かったな」

「なんで蘇我さんが謝るんですか」

「巻き込んだだろう」

　前を向き直った蘇我と視線が外れた。視線の合わない蘇我を見つめ続けるのは虚むなしく、外の風景に目を向ける。

「俺たちも、さすがに客演者にまで手を出すとは思ってなかった。もっと早く気づいていたら、家の窓も割られずに済んだかもしれない」

「そんなこと、別にどうでもいいですよ。送り迎むかえ付きの好条件で住ませてもらってますから」

　むしろ、突とつ然ぜん始まった同居で窓を割られていたことなんかすっかり忘れていた。それほど自分が蘇我との生活に馴な染じんでいたことを自覚してしまう。

「つか、謝るくせに俺のことをエサにするって矛む盾じゆんしてませんか？」

「手っ取り早いだろう」

「まあ、そうですけどね。柊さんの話を聞いて、俺も新戸さんに対して腹立ったんで。あの人黙だまらせるためなら協力しますよ」

　今回の件は別としても、新戸には初心者呼ばわりされた恨うらみもある。確かに嵐士は新戸と比べたら役者歴も出演作品数も半分以下だ。だが、嵐士にも今までに積み上げてきたものがある。

「稽古見学に来るってんなら丁度いいです。新戸さんのライカとは違ちがうって見せてやりますよ」

　これ以上新戸に邪魔をされてたまるか。怒りと共に窓の外を睨にらむと、蘇我がため息をつく。

「おまえがムキになってどうする。いつも通りやればいい。新戸ごときのせいでおまえの演技を乱すな」

「……そんなこと、わかってますよ」

　そうは返しつつも、この状じよう況きようで腹を立てない方が無理だ。

　柊の話や新戸が自分に対して挑ちよう発はつ的な態度を取っていること、一連の嫌がらせの犯人である可能性が高いこと。これだけでも、新戸に対しての怒りが湧わき上がる。だが、それ以上に嵐士の心に引っかかるものがあった。

（あいつはずっと、蘇我さんと共演していたはずなのに……）

　蘇我という役者を嵐士が意識した三年間、三味庵の公演は幾いく度どとなく観みていた。看板役者である新戸は、当然すべての舞台に出演している。そして、蘇我もだ。

　自分が知らないところで、蘇我は何度芝しば居いに対しての妥協を繰くり返したのか。それは、新戸のせいじゃないのか。すべては嵐士の想像でしかないのに、考えれば考えるほど苛立つ。

（だったら、俺がもっと早く蘇我さんと共演したかった）

　役者としてでもいい。殺陣たて師しとしてでもいい。蘇我が目指す舞台作りに、自分が役に立ちたかった。新戸ではなく、自分が。

　窓の外に流れる景色を見ながら、嵐士は膨ふくらんだ感情を抑え込み、息を吐はいた。







　壁かべ一面のＤＶＤから嵐士はエンカウントを選び、再生した。

　蘇我に自由に観ていいと言われてから、嵐士は勉強も兼かねて舞台のＤＶＤを何本も観ていた。だが、蘇我の家でエンカウントを観るのははじめてだ。

　ソファーに座り、何度も観たエンカウントをはじめて新戸の演技だけに集中して観る。

　新戸満の芝居には華がある。それが雑誌などでよく見かける、新戸に対する評価だ。嵐士も新戸の演技に対し、言葉通りの印象を受けていた。三味庵の役者でありながら、アイドルのような存在感だと。

　だが、役者内では新戸に対し顔だけ役者と辛しん辣らつな評価があったことも嵐士は知っていた。当時はまだ嵐士も役者として未熟で、新戸に対する僻ひがみだろうと軽く捉とらえていたが、役者として経験を積み、蘇我に殺陣を学んだ今、その評価がある意味正しいと感じる。

（客演のアイドルみたい、なんだよな）

　話題性や集客のため、知名度の高いアイドルを客演として起用することは多い。アイドルは舞台役者ではない分、元々の役者と比べると動きや演技に差が出る。だが、それを補う存在感や華があり、周りの役者もそれを活いかすように動く。だからこそ、両者をより引き立てることができるのだ。

　だが、それと同じ空気を新戸から感じると、やはり違い和わ感かんがある。決して新戸が下手というわけではない。それでも、新戸の殺陣たてを意識して観て、ようやく気づいた。

（怖こわいとも、生々しいとも思わないんだよな）

　新戸の殺陣は、あくまで殺陣だ。蘇我や他ほかの三味庵役者から感じるような恐きよう怖ふも、生々しさも感じない。新戸の動きはダンスか何かのようで、それは蘇我の目指す殺陣の動きではないと、今ならわかる。

「何を観ているのかと思えば」

　声をかけられ振ふり返ると、風ふ呂ろ上がりの蘇我に呆れ顔でため息をつかれた。

　いつからそこに居たのか、蘇我に見られる前に寝しん室しつに入る予定だったが、思わず夢中になっていたようだ。

「そこは勉強熱心だと言ってくださいよ」

「このライカとおまえのライカは違う。わかってるだろ」

「……殺陣とか、シンの演技は参考になりますから」

　ムキになるなと言われたばかりなのに、まだ新戸を意識しているのだとは気づかれたくない。誤ご魔ま化かすようにシンを引き合いに出すと、なぜか蘇我は眉まゆを寄せた。

「おまえはいつもそればかりだな」

「……は？」

「最初からおまえはシンのことばかりだ。三年前も、今も」

「それは、まあ……」

　何を今いま更さら、と頭をかく。初対面のときから共演を目標としていたことも、シンに勝ちたいと願っていたことも、蘇我には知られている。蘇我のこともシンのことも意識しすぎている自覚はあるが、その出会いがなければ今の自分はないのだから大目に見て欲しい。

　なぜ蘇我が不ふ機き嫌げんな顔をしているのかわからず戸と惑まどうと、唐とう突とつにテレビを消された。

「もう十分だろう。いつまでも初演にこだわってないで、今のエンカウントに集中しろ」

「そんなこと、言われなくてもわかってますよ」

　今のライカと初演のライカが違うことはわかっている。余計なお世話ですと、嵐士が顔を背そむけると、蘇我が隣となりに座った。

「それにしても、おまえは聞かないんだな」

「何を、ですか？」

「三味庵の解散のことだ」

「……ああ」

　蘇我の言葉に、嵐士は意外だと目を瞠みはる。柊から聞かれるならともかく、蘇我からその話題を振られるとは思っていなかった。

　稽けい古こがはじまったばかりの頃ころは、解散のわけを聞きたいとずっと思っていた。それでも、アルファの旗揚あげに向かって一丸となる姿を見るとどうしても聞けなかった。だが、今は聞かない理由がもう一つある。

「気になると言えば、気になります。でも、今はそれ以上にエンカウントを成功させることが大事です。余計なことを知って集中を切らすわけにはいきませんから」

　柊が聞きたいことに答えてくれると言ったとき、三味庵の解散や新戸の怪け我がに関しても聞くべきか悩なやんだ。だが、今更それを気にしてなんになる。過去を気にして悩むより、目の前の舞ぶ台たいに集中する方が重要だ。

「エンカウントを成功させるために必要な話なら聞きます。でも、そうじゃないなら聞きません。どんな事情があろうと、俺はシンに勝つライカを演じる。それは変わりませんから」

　解散の経けい緯いや新戸の件がどうであれ、引き受けた以上は役者としてやり遂とげる義務がある。念願だった蘇我との共演なのだ。今はただ、蘇我の理想とする舞台のために全力を尽つくしたい。

　自分が何をするべきかわかってますから、と笑ってみせる。すると、蘇我が目を瞠った。

「おまえは、本当に……」

「なんです？」

　珍めずらしく驚おどろいた表情を見せる蘇我に戸惑うと、やがて蘇我の目が柔やわらかく細められ、その優やさしい眼まな差ざしにどきりと胸が跳はねる。

　目が離はなせなくなって蘇我を見つめ返すと、ぐしゃぐしゃと頭を撫なで回された。

「ちょっ、何するんですか！」

「……おまえは、本当に馬ば鹿かだな」

「人がせっかく真ま面じ目めに話してるのに、馬鹿とか言いますか!?」

「馬鹿だろ」

　馬鹿馬鹿と繰り返し言われているはずなのに、声こわ音ねはどこまでも優しい。全く違ちがう言葉を言われているような気分になり、鼓こ動どうの速度が上がる。

「俺の未練を見み抜ぬくぐらい鋭するどいくせに、肝かん心じんなところは鈍にぶくて馬鹿だ」

　乱暴に頭を搔かき回していた手がゆっくりと頰ほおを撫でた。大切にされているような手つきにどうしようもなくときめいてしまう。今、絶対に顔が赤い。

　思わず顔を伏ふせると、ふわりと抱だきしめられた。

「蘇我さん!?」

「おまえがそういうヤツだから、守ってやりたくなる。……もう少し、頼たよれ」

「頼れって、そんな……」

　硬かたい筋肉質の腕うでに優しく包まれ、その温かさに胸が痛いほど鳴る。　>>>♥

「おまえは必ず俺の目の届くところに居ろ」

「な、なんで……」

「肝心なとき、守ってやれなかったら意味ねえだろうが」

　抱きしめられたまま囁ささやかれ、上うわ擦ずった声で馬鹿じゃないですかと呻うめく。

「女じゃあるまいし。蘇我さんに守ってもらわなくても、自分でなんとかできますよ」

　その熱い肌はだにくらくらして、思わず背中に手を回したくなる。どうしようと、震ふるえる手を伸のばしかけた。

「……主演だからな、もう少し自覚を持て。千秋楽が終わるまで気を抜ぬくな」

　その瞬しゆん間かん、すっと胸が冷えた。

（そうだ。俺は主演なんだから、蘇我さんにとっては守るのも優ゆう遇ぐうするのも当然、か）

　調子に乗るなと、嵐士は伸ばしかけた手を降ろし、硬く握にぎり締しめた。

　自分はあくまで客演者。この公演が終わったら、蘇我との繫つながりも切れてしまうのだろうか。

（それは、嫌いやだ、な……）

　素す直なおにそう思った。公演が終わればアルファのメンバーと過ごす時間も、蘇我と過ごす時間も終わる。それが、無む性しように寂さびしい。

　──俺の代わりのライカ役

　唐突に、新戸に言われたことを思い出し、嵐士は拳こぶしを握った。

（俺は、客演で三味庵の役者でも、ましてやアルファの役者でもない。……もし、新戸さんが怪我していなければ、ライカは誰だれが演じたんだろうか）

　ふと考えてしまったことが靄もやのように胸に広がり、息苦しくなる。何も言えなくなっていると、「嵐士？」と耳元で囁かれた。

　窺うかがうようなその声に耐たえられなくなり、嵐士は自分から蘇我を引き離した。

「子供じゃないんですから。蘇我さんに言われなくてもわかってます」

「おい、嵐士」

「やってみせますよ。蘇我さんが望むライカ。そのための客演ですから」

　一息に言い捨て、嵐士は寝室へ飛び込んだ。

（何言ってんだよ……）

　部屋のドアを閉め、そのままずるずると座り込む。

　いったい何をムキになっているのか。初演のライカが新戸だったことも、自分が単なる客演者にすぎないことも、はじめからわかっていたことだ。それなのに、千秋楽を迎むかえれば、自分はもう蘇我にとって必要ないのかと思うだけで、じくじくと胸が痛む。

　今までどれだけ客演を経験しても、こんな風に感じたことはない。

　ひんやりとした寝室に入っても、身体からだには蘇我の熱が残っている気がして胸が痛い。

（気にしないって、自分で言ったじゃねえか）

　三味庵解散のきっかけ、蘇我の役者引退。それらと新戸との関連はないのか。自分は……新戸の代わりなのか。

　何も知らない自分はあくまで部外者だと突つきつけられているようで、胸が苦しい。

（余計なこと考えてどうする。集中しろ……）

　客演者という立場を忘れてはいけない。これは三味庵の問題で、アルファの大事な旗揚げ公演なのだ。余計なことを考えず、自分は与あたえられた役に集中するべきだ。

　何度も自分に言い聞かせ、すっかり冷えた身体を抱きしめた。
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　やはりと言うべきか図ずう々ずうしいと言うべきか。早さつ速そく翌日の稽けい古こに新戸は現れた。

　稽古場に役者全員が揃そろい、さあはじめるかというタイミングで現れたときは、張り切りすぎだろうと嵐士は驚くを通り越こして苦く笑しようした。今は当然の様に自分用の椅い子すを出し、蘇我の横に座っている。

（偉えらそうに……）

　気味の悪いことに、新戸は特に口を挟はさむことなくただ静かに稽古を見学していた。そして、たまたま嵐士の視線が新戸に向くと必ず目が合う。それはつまり、彼がずっと嵐士の方を見ているということで、薄うす気き味み悪い。

（文句があるなら直接言えばいいだろうが）

　初心者呼ばわりしてきたぐらいなので、てっきり自分の演技に難なん癖くせをつけてくると思っていた。だが、難癖どころか新戸はここに来てからずっとうすら笑いを浮うかべているだけで、嵐士に声すらかけてこない。それがかえって不気味だ。

「嵐士、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　自分の出番を終え、新戸の方を一いつ切さい見ないように休きゆう憩けいをとっていた嵐士の横に高岡が座った。軽く会え釈しやくをすると、スポーツドリンクが手て渡わたされる。

「ああいうの腹立つよな。言いたいことがあるなら直接言ってこいってな。でもさ、そう言って新戸に食くって掛かかると、自意識過か剰じよう？　自信がないなら役を降りれば？　って言われるんだぜ。何度殴なぐり飛ばしてやろうと思ったか……」

「もしかして、高岡さんも？」

「ああ。証しよう拠こがない嫌がらせの被ひ害がい者しやってやつ。冗じよう談だんじゃないよな、まったく」

　巻き込んで本当にすまないと、これで元三味庵の役者全員から一度は謝罪されたことになり、嵐士は苦笑で返す。

「いいですよ。俺がエサになって釣つれるならそれはそれでスッキリしますし」

「そう言ってもらえると有り難がたいよ。まさか三味庵解散後まで新戸と関かかわることになるとは思ってなかったけど、俺としてもこの件はケリをつけておきたかったんだ。たぶん、蘇我さんもそう思ってる」

　高岡の言葉に、嵐士は視線を落とした。

（やっぱり、三味庵解散には新戸さんの件が絡からんでるんだろうな……）

　余計なことを考えるべきではないとわかっている。だが、三味庵メンバーと新戸の関係を見ていると、どうしても嫌な想像ばかりが膨ふくらんでしまう。

　ゆっくりと顔を上げ、思わず新戸を睨にらみつける。当然のように視線が合い、新戸は何食わぬ顔で笑えみを浮かべた。それがさらに嵐士の癇かんに障さわる。

「おい、嵐士！」

「は、はいっ」

　新戸を睨んでいると突とつ然ぜん蘇我から声をかけられた。慌あわてて立ち上がると、近づいてきた蘇我に肩かたを叩たたかれる。

「おまえ、柊との殺陣たて、やれるか？」

「できますけど、なんでわざわざ……」

　殺陣稽古の前にできるかどうかなんて聞かれたことはない。なぜわざわざ確かく認にんされるのかと訝いぶかしむと、蘇我が横目で新戸を見た。

「初演のときと嵐士の殺陣は全くの別物だ。それを見ると、あいつがなんか行動を起こす可能性がある」

「つまり、新戸さんの前でエサをチラつかせろってことですか」

「そういうことになるな」

　窺う蘇我の視線に、面おも白しろいと嵐士は口元を釣り上げる。うすら笑いを浮かべて何を考えているかわからない新戸をただ見ているだけなら、こっちから仕し掛かける方が気は楽だ。

「了りよう解かいです。あいつに今のライカを見せてやればいいんでしょ」

「変に力むな。いつも通りやればいい」

　気合いの入った目を蘇我に向けると、軽く頭を小こ突づかれた。だが、その感かん触しよくも嵐士の闘とう争そう心を抑おさえる力はなく、嵐士は蘇我の肩ごしにもう一度新戸を睨む。

　殺陣の演技に入るため小道具を用意し呼吸を整えていると、ふいに声をかけられた。

「やっと、樋口さんの殺陣が見られるね」

　いつの間に席を離はなれていたのか。突然声をかけてきた新戸に驚おどろくと、彼は不気味なほど綺き麗れいに笑った。

「気をつけてね。蘇我さんのせいで怪け我がしないように」

「蘇我さんのせいって、何が……」

「あっれ？　もしかして樋口さんは知らないのかな？　そうか、部外者だから当たり前だよね」

　さも自分は関係者だという口ぶりに、抑えている苛いら立だちが湧わき上がる。

「三味庵が解散した理由も、蘇我さんが役者を辞やめた理由も、俺の怪我のことも、樋口さんが知らないのは当然だよね。だって、樋口さんには関係ないから」

　神経を逆さか撫なでする言い方に言葉が詰つまる。確かに、自分はただの客演者だ。事情のすべてを知ることができない立場だということは理解している。だが、新戸が蘇我の何を知っているというのか。

　蘇我の事情をさもすべて知っているような言い方にどうしようもなく腹が立ち、反論しようと口を開きかけた瞬間、「嵐士！」と強く呼ばれた。

「蘇我さん……」

「新戸は余計な口出しをするな。嵐士はさっさと準備しろ」

　新戸から引き離されるように蘇我に腕うでを引かれ、嵐士はぐっと口を閉じた。深く息を吐はき、波立った感情を堪こらえ、使い慣れた小道具を手にする。

「はいはい。俺は大人しく見てますよ。それじゃあ樋口さん、気をつけて、頑がん張ばって」

　もう一度笑顔を浮かべてから、新戸は大人しく元いた場所へ座った。

　その姿を見届けてから、蘇我は低い声で嵐士に問いかける。

「……何を言われた」

「大したことじゃありません。安い挑ちよう発はつです」

　蘇我の言葉に、大丈夫だと頷うなずいて答える。

（そうだ、単なる挑発だ。余計なことを考えるな）

　あの意味ありげな言い方は、明らかに嵐士の動どう揺ようを狙ねらってのことだ。

（殺陣師に専念するために役者を引退したって、蘇我さん自身から聞いた話だろ。そんな蘇我さんのせいで怪我するとかありえないだろ）

　新戸の言葉などに惑まどわされず、蘇我から聞いた話だけを信じればいい。だが、だったら新戸の怪我の原因はなんなのだろうか。彼の怪我に関しては、稽古中の事故としか公表されていない。新戸が稽古をしていたときは、蘇我もまだ役者としてその場に立っていたはずだ。

　知っていることと知らないこと、その両方が頭の中で絡まり、新戸の言葉が耳から離れない。

（……馬ば鹿かか。これじゃあ新戸さんの思う壺つぼだろ）

　何度も深い呼吸を繰くり返しながら気持ちを切り替かえ、嵐士は自分の立ち位置に行った。

　衣い装しようは未完成のため稽古用のジャージ姿だが、小道具はすでに本番用の物を使用している。嵐士と同じように、本番用の槍やりを構えた柊と対たい峙じし、嵐士は感情を役へと切り替えた。

（俺と新戸さんのライカは違ちがう。俺はただ、それを見せつけてやればいい）

　蘇我が演技開始の声をかけた。その言葉を合図に、嵐士は目の前の柊を、敵のシンとして睨みつける。

『まさか、こんな形でシンと戦うなんてな』

『そうか？　俺は待ちくたびれたぞ。ライカと戦うこの日を、俺は十年待った』

　槍を振ふり上げたシンが、ライカに向かって真っ直すぐに振り下ろす。それを目の前で受け止め、ライカは息を吐いて後ろへ飛んだ。

『どうして。どうして裏切ったんだ、シン！』

『知りたければ、俺に勝てばいい』

『だったら……、そうさせてもらう！』

　今度は自分の番だと、ライカは太刀たちを構えてシンに斬きりかかる。斜しやに構えたシンの槍を振り下ろした剣けんで弾はじき飛ばし、体勢を崩くずしたシンを蹴けり飛ばす。

『はぁっ！』

　勢いをつけてシンの懐ふところに飛び込み、さらにその太刀で斬りかかろうとすると、すぐに体勢を整えたシンの槍が目の前に突つきつけられ、ライカは動きを止めた。だが、動きを止めるのは一いつ瞬しゆんで、ライカは怯ひるむどころかさらに武器に向かって踏ふみ込み、振り上げた太刀でシンの槍を弾き飛ばす。

　身体からだに染しみ込んだ殺陣の動きが、戦いという演技になり柊とぶつかり合う。シンに対して怯むどころか勝つという決意と共に戦う姿は、明らかに初演のライカとは別物だ。

　嵐士の身体もいつも以上に勢いよく動く。勢いに飲まれた嵐士は、口元を釣り上げ柊とその後ろに居た新戸をまとめて睨みつけた。

（これが、俺のライカだ）

　これが自分の演じるライカだ。初演とは、新戸とは別物だと見せつけるように、いつもより激しく、大きく身体が動く。勢いよく太刀を振り上げた瞬しゆん間かん、新戸の顔が嘲ちよう笑しように歪ゆがんだ。

（え……）

　その表情に、嵐士の足が一瞬止まる。

「嵐士！　やめろ！」

　蘇我の鋭するどい声が響ひびき、嵐士はその場に硬こう直ちよくした。訳がわからず肩で息を繰り返しながら蘇我を振り返ると、無表情のまま近づいてきた彼は嵐士の目の前で足を止める。

「蘇我、さん。なんで……」

　なぜ演技を止められたのか理解できない。自分の殺陣にミスはなかったはずだ。その思いで蘇我を見上げると、突然乾かわいた音が響いた。

「え……」

「蘇我！」

　乾いた音と共に柊が驚いた声を上げた。頰ほおが熱を上げジンジンと痛み出し、ようやく蘇我に殴なぐられたのだと気づく。

「嵐士。おまえ、何を考えている」

「何をって……」

「今自分がどこに立っているのか見てみろ」

　蘇我に言われ、ゆっくりと視線を下ろしていく。嵐士が立っている場所は完全にビニールテープの線を越こえていた。これが本番の劇場なら、舞ぶ台たいから落ちている位置だ。

「何度も言ったはずだ。立ち位置を見失うな。冷静さを欠くなと。おまえ今、何を考えて演じていた」

「あ……」

　蘇我の言葉に、嵐士は言葉を吞んだ。演じながら、動きながら、頭のどこかでずっと新戸への対たい抗こう意識があった。自分の演技は新戸とは違う。それを見せつけてやりたいと、ずっとそればかりを考えていた。演技の最中に、だ。

　言葉を失ったまま呆ぼう然ぜんとしていると、突とつ然ぜん場違いに明るい笑い声が響いた。

「あっはは。蘇我さん、叩たたいたら可哀かわい想そうですよ」

「新戸……」

「素人しろうとの樋口さんに難しいことさせておいて、そんな風に怒おこってたら殺陣師としてやっていけないんじゃないですか？」

　いつの間にか立ち上がっていた新戸が満面の笑えみを浮うかべている。その声は、硬直していた嵐士の胸に刺ささるが、未いまだ演技のショックから立ち直れず言葉が出てこない。

「部外者は黙だまってろ」

「部外者じゃないですよ。初演ライカ役という意味では俺は樋口さんの先せん輩ぱいだからね。で、その先輩から言わせてもらうなら、もっと樋口さんの殺陣たてを簡単にしてあげた方がいいんじゃない？　ほら、俺のときによくやってくれたようにね。素人の樋口さんにはそれぐらいの配はい慮りよがあってもいいんじゃない」

「黙ってろと言っている。嵐士、おまえはもう下がれ」

「え、でも」

　硬直したままだった嵐士の肩かたを押し、少し休めと耳打ちされた。だが、自分の方を見ながらヘラヘラと笑い続ける新戸から目が離はなせない。

「なにムキになってるんですか？　ああ、もしかして、事故のこと思い出しちゃいましたか？」

「新戸、いい加減に」

「柊さんも気をつけた方がいいですよ。無む茶ちやなことさせて、大事な客演さんに怪我させたらどうするんですか？　俺みたいに」

「新戸！」

　新戸の言葉を遮さえぎるように柊が声を荒あらげる。柊らしくない様子に目を瞠みはると、新戸はニヤついていた目を蘇我に向けた。

「俺みたいに、今度は樋口さんが怪我しちゃうかもしれませんよ。蘇我さんのせいで」

「……言いたいことはそれだけか」

　低い声を発した蘇我が、強い力で嵐士を引き寄せた。肩を抱だかれるような体勢に驚おどろいて蘇我を見上げると、彼は鋭い視線で新戸を睨にらみつけた。

「今日の稽けい古こはここまでだ。関係のない見学者はさっさと帰れ。高岡、下まで送ってやれ」

「はい。わかりました」

　それまで黙っていた高岡が険しい顔で頷き、新戸を促うながすように壁かべに立てかけていた杖つえを押し付ける。

「仕方ない。稽古が終わるって言うなら大人しく帰るよ。また見学に来てもいいですよね？」

「……好きにしろ」

「ちょっと、蘇我さん！」

　黙って従っていた高岡だが、蘇我の言葉に目を剝むいた。一度ならず二度までも見学を許すような蘇我の態度に高岡だけでなく、遠野も目を釣つり上げている。明らかに険悪な雰ふん囲い気きにも拘かかわらず、その元げん凶きようである新戸は関係ないと言わんばかりの笑顔で嵐士に向かって手を振った。

「じゃあまたね、樋口さん。次の稽古も頑がん張ばって」

　上じよう機き嫌げんな足取りで稽古場を出て行く姿を、嵐士は呆然と見送った。確実に帰ることを見届けるためか、高岡もその後を追うように稽古場を出て、居い心地ごこちの悪い静けさが稽古場に残る。

　沈ちん黙もくを破ったのは、蘇我の大きなため息だった。

「稽古は終わりだ。嵐士も少し休んで支し度たくしろ」

　肩を抱かれたまま耳元で囁ささやかれ、恐おそる恐る蘇我を見上げる。だが、その視線は合うことなく、蘇我は嵐士から離れた。

「柊、少し話がある」

「……わかった。みんなお疲つかれ様。片付けは俺がやっておくから、今日は上がっていいよ」

　硬直したままの稽古場の空気を動かすように、柊は二度手を叩いた。その音でようやく我に返ったメンバーは、複雑そうな視線を交かわしながらそれぞれの片付けと着き替がえをはじめていく。

　ただ一人、未だ動けない嵐士を除いて。

（なんだよ。これ……）

　自分の殺陣を見せつけてやろうと思った。新戸と自分のライカは違ちがう。それをわからせてやりたいと思って、演じて、その結果がこれなのか。蘇我に叩かれた頰は今もジンジンと熱を帯びて痛む。新戸から向けられた言葉の数々が、放心したまま動けない身体を追い詰つめていく。

　残るのは、惨みじめさだ。

「蘇我さん、あの！」

　柊と共に稽古場を離れようとしていた蘇我に慌あわてて声をかけた。その声に蘇我は振り返ってくれたが、見慣れたはずの無表情な蘇我の姿にさらに追い詰められる。

「……少ししたら戻もどる。適当に時間を潰つぶしていろ」

　それだけを言って、蘇我は柊と共に稽古場を出ていった。

（馬ば鹿かか、俺は。引き止めて……、何を言う気だったんだよ）

　爪つめが食い込むほど強く拳こぶしを握にぎり、俯うつむく。

「嵐士くん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「遠野さん……、すいません」

　心配して声をかけてくれた遠野を見ることさえできず、嵐士は視線を落としたまま呟つぶやいた。

「今日は、一人で帰ります。そう、蘇我さんに伝えてもらえませんか」

「でも……」

「大丈夫です。ちょっと、頭冷やして帰りたいだけですから」

　そう言い残し、嵐士は着替えも挨あい拶さつもそこそこに稽古場を出た。誰だれの顔も見ることができず、ただ痛む頰と虚むなしさだけが残った。







「久しぶりに来たと思ったら、すごい状じよう況きようだな」

「うるせえよ……」

　久しぶりに訪おとずれた奥の家のカウンター席で、嵐士は重苦しい息を吐はいた。

　いつになく気落ちした姿で来店した嵐士に、直哉はとりあえず飲めと言って、嵐士の好きな酒とつまみを手早く用意してくれた。無理に聞き出そうとはせず、嵐士が落ち着くまで待ってくれた直哉の優やさしさに素す直なおに感謝し、嵐士はぼそぼそと経けい緯いを説明した。直哉が用意してくれた氷で冷やした頰は、熱は引いたもののまだ痺しびれるような痛みが残っている。

「最近来ねえなとは思ってたが、あの嫌いやがらせにそんな裏があったとはな」

「……一応言っておくけど、決定じゃないからな」

「わかってるさ。でも、話を聞く限りほぼ確定だろ」

「なんかもう、どうでもいい。それより今は」

「芝しば居いのこと、だろ」

　直哉の言葉に頷うなずく代わりに、グラスの焼しよう酎ちゆうを一気に呷あおった。好みの銘めい柄がらを飲んでいるはずなのに、ひどく舌に苦い。

「あんな最低な気持ちで演じたのはあれがはじめてだ。しかも、客演で、蘇我さんの前で、あんなヤツの前で……」

　新戸への苛いら立だちが、すべて後こう悔かいになって跳はね返ってきた気分だ。何より嵐士を落ち込ませているのは、自分自身の演技。

　演技に入る前も、演技中でさえ、新戸のことが頭から離れなかった。新戸は、自分の知らない蘇我の何かを知っている。そのことに、どうしようもなく苛立った。その結果が、あの最低な芝居だと思うと、やりきれない。

「エサどころか相手の思う壺つぼになってりゃ、世話ねえよな。で、蘇我さんは今どうしてるんだ？」

「知らねえよ。柊さんと話があるってどっか行ったあと、俺はすぐここに来たし」

「今は同居してんだろ？　連れん絡らく入れておかなくて大丈夫なのか？」

「ガキじゃねえんだから。遠野さんに伝言頼たのんだし。終電までには帰るよ」

　できれば、今日は顔を合わせたくない。長く引きずりたくはないが、気持ちを立て直す時間ぐらいは必要だ。

「蘇我さん、怒ってるだろうな……。いや、怒ってたらまだマシか。呆あきれてるだろうな。俺を客演に選んだこと、後悔してるかもな……」

　蘇我にとって妥だ協きようのない作品にしたい、感謝を演技で示したいと思っていたはずなのに、これでは恩を仇あだで返すようなものだ。マイナス思考のループに俯くと、直哉が「まあ、飲めよ」と苦く笑しようした。

「ただでさえ急な客演だったのに、いろいろ重なりすぎだ。今日ぐらい息いき抜ぬきしておけ」

　空いたグラスに直哉が焼酎のボトルを傾かたむけてくる。だが、嵐士は首を振ふった。

「やめとく。これ以上飲んで明日の稽古に響ひびいたら、それこそ蘇我さんに顔向けできねえよ」

　こうして愚ぐ痴ちを聞いてくれるだけで十分だと、これ以上飲まない意思を示す。すると、なぜか直哉が小さく笑った。

「……なんだよ」

「ああ、悪い。馬鹿にしたわけじゃないぜ。ただ、ちょっと見ない間に変わったなと思ってさ」

「変わったって、何がだよ」

「蘇我さんのことを魔ま王おうだなんだ言ってたくせに、随ずい分ぶんと丸くなったじゃないか」

「……いろいろあったんだよ」

　蘇我への態度がすっかり変わっていることを指し摘てきされ、気まずさに視線を逸そらせる。

　酔よい覚ざまし用と出された烏ウー龍ロン茶を飲みながら、愚痴を交えつつあれこれ会話を続けると、気づけば終電の時間が近づいていた。帰るべきとわかっていても、嵐士の腰こしは重い。

　気持ちの切り替かえができていない以上、まだ蘇我と顔を合わせるのは気まずい。いっそ、久しぶりに自分の家へ帰るか。そんなことも悶もん々もんと考えていたそのときだった。突とつ然ぜん、隣となりの椅い子すがガタンと動いた。

「長い自棄やけ酒ざけだな」

「そ、蘇我さん!?」

　いきなり現れた蘇我の姿に思わず叫さけぶと、直哉は平然と「早いですね」と笑った。

「近くで時間を潰していたからな」

「それはそれは、ご苦労さんです」

　当たり前のように言葉を交わす二人に挟はさまれ、呆ほうけたまま直哉を見た。すると彼は携けい帯たいを掲かかげ、「俺が呼んだ」と返した。

「な、なんで。つか、いつ蘇我さんの連絡先……」

「まあ、それはいろいろあってな。ああ、蘇我さんもなんか食べます？」

「すぐ帰るから必要ない」

「ちょ、ちょっと待てよ。なんで蘇我さんを呼んだんだよ」

「このままだとおまえがちゃんと家に帰らない気がしてな。先手を打たせてもらったよ」

　満足したら大人しく帰れよ、と言い残し直哉は厨ちゆう房ぼうへと入ってしまった。しっかり話をしろという意味なのだろうが、今一番顔を合わせたくなかった相手と二人きりにされ、どうしたらいいかわからず俯いたまま硬こう直ちよくする。

　何も言えずに黙だまっていると、蘇我の方から口を開いた。

「殴なぐって悪かったな」

「やめてくださいよ。蘇我さんに謝られたら、立場ないじゃないですか……」

「おまえの失敗と俺が殴ったことは別だ。……腫はれてはないな」

　突然伸のびてきた蘇我の手が頰ほおに触ふれ、びくりと肩かたが跳ねた。蘇我の方を見ないようにさりげなくその手から離はなれる。

「冷やしたんで、大丈夫です……」

「そうか」

　大人しく下ろされた蘇我の手を名残なごり惜おしく見てしまう自分を叱しつ咤たし、俯いた。おそらく、蘇我は自分と共に帰るつもりだ。

（気まずいってこと、わかってくれよ……）

　あんなことがあった後で二人きりの状況は心底居たたまれない。居い心地ごこちの悪さにつまみとして食べていた漬つけ物を口にすると、もう一度蘇我から口を開いた。

「それから新戸の件だが、守ってやるどころか俺が状況を悪化させた。すまない」

「だ、だから！　なんで蘇我さんが謝るんですか。俺が悪いのに……」

「演技に関しては、おまえはもう自分で十分反省してるだろ。それに、原因となる状況を作ったのは俺の方だ。新戸の前で殺陣たてを見せることに、俺も多少気が立っていた。本来のライカの殺陣を見せれば新戸が何か仕し掛かけてくると思ったが、完全に裏目に出たな」

「本来の、って？」

　思わず聞き返すと、蘇我は眉まゆを寄せる。

「前にも話したな。芝居への妥協。俺がはじめて殺陣に対して妥協したのが、初演のエンカウントだった」

　タイミングよく、直哉が蘇我用にと烏龍茶と漬け物を出してくれた。空気を読んだのか、すぐに厨房へと戻もどる直哉を見送り、蘇我は続ける。

「新戸が丁度個人で売れて、天てん狗ぐになりはじめた頃ころだった。ライカの殺陣にあいつが文句をつけた。こんなもんできるかってな」

　三年前の新戸は殺陣も演技も今以上に未熟だった。だが、スポンサーからの要望もあり新戸の主演は決定した。そのことが、新戸の天狗に拍はく車しやをかけたのだという。

「自分ができる内容の殺陣にしろだとか喚わめいてな。さらには事務所まで出してきて、こんな殺陣をやって怪け我がでもしたらどうする、公演のあとは写真集の仕事も入っているんだとかなんとかいちゃもんつけてな……。その結果が初演のエンカウントだ」

　唐とう突とつに、初演の蘇我が思い浮うかんだ。千秋楽のカーテンコールで蘇我が言った「『エンカウント』は終わっていない」という言葉。あの言葉の真意が今ようやくわかった気がして、嵐士は拳こぶしを握にぎり締しめる。

「舞ぶ台たい上での観せ方や体格に合わせて殺陣に変へん更こうや修正が加わることは当たり前のことだ。だが、できないなんてくだらない理由で妥協を許したのは、あの公演が最初だった」

　その最初の妥協以降、更さらに調子に乗った新戸はその後の公演にも口を挟むようになった。結果として、主演が誰だれよりも簡単な殺陣で、周囲が余計に動くことで主演を引き立たせるように観せるという悪あく循じゆん環かんが生まれたのだという。

「だから、三味庵を解散して新たに一からはじめようと決めたとき、エンカウントからはじめることを決めた。今度こそ妥協しないエンカウントを創つくるため、それができるライカを探して、見つけたのが嵐士だ」

「え……」

　弾はじかれたように顔を上げると、蘇我の大きな手が頰に添そえられた。

「……俺は新戸さんの代わりじゃないんですか」

「馬ば鹿かかおまえは。俺が探して、ようやく見つけた役者だ。おまえの代わりなんか居るはずない。こんなことで潰つぶされるような役者じゃないだろ、おまえは」

　強い視線に射られ、酒に浮いた思考がぐらりと揺ゆれた。それと共に顔の熱まで上がり、それを隠かくすように蘇我の視線を避さけ、俯うつむいた。

　息苦しくなるほど胸が震ふるえ、湧わき上がる感情に嵐士は固く目を閉じる。

（もう、無理だろ、こんなの……）

　どうしようもなく、この男が好きだと思った。

　自分に向けてくれる信しん頼らいに息ができなくなるほど嬉うれしくなり、触れられると熱くなる。自分の演技を乱すほど新戸の言葉に動どう揺ようしたのも、間ま違ちがいなく新戸に対する嫉しつ妬とだ。

　今までずっと、尊敬とか目標とか別の言葉に置き換かえて考えないようにしていた。でも、そんな誤ご魔ま化かしを捨てて蘇我の目を見ると、どうしようもなく好きだとしか思えない。

（下手な誤魔化しは、もうやめだ）

　この男がどうしようもなく好きだ。役者としても、殺陣師としても、一人の男としても。尊敬もしているが、それを飛び越こえるほどに好きでたまらない。

　そんな相手の期待に応こたえるには自分の演技しかないだろうと、嵐士は思いっきり頭を下げた。

「今日は、本当にすいませんでした。あんな失敗は二度としません。俺は、本来の俺のライカをちゃんと演じます。新戸さんのこととか、もうどうでもいいです」

　自覚した思いや決意が綯ない交ぜになり、心臓がドクドクと脈を打って止まらない。それでも、きっと今しか言えないと一気にまくし立てる。

「俺は、蘇我さんが妥協しない作品を作るための役に立ちたいんです。アルファのみんなのためにも、俺がやるべきことをやって。ちゃんと俺のライカを演じます」

　深く頭を下げたまま、蘇我の反応を待った。大きなため息が聞こえ、思わず肩が跳はねる。すると、大きな手が頭に乗って、そのままぐしゃぐしゃと髪かみを搔かき回された。

「な、なんですか!?」

　驚おどろいて顔をあげると、硬い指が頰に触れ、優やさしく笑いかけられた。

「ああ、信じてる」

「……あ」

　眼まな差ざしから感じる熱と信頼に胸が締め付けられた。どうしようもないほど嬉しくて、緩ゆるむ頰に耐たえて頷うなずく。

「おーい。話はついたか？」

　明るい直哉の声が響ひびき、咄とつ嗟さに蘇我から離れた。二人の様子を見て、直哉はあれと目を開く。

「悪い。俺、邪じや魔ましたか？」

「アホか！」

　焦あせって首を振ると、直哉はにやりと意地悪く笑いながらも安心したように頷いた。

「スッキリしたようだな」

「……おかげさまで」

　嵐士の様子を一目見ただけで見み抜ぬいてしまう直哉には頭が上がらない。バツ悪く呟つぶやくと、表情を緩めた直哉に頭を小こ突づかれた。

「あんま心配させんなよ」

「悪い……」

　素す直なおに謝って頭を下げると、なぜか唐突に直哉の手が離れた。不自然な離れ方に驚いて顔をあげると、眉み間けんに皺しわを寄せた蘇我が「帰るぞ」と席を立つ。

「え、ちょっと……」

「待ってくださいよ、蘇我さん」

　慌あわてて立ち上がろうとすると、直哉が呼び止めた。

「そちらに事情があることも、蘇我さんがこいつを気き遣づかってくれてることもよくわかってます。でも、ちょっと加減してやってもらえませんかね。こんな演技バカな男でも、楽観クロニクルの看板なんです。大事にしてやってくださいよ」

「直哉？」

　彼らしくない絡からむような言い方に戸と惑まどう。だが、蘇我はそれに構わず嵐士の腕うでを摑つかんだ。

「言われなくてもわかっている。だが、今は俺の役者だ」

　無む理り矢や理り立たされ、もつれる足でなんとかついていく。わけがわからないと直哉を見れば、彼は耐え切れないように笑った。

「ほんと、顔に似合わず過保護な人だよ。大変だろうけど、舞台頑がん張ばれよな」

「ちょっ、直哉！」

　呆あきれた表情の直哉に手を振ふられ、嵐士は引きずられるまま店を出た。

　店を出た途と端たん、深夜の冷たい風が突つき刺ささる。風に頭を冷やされ、ハッとなって声を上げた。

「ちょっと待ってくださいよ。なんでこんな強ごう引いんに」

「用が終わったから帰るだけだ」

「そりゃそうかもしれませんけど……」

　いつも蘇我は強引なのだ。口を挟はさむ隙すきもない。不満をあらわに顔をしかめると、繫つながれた手を引かれた。

「こっちは千秋楽まで我が慢まんしてやってるんだ。大人しくしてろ」

「蘇我さんがいつ何を我慢したって言うんですか……」

　少なくとも、嵐士は蘇我が我慢しているなどと感じたことは一度もない。疲つかれた息を吐はくと、蘇我もまたため息をつく。

「少なくとも、気づいてないのは嵐士だけだろうな」

「……なんの話ですか」

「さあな」

　答える気のない返答に、嵐士は肩かたを落とす。

（たまにはちゃんと言ってくれよ……）

　客演に選んでもらえた理由も、自分が認めてもらえていることも、蘇我は聞かれるまで口にしてくれなかった。なんでもかんでも教えてもらえるとは思っていないが、いちいち振り回されるこっちの身にもなって欲しい。

（でも、千秋楽が終われば、それも終わるんだよな）

　一度でも共演したという縁えんは続くだろうが、こんなにも蘇我と接することはなくなるだろう。

　それでも今は、公演が最優先。その気持ちは変わらない。自覚した蘇我への想おもいも、千秋楽を迎むかえる寂さびしさも、二の次だ。

　繫いだ手の熱さを感じながら、嵐士は自覚したばかりの想いを胸の奥に押し込めた。
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　それから三日間、新戸は気味の悪いことに毎日見学に来た。だが、自分の芝しば居いに集中すると決めた嵐士の演技はもう揺らぐことはない。そのせいなのか、新戸が余計な言葉をかけてくることもなく、それがかえって不気味だったが、なるべく新戸のことは考えないようにしていた。

　本番二日前に迫せまった今日は、衣い装しようや道具もすべて揃そろい、本番で使用する舞ぶ台たいでの通し稽げい古こ、ゲネプロだ。客席には蘇我が居て、その隣となりに新戸が座ってはいたが、今いま更さらそんなことで集中力を乱したりはしない。

　時代劇を除き、殺陣たてやアクションを見せ場とする舞台の衣装は華か美びであることが多い。どこか中ちゆう華かファンタジーを思い起こさせる装そう飾しよくが多いエンカウントの衣装は、殺陣をより華やかに大きく見せることを計算したものだった。

　赤を基調とした本番用の衣装に身を包んだ嵐士は、舞台に立った瞬しゆん間かんからライカだった。

　台詞せりふも殺陣も、もう迷いはない。

　ゲネプロを終えた嵐士が蘇我のもとへ行くと、彼は珍めずらしいほどの笑え顔がおで迎えてくれた。

「問題ないな」

「当然です」

「偉えらそうにするな。最後の殺陣で後ろに飛んだとき、ちょっと滑すべっただろうが」

「やっぱ気づかれましたか。すぐ持ち直したんですけどね」

　激しい殺陣で役者の汗あせが落ちた舞台は、どんなに気をつけていても時折滑ることがある。衣装用の見た目が派手な靴くつは、安全面や滑り止めに関しては十分に考こう慮りよされているが、それでも滑るときは滑る。そうなったときの心得も、蘇我に教えられていた。

「すぐに立て直したのはよくやった。足は痛めてないか」

「それは大だい丈じよう夫ぶです。ただ、ちょっとだけ衣装の装飾減らせませんかね。武器と当たってたまに変な音が出るんですよ」

「わかった。それは伝えておく」

　ダメ出しをされることもなくなった今、ようやく対等に会話ができるようになったと感じていた。その様子を見ている柊からは、「本当に師し弟てい関係みたいだね」と笑われるほどだ。

　新戸の件が解決したわけではないが、余計なことを考えるよりは目の前に迫った本番に集中するべきだと気持ちを切り替かえている。とは言え、懸けん案あん事じ項こうを残したまま本番に臨のぞむのには抵てい抗こうがあった。相手の出方を待っているだけというのは、はっきり言って性しように合わない。いっそのこと自分が新戸を挑ちよう発はつするなり、新戸が嫌いやがらせの犯人だと吹ふっかけてみてはどうかと提案したが、それは蘇我と柊の両方から却きやつ下かされた。

　──余計なことしてうっかり蛇へびが出てきたらどうするの

　──おまえの下手な挑発が成功するとも思えんからな

　二人から言われた言葉を思い出し、嵐士はやるせない息を吐いた。

「何を考えている？」

「……新戸さんのことですよ。本番前に解決させときたかったなって」

「またその話か」

　蘇我に呆れたように笑われ、肩を叩たたかれる。

「おまえは本番のことだけ考えていればいい。新戸の件に関しては、俺も柊も考えていることがないわけじゃない」

「それって、どういうことですか」

　蘇我には何か考えがあるのだろうか。思わず聞き返すと、「集合」と柊の声が響いた。

「ほら、行くぞ」

「ちょっと、蘇我さん！」

　嵐士の問いかけに答えることなく、蘇我は舞台上へと向かった。柊が声をかけたことで、舞台には役者が続々と集まっている。

（ま、後で聞けばいいか）

　早く自分も行こうと走り出した瞬間、背後で小さな声が聞こえた気がして、振り返る。

　すると、今まで見たこともないほど表情を歪ゆがめた新戸に睨にらみつけられた。

「……こんなの、エンカウントじゃない」

　恨うらみのこもった低い声と鋭するどい目に思わず息を吞のむ。何か言うべきなのかと足を止めると、「嵐士！」と蘇我に呼ばれた。

「すいません。すぐ行きます！」

　慌てて舞台に向かって走り、もう一度横目で新戸を見ると、彼は客席から立ち上がり何も言わず出ていった。







　舞台上には役者を含ふくむ関係者全員が集まった。

　柊が話をはじめる直前、蘇我に新戸がどこかへ行ったことを伝えると、彼は黙だまって頷うなずき、柊に何か耳打ちしていた。

　柊と共に演出家がゲネプロで気づいた点を指し摘てきし、各自メモを取る。ゲネプロでの結果を元に明日最後の稽古を終えれば、いよいよ本番だ。ステージに集まった全員は、一様に真しん剣けんな目で、本番に向けて緊きん張ちよう感かんを高めていた。

（いよいよ、なんだよな）

　いろいろなことがあったが、もう明後日あさつてには本番だ。嵐士も今まで以上に気持ちを引き締しめ、指摘事項をメモしながら、自身も気づいた点を発言する。

「それじゃあ、蘇我から殺陣に関して何かある？」

　柊が一通り話し終えると、今度は蘇我へ話を振った。

「そうだな」

　そう呟つぶやいてから、蘇我もゲネプロを通して気づいたことを言っていく。実際のステージは、今まで稽古していたスタジオより僅わずかに広い。だが、かと言って今まで以上に大きく動こうとすると立ち位置を見失いやすくなる上、武器との距きよ離り感かんも取り辛づらくなる。あらかじめステージの広さを計算した上での振ふり付けだから、今までの稽古通りに行うこと、そして必ず立ち位置を見失わないことを念押しされる。

「それから、嵐士」

「はい！」

　自分への指摘事項だと思い、嵐士は顔を上げ真っ直すぐに蘇我を見た。視線が合った瞬間、それまで真剣な表情をしていた蘇我は、僅かに表情を緩ゆるめる。

「今日の殺陣、今までで一番良くできていた」

「……え」

「未経験だったおまえに、はじめからかなり難易度の高い要求をしていたことはわかっていた。それでも、よくついてきてくれた。感謝している」

「ちょ、ちょっと、やめてくださいよ」

　はじめて蘇我から手放しの賛辞を受け、本気で狼狽うろたえる。戸と惑まどう嵐士を他所よそに、舞台上では嵐士に向けた拍はく手しゆが起こり、嵐士は堪たまらず頭を下げた。

「あ、ありがとうございます。まだまだ未熟な俺にこんな大役を与あたえていただいて、本当に感謝しています。蘇我さんにも、一から教えていただいて、すごくいい経験をさせてもらっています。アルファ旗揚あげ公演、必ず成功させましょう。よろしくお願いします」

　贈おくられる拍手に応こたえる様に力強く言って、嵐士はもう一度頭を下げる。すると、後ろから肩かたを抱だかれた。

「そんなに固くなるなよ、嵐士。でも、いい舞台にしような」

　満面の笑みを浮うかべる高岡に頭を撫なで回され、「痛いですよ」と苦く笑しようする。そんな二人の様子を見て、笑い声が広がる。こんな風に打ち解けることができて嬉うれしい半面、もうすぐアルファのメンバーと過ごす時間、蘇我と過ごす時間も終わってしまうのかと思うと、寂さびしい。

　考えないようにしていた切なさがこみ上げ、ぐっと奥歯を嚙かみ締めると、突とつ然ぜん強い力で引き寄せられた。

「高岡、いつまでふざけている」

「蘇我さん？」

　引き寄せられたかと思うと、そのまま肩を抱かれる。高岡よりも強い力で抱き寄せられ、その至近距きよ離りに戸惑うと、様子を見ていた柊が珍しく声を上げて笑った。

「蘇我は本当に心が狭せまいね」

「嵐士に対して限定ですけどね」

　狼狽える嵐士を他所よそに、柊も高岡も蘇我をからかうように笑っている。蘇我のスキンシップが多いのは前からだが、さすがに皆みんなに見られている状じよう況きようはいたたまれない。勘かん弁べんしてくださいと逃にげようとすると、耳元で「ありがとう」と囁ささやかれた。

「おまえのおかげで、俺はやっと本当のエンカウントを形にできた。それは、元三味庵のメンバー全員が同じ想おもいだ」

「や、やめてくださいって。そういう話はせめて全公演終わったあとにしてください」

　本気で照れて顔を真っ赤に染める嵐士を見て、周りも賑にぎやかな笑い声を上げた。ゲネプロを終え、舞ぶ台たいの成功を確信するような明るい雰ふん囲い気きに、嵐士も嬉しくなって釣つられて笑う。

「こんなの、俺のエンカウントじゃない！」

　突然荒あら々あらしい声が響ひびき、水を打ったように静まり返った。

　全員が驚おどろきの視線を向けた先に、身体からだを戦慄わななかせながら舞台に立つ新戸がいた。いつの間に舞台に上がったのか、驚いて息を吞むと、蘇我が庇かばうように嵐士の前に出る。

「あんなの、ライカじゃない。俺のエンカウントはこんな公演じゃなかった！」

　肩を震ふるわせ、顔が歪むほど両目を釣り上げた新戸の叫さけびに、嵐士は息を吞んだ。だが、作り笑いさえできない新戸の様子に、本来のエンカウントの姿が新戸の心を揺ゆさぶったのだとわかり、嵐士は意を決して蘇我の肩を叩く。

「新戸さんのエンカウントじゃなくて当然ですよ。これは、アルファの旗揚げ公演であって、俺たちが新しく作るエンカウントです。いつまでも、初演のエンカウントと同列に見ないでください」

　嵐士が反論するのは意外だったのか、新戸は驚いた表情で嵐士を見た。蘇我に向かって大丈夫だからと頷き、新戸の前に出る。

（これ以上、邪じや魔まされてたまるか）

　さっきまでの明るい雰囲気を壊こわされた怒いかりで、嵐士は新戸を睨みつけた。自分に贈られた拍手は、アルファのメンバーが本来のエンカウント公演を望んでいた証明でもある。そんな彼らの想いを無下にし続けてきた新戸に、とっくに我が慢まんは限界だ。

「あなたがいつまでも三味庵を引きずるのは勝手です。でも、アルファの旗揚げ公演に口出しはしないでください。新戸さんは、アルファにとって部外者です」

　努めて冷静に、それでも目だけは鋭く新戸を睨みつけるまま言葉を続ける。周りの空気が張り詰つめていくことがわかるが、誰だれも嵐士を止めようとはしない。それは、皆が同じ想いを持っているからだ。

「おまえなんか、何も知らないくせに……。そうですよね、蘇我さん！」

　苦々しい声を発した新戸は突然蘇我に矛ほこ先さきを向けた。思わず蘇我を振り返るが、彼もまた冷静な表情で新戸を見返している。

「俺の怪け我がも三味庵の解散も、全部蘇我さんが悪いのに。なんで俺が責められなくちゃいけないんだ。なんでこんな素人しろうとがライカを演じるんだ。誰のおかげで、三味庵が……あんたらが有名になれたと思ってるんだ！」

　作り物の笑え顔がおの下に隠かくれていた本音が溢あふれ出し、見たこともないほど表情を歪めた新戸に嵐士も戸惑う。それに、解散も事故もなぜ蘇我のせいだと新戸は言うのか。反応できずに立ち尽つくしていると、新戸の視線が嵐士に向き、彼は気味悪く口元を歪めた。

「あんたは知らないだろ。稽古中、蘇我さんが殺陣たてでミスをして俺は舞台から落ちた。そしてこの怪我だ。俺が居ないと三味庵の人気は落ちる。だから解散になったんだ！　蘇我さんは俺に怪我をさせた責任で役者を引退した。当然のことだろ？」

　まるでスポットを浴びる主役のように新戸は叫んだ。でもそれは、嵐士の目には滑こつ稽けいな悪役の末路にしか見えず、眉まゆをひそめた。新戸の言葉は今まで柊や蘇我から聞いた話とは嚙み合わない。三味庵の解散になんらかのきっかけがあったことは知っているが、それでも解散は遅おそかれ早かれだったと柊は言った。蘇我のことにしても、新戸の言うような理由で引退を決めるとは思えない。誰の話を信用できるか。そんなこと、考えるまでもない。

「それなのに、俺が抜ぬけてすぐにアルファとして活動再開？　旗揚げ公演がエンカウント？　そんな馬ば鹿かなことがあっていいはずない！　主演は俺じゃなくちゃ意味がないんだ。活動再開するなら俺をアルファに入れるべきなんだ。それが当然だろ！」

　いつの間にか新戸は持っていた杖つえを投げ捨て、しっかりと自分の足で立っている。ちゃんと立ち上がり、こんな長なが台詞ぜりふを淀よどみなく言えるならさっさと復帰でもなんでもすればいいだろうと、嵐士は鼻で笑った。

「……何がおかしい」

「ああ、そうですね。新戸さんが惨みじめだな、と思って」

　激げつ昂こうした新戸を見て、嵐士はあえて笑った。

　これだけ新戸がまくし立てたあとで、自分が大人しくしている必要などない。

「新戸さん的には、俺は部外者なんでしょ？　だったら、部外者の立場から客観的に言わせてもらうと、これは完全に新戸さんの惨めな一人芝しば居いです。蘇我さんのミスで舞台から落ちたとか言ってましたけど、落ちたのは新戸さんでしょ？　それなのに、よくそれだけ開き直れますね。恥はずかしくないんですか？」

「恥ずかしい？　なんで俺が」

「舞台から落ちるなんて、役者としては絶対にやってはいけないことです。おまけに、それが原因で公演も中止になったなら、俺は申し訳なくてもう同じ劇団の仲間に顔向けできないぐらい落ち込みますよ。それなのに、よく堂々と顔を出せますね」

「だから、怪我の原因が蘇我さんだって言ってるだろ。俺の話、聞いてないのか？」

　話の通じないやつだと新戸は冷ややかな目を嵐士に向けた。だが、わかってないのは新戸の方だと嵐士は息を吐はく。

「どんな状況であれ、舞台上で起きたことは連帯責任でしょ。それを誰か一人の責任にするなんておかしいって、なんでわからないんですか。話を聞いていると、新戸さん一人が蘇我さんに失敗を擦なすりつけているようにしか聞こえないんですけど」

「なっ……」

「まあ、これは俺の客観的な意見ですけど。でも、自分が抜けたから劇団が解散したなんて、あんまり大きな声で言わない方がいいですよ。たった一人の役者の力で成立するほど舞台は甘くない。自分が舞台を引っ張ってるだなんて、そんな自意識過か剰じような役者、他ほかでは使ってもらえませんからね」

　事務所のバックがあれば別かもしれませんが、と皮肉を付け足して言い放つ。言いすぎだとわかっていても、こちらにも嫌いやがらせを受けた恨うらみはあるし、何より蘇我やアルファの足を引っ張るようなことをしていることだけは許せない。

　言葉さえ出てこないほどの怒りで震えている新戸を見つめ、くだらないなと呟つぶやく。

「なんか、聞けば聞くほど俺って関係ないですね。あとはもう関係者の方々でケリをつけてください。俺としては、さっさと舞台だけに集中したいんですよ」

　もうこれで話は終わりだと、静まり返るステージの上で嵐士はそれじゃあと頭を下げる。

「俺、ちょっと外で時間潰つぶしてきます。その間、話し合うなり話を終えるなり、ご自由に」

　嫌がらせだ事故だに振ふり回されたが、蓋ふたを開けてみれば完全な新戸の被ひ害がい妄もう想そうな一人芝居に巻き込まれただけではないか。これが三味庵の膿うみだというのなら、さっさと解決すればいい。

　好き勝手言ってすいませんでした、とアルファのメンバーに向けて頭を下げ、嵐士は背を向けて歩き始めた。本音と挑ちよう発はつを混ぜて向けた言葉だったが、ここまで言われては新戸も三味庵も、何も話さずに終えることはできないだろう。

　部外者が口を挟はさむことではないとわかっているが、こんなわだかまりをアルファになってまで引きずって欲しくはない。

　嵐士が舞台を降りようとした、その瞬しゆん間かんだった。

「嵐士！」

　呼ばれたことと背中に衝しよう撃げきを感じて視界が傾かたむくこと、すべてが同時だった。

　身体が傾くと共に客席が目前に迫せまり、重力に従い身体が落ちる。すべてがスローモーションで動き、咄とつ嗟さに衝撃に備えた身体が竦すくむ。だが、それは急に引っ張られた力で突然止まった。

「嵐士、大だい丈じよう夫ぶか」

　何が起きたのかわからず、呆ほうけたまま周囲を見る。なぜか新戸が尻しりもちをつく格好で舞台上に座り込んでおり、その新戸を押さえる様に高岡が羽は交がい締じめにしている。自分は、と思うと舞台に倒たおれこむような不自然な体勢で蘇我に抱だき支えられていた。

「おい、嵐士！　どこも怪我はないのか？　ちゃんと言え！」

「え、あ、大丈夫、です」

　耳元で怒ど鳴なられ、肩かたを震わせながら自分の身体を確かく認にんする。別にどこもぶつけていないし、痛いところもない。むしろ、男一人の体重を支えている蘇我の方が苦しそうに眉み間けんに皺しわを寄せている。自分の足でバランスを整えて立ち上がり、ようやく事態が飲み込めてきた。

（俺、突つき飛ばされたのか？　新戸さんに？）

　舞台から落ちる寸前、蘇我が自分を助けてくれたのか。ゆっくりと新戸を見ると、彼は目を血走らせ嵐士を睨にらみつけた。

「なんでおまえみたいなヤツが居るんだ。俺と同じ看板役者のくせに他の劇団からも客演に誘さそわれて、殺陣だってできて、そのくせ嫌がらせだって平気な顔して受け流しやがって。なんでそこに立つのが俺じゃないんだ！」

　蘇我にでも三味庵にでもなく、自分に対して突き刺さすように向かってくる悪意に目を見開く。新戸の声は、震えていた。

「おまえも怪我でもなんでもして役者で居られなくなればいいんだ。スケジュールが空いて、仕事もなくなって、そのうち事務所からの連れん絡らくも入らなくなって、そうやって堕おちてくればいいんだ！」

「……だから、家に石を投げ込んで、俺を突き飛ばしたのかよ」

「そうだ！　なのにおまえはヘラヘラしやがって。蘇我さんや柊さんに庇かばわれて。なんなんだよ！　俺とおまえ、何がそんなに違ちがうんだよ！」

　呆ぼう然ぜんと新戸の言葉を聞きながら、悔くやしいことに彼の言葉が理解できた。看板役者として持ち上げられることになって、周囲が変わることはあった。当然、天てん狗ぐにだってなりそうになる。でも、嵐士がそうならずに済んだのは直哉や支えてくれる仲間の存在と、蘇我から得た高い目標があったからこそだ。

　おそらく、新戸にはそのどちらもなかった。そして、何も持たないまま、役者としての休止を余よ儀ぎなくされる。突とつ然ぜん仕事がなくなる恐きよう怖ふは、同じ役者の嵐士にも身近にあるものだ。

「言いたいことは、それだけか」

　蘇我の低い声に、新戸は肩を震ふるわせた。　>>>♥

「おまえと嵐士、どこが違うのか稽けい古こを見てもわからなかったか。こいつ自身が誰だれよりも自分の芝居に妥だ協きようしない。だから、周りもついていくんだろうが」

　言いながら蘇我は嵐士の前に立った。その背中から竦みそうになるほどの怒いかりを感じ、思わず肩が跳はねる。

「おまえをそう育てられなかったのは俺たちにも責任がある。嵐士の言葉を借りるなら連帯責任だな。三味庵の解散は俺たちなりのケジメだと話し合った上でのことだった。新戸、おまえもそれはわかっているはずだ」

「それは……」

「おまえが俺や三味庵をどう言おうと好きにすればいい。それは、新戸という役者の道を歪ゆがめた俺にも責任があることだ。だが、それもここまでだ」

　蘇我の言葉に、新戸は声も上げず涙なみだを流した。すると、それまで黙だまっていた柊がふと嵐士とさらにその後ろに視線を向け、小さく頷うなずく。

「蘇我、来たよ」

　その言葉に嵐士が振り返ると、いつからそこに居たのか、客席に見知らぬスーツ姿の男性が二人立っていた。

　誰だれだ、と訝いぶかしむと新戸の震える声が響ひびいた。

「マネージャー……。それに、社長まで。なんで……」

「俺が呼んだ。こんなところまでご足労いただき、ありがとうございます」

　客席の二人に向かい、柊は丁てい寧ねいに頭を下げた。すると、頭を下げられた二人はさらに深々と頭を下げ、そして嵐士を見た。

「こちらこそ。所属タレントがご迷めい惑わくをお掛かけ致いたしまして。大変、申し訳ありませんでした」

　より年配に見える男性が嵐士に向かって謝罪をする横で、もう一人はなおも頭を下げたまま肩を震わせていた。おそらく、肩を震わせている彼の方がマネージャーだろう。

「以前申し上げましたように、やはり新戸が犯人でした。彼の自白も録音しております。必要であれば差し上げますが」

　いつから持っていたのか、柊は小型のボイスレコーダーを掲かかげてみせた。だが、年配の男性──おそらく社長──は首を振って辞退した。

「それは、今後何かあったときのために、そちらで保管してください。我々には、この状じよう況きようで証しよう拠ことしては十分です」

「社長、ま、待ってください。俺は……」

「ここではあれですから、場所を変えて話しましょう。嵐士くん、君には後でちゃんと連絡するからこの場は引いてくれるかな。今は、舞ぶ台たいのことだけに集中して欲しい」

　新戸の言葉を遮さえぎるように響いた柊の冷静な声に、嵐士は訳もわからぬまま頷いた。聞きたいことは山ほどあるが、舞台を引き合いに出されては優先順位は決まっている。

「帰るぞ、嵐士」

「うわっ。え、蘇我さん？」

　まさかそう言われるとは思わず、噓うそだろうと目を丸くすると有う無むを言わせず、蘇我は嵐士を引っ張って歩き、劇場を出た。

　帰る直前、泣きはらした新戸と目が合ったが、嵐士はもう何も言わなかった。







　蘇我の家に向かう車の中で、嵐士の知らなかったことを蘇我が教えてくれた。

　このままでは本番まで新戸の問題を引っ張る可能性があると判断した柊と蘇我の二人で、新戸の所属事務所に連絡を取っていたこと。実は新戸の怪け我がはとっくに治っていたのだが、本人がリハビリを言い訳に休止期間を延長していたこと。世間から新戸という役者を消さないよう、事務所が怪我をしていてもできるような対談やラジオの仕事を取っても、本人が仕事を受けようとしなかったこと。

　事務所から得た話とアルファの情報とを合わせ、事務所として新戸の行動に制限をかけることはできないかと話し合っていたそうだ。証拠がない以上、嵐士への接近禁止を言い渡わたすことは難しいが、少なくとも新戸が公演を観に来ることがないよう事務所側へ話を通していた。

　さらに、エンカウント公演を観れば新戸が何かしら行動に出る可能性があると予測した柊は、事前に社長とマネージャーに対しゲネプロに来てもらえないか打だ診しんしていたのだと言う。

　ある程度予測していたことと全くの予想外なことが混ざり合い、複雑ともあっけないとも取れる状況に、嵐士はただ無言のまま蘇我の家に戻もどってきた。蘇我に何か言うでもなくソファーに座りぼんやりとしていると、二人分のコーヒーを持った蘇我が隣となりに座る。

「おまえはどうしたい？」

「え……」

「三味庵の問題は別として、今回の被ひ害がい者しやは嵐士一人だ。おまえが訴うつたえると言えばそれもできるだろう。おまえの家に石を投げたことや今回突き飛ばしたことは無傷で済んだことが奇き跡せきと言っていい内容だ。傷害事件として訴える権利はおまえにある」

「それは、そうかもしれませんけど……」

　蘇我に言われて、今やっと自分が被害者なのだと実感した。投げ込まれた石や割れたガラスで怪我する可能性は十分にあった。舞台から突き飛ばされたときも、もし蘇我が助けてくれなければ公演に支障が出る可能性もあっただろう。

　だが、そのすべてを幸運にも無傷でやり過ごすことができた嵐士が今感じているのは、新戸に対する同情だ。

（柊さんの話聞いて腹立ってたはずなのにな。蘇我さんのことにしたって……）

　新戸のしたことを許す気はない。一歩間ま違ちがえば本当に危なかったのだ。だが、憎にくみきれないのはどうしてもその境きよう遇ぐうが理解できてしまうから。周囲の変化や、役者という立場の危あやうさ、そして突然仕事を失う恐怖。

「蘇我さんは、どうした方がいいと思いますか」

「嵐士が決めることだ」

　覇は気きのない嵐士の声に、容よう赦しやなく鞭むちが飛んでくる。三味庵の問題でもあるだろうと言えば、嵐士の返答次し第だいだと返された。

（そんなこと言われてもさ……）

　訴えるだとか傷害事件だとか、事を荒あら立だてるのは正直言うと面めん倒どうなのだ。

　元々、嫌いやがらせのことよりも三味庵の解散理由だとか、蘇我の引退に新戸は関係あるのかとか、そちらの方が嵐士にとっては重要だった。かと言って、このまま何もなく許していいことなのかも判断できない。

　答えを出せないまま俯うつむいていると、蘇我の携けい帯たいが着信を告げて鳴った。一いつ瞬しゆん視線を合わせ、嵐士が無言で頷くと、蘇我はその場で電話を受ける。

「柊か。ああ、もう家に戻っている。嵐士も一いつ緒しよだ。話はついたのか？」

　すぐ隣に座る嵐士にも柊が何か言っていることはわかる。でも、会話の中身までは聞き取れない。大人しく通話が終わるのを待っていると、突然目の前に蘇我の携帯が差し出された。

「柊からだ。嵐士に確かく認にんしたいことがあると」

「……はい」

　まだ何も考えがまとまっていないのに、と躊躇ためらいながらも嵐士は蘇我の携帯を受け取った。

「もしもし」

『ああ、嵐士くん。ごめんね、本当にいろいろと』

　開口一番に謝られ、嵐士は苦く笑しようしながら「平気です」と答えた。柊は順を追って嵐士が蘇我と共にあの場を離はなれた後のことを話してくれた。

　新戸と事務所の者と柊とで話をしたこと。新戸が嵐士に対して行ったすべての嫌がらせを事実だと認めたこと。そして、嵐士の事務所にも連れん絡らくを入れたと聞かされたときは、思わず声を上げた。

「なんで俺の事務所にまで……」

『大事な役者を借りているし、嵐士くんも家に石が投げ込まれたことは事務所に報告を入れていただろ。被ひ害がい届だって出しているんだから、黙っているわけにはいかないよ』

　それはわかってくれるよね、と言われ黙って頷いた。事を荒立てたくはなかったが、誤ご魔ま化かしていいこととそうではないことがあると諭さとされ、嵐士は眉まゆを寄せる。

『嵐士くんの事務所側はね、今まさに力を入れている役者の変なスキャンダルを表おもて沙ざ汰たにしたくないと言っていたよ。それで、これは俺と新戸の事務所と嵐士くんの事務所からの共通の提案なんだけど』

　事務所側が事を荒立てない方向であることにほっと息をつき、「はい」と頷く。

『今回の件、示談という形にさせてもらえないかな。嵐士くんの事務所と嵐士くん個人に慰い謝しや料りようを払はらうって形で』

「事務所がそう決めたなら、俺はその通りで構いません」

『うん。嵐士くんならそう言うと思った。でも、俺たちとしては嵐士くんがどう思ってるのか聞きたいんだ』

　せっかくいい折せつ衷ちゆう案を貰もらえたと思ったのに、結局は自分に意見を求められるのか。思わず蘇我の方を見ると、彼は「言いたいことを言えばいい」と頷いた。

「……俺としては、示談で構いません。むしろ、こんなことを長引かせたくはありません。ただし、俺からいくつか新戸さんに要望があります」

『どうぞ。言って』

「今後、三味庵の解散や事故に関かかわることを曲解した形で口外しないこと。事実以外のことを口にしないこと」

『わかった、伝えておく。他ほかには？』

「他に……」

　言葉を探し、嵐士は蘇我を見た。その目を真っ直すぐに見つめたまま、嵐士は口を開く。

「自分の演技に、仕事に対して妥だ協きようしないこと。それだけです」

　その後は確認事をいくつか柊に問われるまま答え、あとはすべて事務所と柊の判断に任せると告げて通話を切った。その途と端たん、大きな手に頭をぐりぐりと搔かき回された。

「おまえは、本当に……」

「な、なんですか。ちょっ、痛いですって」

　容赦ない力で撫なで回され、さすがに抗こう議ぎの声を上げる。すると蘇我はゆっくりと手を離し、真ま面じ目めな顔で嵐士と向き合った。

「巻き込んだこと、本当に悪かったと思っている。結局、嵐士を二度も危険な目に遭あわせた」

「別に、もう済んだことだからいいです。それに、助けてもらってますから」

　突つき落とされかけた嵐士を助けてくれたのは蘇我だ。まだ礼を言っていなかったと頭を下げようとすると、硬かたい指に唇くちびるを押さえられた。

「おまえには、迷めい惑わくをかけただけじゃなく助けられもした。礼を言うのは俺の方だ」

「助けたって、俺は別に何も……」

「三味庵で片付けるべきだった問題を終わらせてくれたのはおまえだ。連帯責任だって、わかっていたくせにそれを新戸に教えることができなかった。それをやったのはおまえだ」

　ありがとう、と低く柔やわらかい声で告げられ一気に顔が熱くなった。礼を言われるようなことじゃないと、声も出せず首を振ふる。

　あのときは勢い任せで出た言葉だったが、嵐士にとってはその一言に尽つきる問題だと思えた。それに、そう言えたのは蘇我のおかげでもある。

「……そんなの、蘇我さんだけが悪いわけじゃないんだから、当たり前です」

「なんで、そう思った」

「あれだけ俺に冷静でいろとか、立ち位置を見失うなって言い続けた人が、役者が舞ぶ台たいから落ちるような距きよ離りまで追い詰つめるとは思えませんからね。それなのに、蘇我さんが悪いなんて一方的に決め付けるのはおかしいですよ」

　新戸が蘇我のミスで舞台から落ちたのだと言ったとき、瞬しゆん時じにありえないと思った。少なくとも、嵐士が見てきた蘇我はそんなミスをするような男ではない。短い稽けい古こ期間だったが、蘇我は誰だれよりも安全面に気を配り、役者の些さ細さいな動きの違い和わ感かんも見み逃のがさなかった。あれは、事故がきっかけとなって身につけた浅いものではなく、殺陣たて師しとしての心構えなのだろう。

　だからこそ、嵐士は蘇我が悪いと一方的に決め付けている新戸に真っ向から反論できた。

「俺やっと蘇我さんが役者じゃなくて殺陣師を選んだ理由がわかった気がします。蘇我さんは、教える側の人なんですね。だからこそ、誰よりも安全にこだわるし、新戸さんを役者として育てきれなかったことに後こう悔かいがある。だから、新戸さんを強く責めることもできなかった」

　蘇我が役者を引退すると決めた原因が新戸だったことは、正直言うと気に入らない。それでも、きっと蘇我は遅おそかれ早かれ育てる側の人になったと思う。蘇我のことを知った今だからこそ、嵐士はそう素す直なおに認めることができた。

　いつだったか、蘇我は不器用だけど優やさしい人だと聞いた。はじめは不器用も優しいも蘇我とは程ほど遠い言葉だと感じたのに、今はその意味がよくわかる。

　そして、そんな蘇我を心底好きだと思った。だからこそ、もし自分が少しでも蘇我のわだかまりを消す役に立ったのなら、嬉うれしい。

「いろいろわかったし、新戸さんが認めましたから。俺としてはもう十分です」

　散々振り回されもしたが、公演前に片付いてよかったと心から思う。

（公演が終わったあとのことを考えると、ちょっと複雑だけどな）

　今はどうしても目の前の舞台に意識が集中するため想像もできないが、公演が終われば蘇我と関わることはなくなり、この部屋に来ることもなくなるだろう。赤の他人になるわけではないが、少なくとも今のように頻ひん繁ぱんに会える関係は終わる。

　考えれば考えるほど切なくなり、胸が痛む。ゆっくりと蘇我を見上げれば、なぜか彼は困ったような怒おこっているような、眉み間けんに皺しわを寄せた複雑な表情を浮うかべていた。

「……公演が終わるまでは、と思っていたけどな」

「え？……っん」

　頰ほおに触ふれていた手に突とつ然ぜん上を向かされたと思うと、唇が重なった。反射で下がる身体からだを抱だき押さえられ、ソファーに倒たおされる。

（な、に？　え、なんで……）

　強く抱きしめられながら深く唇が重なる。唇を割られ、戸と惑まどう舌を絡からめ取られると、ジンと痺しびれるように下か肢しが疼うずいた。

「ん……ふぅ、あ」

　熱い蘇我の吐と息いきと、舌の絡む濡ぬれた音に満たされ何も考えられなくなる。キスの気持ちよさに酔よって自然と腰こしが浮くと、激しいキスは唐とう突とつに終わった。

「っあ、蘇我さん……？」

　抱きしめられたまま、今にも溶とけそうな瞳ひとみで蘇我を見上げる。彼はもう一度嚙かみ付くようなキスを落としたあと、耳元で囁ささやいた。

「おまえがそういうやつだから、欲しくなるんだ。役者としてだけでなく、な」

「え……」

「公演が終わったら、覚かく悟ごしてろよ」

　熱っぽい息と掠かすれた声にゾクリと身体が震ふるえる。だが蘇我は、ゆっくりと起き上がり、嵐士から離れた。

「ちょっと待ってください、蘇我さん。今の、どういう意味」

「阿あ呆ほか。ガキじゃねえんだから、わかるだろ」

　口元を釣つり上げた男臭くさい顔で笑った蘇我は、嵐士の頭をくしゃりと撫でた。

「シャワーでも浴びて、そこの若い奴やつをなんとかしてこい」

　若い奴と揶や揄ゆされたそれは、硬く勃たち上がり嵐士のボトムを押し上げている。顔を赤らめて蘇我から視線を逸そらすと、小さく笑った彼はそのまま書しよ斎さいへと入ってしまった。

（蘇我さんだって、勃ってたくせに……）

　非常に下世話な想像だが、自分にシャワーを勧すすめた彼は今から部屋でどうにかするのだろうか。思わずそんなことを考えてしまい、キスで熱を上げた身体が更さらに熱くなり、ボトムの中が一層窮きゆう屈くつになる。

（公演が終わったらって、そういうこと？　そういうことでいいのか？）

　ガキじゃないので、意味を取り違ちがえたりはしていないと思う。だとすると、自分はもしかして期待してもいいのだろうか。

（いや、ちょっと、集中しろって）

　蘇我のキスで、新戸の一件など完全に吹ふっ飛んだ。代わりに別のとんでもない爆ばく弾だんが投下された気もするが、今は現実問題自分の身体をどうにかしなければ。

　はやる鼓こ動どうを抑えながら、とりあえず嵐士はシャワールームに飛び込んだ。
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　すべてのわだかまりから解放されたアルファは、最後の稽古も無事に終え公演初日を迎むかえた。

　演劇集団アルファの旗揚あげ公演エンカウントは、初日から満員御おん礼れいの大だい盛せい況きようだった。当日券もすべて完売という盛況ぶりは、三味庵の人気や嵐士の知名度、そしてアルファに対する期待度の結果だと、後日発売される演劇雑誌で大々的に紹しよう介かいされるだろう。

　初日公演を無事に終えたその日、舞台裏に戻もどるなり嵐士は蘇我に抱きしめられた。

　汗あせもかいている上、他の役者も大勢居る前での抱ほう擁ように狼狽うろたえたが、耳元で「よくやった」と囁かれるとすべてが吹き飛んだ。嵐士も蘇我を強く抱きしめ返し、涙なみだ声ごえで「まだ終わってません」と答えて、笑った。

　満員の客席、熱い舞台、そして蘇我が教えてくれた殺陣たて。三年前客席に居た自分が、今は舞台上に立って、そして蘇我の期待を背負っている。それはどこまでも嵐士の集中力を高め、ライカという役に深く入り込ませた。だが、決して冷静さと立ち位置だけは見失ってはいけない。蘇我に叩たたき込まれた技術は、確かに嵐士の中に息づいていた。

　千秋楽のカーテンコールでは、観客のリクエストに応こたえる形で蘇我も舞台に立った。

　共演、そして同じ舞台に立つ。ある意味では嵐士の目標にたどりついた瞬しゆん間かんだった。

「今日やっと、俺はエンカウントという演目を終えることができました」

　蘇我の心から満足した横顔に、嵐士は胸が締しめ付けられるほど嬉しかった。その言葉を胸に、嵐士も深く頭を下げ、客席に向けて心から叫さけんだ。

「俺は、初演のエンカウントを客席から観みていました。その初演に感動して、今の俺がここに居ます。正直、俺の夢が全部叶かなったと言ってもいいぐらい、今本当に感激しています。でも、今回の公演で今まで経験のなかった殺陣やアクションを蘇我さんやアルファの皆みなさんに鍛きたえていただいたので、それを活いかし、これからも頑がん張ばっていこうと思います」

　本当に有り難がとうございましたと、嵐士は左右に並ぶ共演者へ頭を下げ、そしてもう一度客席に向き直った。

「そして、今回の公演に足を運んでくださった皆様。本当にありがとうございました。これからも、演劇集団アルファをよろしくお願いします」

　もう一度深々と客席に向かって頭を下げると、劇場はあたたかく大きな拍はく手しゆに満たされた。付け足すように柊が「樋口嵐士もよろしくお願いしますね」と言って、劇場は笑い声も混じる幸福感で満ちる。

　演劇集団アルファの旗揚げ公演『エンカウント』はこうして幕を閉じた。







　撤てつ収しゆう作業を終えた舞台は、夢の跡あとという言葉そのものだ。

　綺き麗れいに片付けられた舞台上にはさっきまでここにあったはずのセットは見る影かげもなく、客席には誰も居ない。裏ではまだ作業が続いているが、もう少し舞台に居ていいですか、と聞いた嵐士に、舞台美術の監かん督とくは快く頷うなずいてくれた。おまけに厚こう意いで舞台上の照明まで点つけてくれた。

　客席の照明は消え、舞台だけが照らされている。セットも何もないのに、まるでまだ芝しば居いが続いているようだ。ほんの数時間前、蘇我と共にこの舞台に立った瞬間を思い出し、嵐士は大きく息を吸い込んだ。

「こんなところに居たのか」

「……蘇我さん」

　静かな声をかけられ、嵐士は振ふり返った。今まさに蘇我のことを考えていたタイミングで現れた彼に、思わず苦く笑しようする。

「他ほかのメンバーはどうした」

「アルファの皆さんはまだ取材を受けていますよ。蘇我さんは行かなくていいんですか？」

「俺はもう役者じゃないからな」

　当然のように隣となりに並ばれ、いつもよりも響ひびく蘇我の声に、ひっそりと息を吐はいた。

　千秋楽を終えたばかりだが、初日から好評だったこともあり、多くの取しゆ材ざい陣じんが訪おとずれていた。嵐士もさっきまでインタビューを受けていたが、客演者だったためアルファメンバーより先に解放してもらえた。その後すぐに舞ぶ台たいへ来たのだが、すでに撤収作業は終わった後。

　ここでライカを演じたことも、たくさんの観客がいたことも、すべてが夢かと思えるほど静まり返った劇場に、エンカウントが終わったことを痛いほど感じた。だが、嵐士の中で終わってないことが一つある。だからこそ、ここに戻ってきたのだ。

「嵐士、おまえ何を持っている？」

「これですか？　美術の人にお願いして譲ゆずってもらったんです。あ、ちゃんと柊さんの許可は取ってますから」

　無断じゃないですよ、と嵐士は手に持っていた小道具を掲かかげてみせる。

　嵐士の手には、ライカとシン、それぞれの武器が握にぎられていた。衣い装しようを着き替がえるとき、何か記念になる物が欲しいと頭を下げ、これを譲ってもらった。私服姿で手には華か美びな武器というのは格好がつかないが、これを持っていると、自分が確かにライカを演じたことを実感できる。

　シンの槍やりを強く握り、嵐士はそれを蘇我に差し出した。

「蘇我さんに、お願いがあります」

「……なんだ」

「最後に一度だけ、俺と殺陣を。シンとライカの殺陣を演じさせてください」

　シンの武器を蘇我に差し出したまま、嵐士は強い目で蘇我を見つめる。

　アルファのエンカウントは終わった。それでも、嵐士の中には一つだけやり残したことがある。自分はまだ、蘇我のシンに勝っていない。

「本気か？」

「冗じよう談だんでこんなこと言いませんよ」

　武器を持つ嵐士の手に蘇我の手が重なった。それを了りよう承しようだと受け取り、蘇我に武器を渡わたす。

　ありがとうございますと頭を下げ、嵐士はジャケットを脱ぎ捨てた。同じように蘇我も上着を脱ぎ、互いに数歩下がって距離をとる。

「場面はどうする」

「最後のシーン。ライカとシンの最後の殺陣でお願いします」

　嵐士は自らの立ち位置まで下がると、太刀たちを構えた。

「初演じゃなくて今回のシンの殺陣でお願いしますよ。じゃないと俺、合わせられませんから」

「言われなくてもわかっている」

　蘇我もシンの立ち位置で槍を構えた。セットも何もなく、互たがいに私服。それなのに、蘇我が武器を構えた瞬間、敵対するシンとしての殺気を感じ、背中が粟あわ立だつ。

（……シン、だ）

　今、目の前に、シンが居る。そう感じた瞬間、嵐士の感情もライカのものへと切り替かわる。

　稽けい古こ中、ずっと蘇我に殺陣を教えられ、その動きを見たことも対たい峙じしたこともある。だが、そのときはまだ嵐士がライカを演じきれていなかった。ライカとして蘇我と対峙するのはこれがはじめてのこと。そして、最後だ。

「ライカとシンの最後の殺陣。台詞せりふはなしで最後まで通してください」

「わかった」

　蘇我から感じる殺気に震ふるえる身体からだを叱しつ咤たし、柄つかを握る手に力を込める。ライカとシンの一いつ騎き打うち。均きん衡こうした両者の力がぶつかり合うが、芝居では勝者はライカだ。だが──。

「シンが俺に勝つかどうかは、蘇我さんが決めてください」

「……どういう意味だ」

「いきますっ！」

　訝いぶかしむ蘇我の言葉に答えず、嵐士は低い姿勢から蘇我に向かって突つっ込んだ。

「っは！」

　力いっぱい下段から斬きり上げた太刀を、蘇我は槍の柄えで受け流し後ろへ飛ぶ。下がった蘇我に向かってさらに踏ふみ込み、太刀を振り降ろす瞬間、下から向かってくる槍に気づき、寸前でかわす。だが、向かってきた蘇我の足に蹴けりとばされ、嵐士は後ろへ下がった。

「くっ……」

　すぐに立ち上がり武器を構えながら、たった数手演じただけで背中に汗あせがつたうのを感じ、嵐士は眉まゆを寄せた。

　言った通り、蘇我は柊と寸すん分ぶん違たがわぬ動きで演じてくれている。武器同士がぶつかることはあっても、殴なぐる蹴るの動きはもちろんすべて寸止めで、痛みなどない。それなのに──。

（怖こわい……）

　本心でそう感じた。同じ動きでも、殺気が違ちがう、威い圧あつ感かんが違う。当たれば、死ぬ。そう感じるほどの恐きよう怖ふが、芝居とわかっていても身体を震えさせる。

（これが、蘇我さんの殺陣なんだ）

　生死を感じさせる殺陣。それが蘇我の目指したもの。

（だからこそ、負けるわけにはいかねえんだよ）

　蘇我の目指すものを作りたいと思った。だったら、自分も蘇我に恐怖を感じさせる殺陣ができなければ、意味がない。

　ぐっと奥歯を嚙かみ締しめ、嵐士は気合いと共に蘇我の懐ふところへ斬り込んだ。負けてたまるか、とライカと嵐士の感情が重なり合い、嵐士は太刀を振る腕うでに力を込める。

　互いの刃やいばを受け、隙すきをついて拳こぶしや蹴りを叩き込む。どんな形でもいい。生きるか死ぬかの場面では、最後まで立っていた方が勝者だ。

　目の前に振り降ろされる槍を片腕で受け止め、叫びながら蘇我へ向かって太刀を振り降ろす。

「……つっ」

「はぁっ！」

　斬りつけると同時に殴り飛ばし、武器を止めた腕でそのまま槍を摑つかむ。

　これで槍を奪うばって蘇我の目前に太刀を突きつければ、それでライカの勝ちだ。

「──っ、え？」

　下がったはずの蘇我に手首を摑まれ、一いつ瞬しゆん動きが止まる。その瞬しゆん間かん、摑んでいた槍が強い力で引かれ、身体が傾かたむいた。

「うわっ！」

　倒たおれる、と思ったときには、嵐士は蘇我に太刀を奪われ、喉のど元もとに槍が突きつけられていた。

「俺の勝ちだな」

「……ずりい」

「あんな挑ちよう発はつをされて、俺が負けてやるとでも思ったか？」

　低い声で笑いながら、蘇我は槍を降ろした。ずるりと身体から力が抜ぬけ、嵐士は舞台に倒れ天てん井じようを仰あおぐ。

「やっぱ、勝てねえか……」

　大きく息を吐いた途と端たん、身体中からどっと汗が噴ふき出した。思っていた以上に緊きん張ちようしていたことを感じ、苦笑が漏もれる。それなのに、気持ちは晴れやかだ。

　三年経たったのに、少しも蘇我に敵かなう気がしない。でも、今はまだそれでいいと思える。この先も、ずっと蘇我を追い続け、成長していきたい。蘇我に学んだことを活いかし、蘇我に恥はじない役者で居たい。

　そんな自分を、ずっと見ていて欲しい。

　千秋楽を終えて、誰だれも居ない劇場を見て、これが最後だと痛いほど思い知った。それでも、終わらせたくないものがある。

「立てるか？」

　倒れ込んだ嵐士に、蘇我が手を伸のばしてくれる。その手を摑み、嵐士は心を決めた。

「蘇我さん。これで俺のエンカウントも終わりました。でも、俺は蘇我さんとの関係までここで終わりにする気はありません」

「嵐士？」

「好きです」

　蘇我が目を見開くのを間近で見ながら、ここで怯ひるむなと言葉を続ける。　>>>♥

「蘇我さんが好きだから、ここで終わりになんかしたくない。……千秋楽が終わったらと言った意味を、教えてもらえませんか」

　たぶん、何も言わなければ今までのように蘇我に流されるだけになってしまう。だからこそ、この関係を終わらせないために、自分から気持ちを伝えると決めた。蘇我を本気で好きだからこそ、流れに身を任せたままで居たくない。

「うわっ!?」

　蘇我の手を握ったまま彼の言葉を待っていると、突とつ然ぜん引っ張りあげられた。もつれる足でどうにか立ち上がると、強い力で抱だきしめられる。

「ちょっ、蘇我さん!?」

「馬ば鹿かだ馬鹿だとは思っていたが、ここまで馬鹿だとは思わなかった」

「なっ……」

「馬鹿な上に、投げてくる球も直球。こんな馬鹿に敵うわけないだろうが」

「どういう意味ですか、それ！」

「来い」

　あまりの言われように反論しかけたが、それを待たずに蘇我に引っ張られた。

　力任せに引っ張る蘇我に文句を言いながらも舞ぶ台たい上から連れ出され、関係者用通路を抜ける。

　まさか、外へ出ようとしている？　そう思った瞬間、嵐士は足を踏ん張った。

「ちょっと！　何考えてるんですか!?」

「帰るに決まってるだろ」

「決まってません！　ちょっと、いくらなんでもありえませんから！」

　予測できない蘇我の行動にはある程度慣れていたし、告白した以上は何を言われても受け止める覚かく悟ごはしていた。でも、この状じよう況きようはありえない。

「まだアルファの皆みなさんは取材を受けてるんですよ！　俺が帰れるわけないでしょうが！」

　どうにか関係者用出口の直前で止まることができ、ちょっとは考えてくださいよと喚わめく。すると、「あれ、嵐士くん？」と声をかけられた。

「嵐士くんも、蘇我も、なんでまだこんな所に居るの？」

「柊さん！　なんでって、それは」

　もしかして、無断で帰ろうとしていると思われただろうか。だから言ったのにと蘇我を睨にらむと、柊は不思議そうに首を傾かしげる。

「とっくに帰ったと思ってたよ。なんかあった？」

「こいつがうだうだ言うから遅おそくなった」

「……へ？」

　早く帰りなよと言わんばかりの柊の口ぶりに目を丸くする。

「うーん。蘇我から聞いてないかな。俺たちはまだ劇団旗揚あげの挨あい拶さつとかいろいろあるから、打ち上げは後日にさせて欲しいんだよね」

「あ、はい。それはもちろん」

　打ち上げの話が一言も出なかったので、打ち上げはないものだと勝手に思っていた。旗揚げ公演でこれだけ注目を集めたのだから、忙いそがしくなるだろうと思っていたし、それはそれで良い。

「それでね、蘇我が嵐士くんと二人で反省会をしたいって言ってたから、もうとっくに帰ってると思ってたんだよ」

「はい？」

　打ち上げじゃなくて反省会？　わけがわからず間の抜けた声を出すと、「ま、それは口実だろうけどね」と柊は笑った。

「もういいだろ。こいつは連れて帰るぞ」

「ちょっと待ってくださいよ。せめて挨拶ぐらい」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。みんな察してるから」

　何をどう察しているのか、自分にもわかるように説明してくれ。だが、嵐士の戸と惑まどいを余所よそに、蘇我に肩かたを抱だかれた。

「行くぞ」

「蘇我さん！」

　待ってくれと頼たのむのに、蘇我は嵐士の肩を抱いたまま外へ出ようとする。止めてくれと、思わず柊を振ふり返ると、彼は笑え顔がおで手を振りながら見送り態勢だ。

「蘇我はこういう男だから大変だと思うけど、よろしくね」

　よろしくされる意味もわからなければ、よろしくされたところで太刀たち打うちなどできない。蘇我に流されたくなくて一大決心で告白したのに、どうしてこうなったのか。

　もう抵てい抗こうする気力さえなくなり、嵐士は劇場の外へと連れ出された。







　マンションに着くなり、上着も荷物も何もかも車の中に置きっぱなしで、ほとんど抱かかえられるような勢いで寝しん室しつへと投げ込まれた。

　すっかり馴な染じんだ蘇我の寝室だが、こうして彼と共にこの部屋に入るのははじめてだ。寝室に入ると同時に激しいキスで唇くちびるが塞ふさがれ、壁かべに押しつけられた。息苦しさを訴うつたえてもがけば、さらに深く舌が差し込まれ声も抵抗も奪い取られる。

　腰こしが抜けそうなほどのキスに頭が痺しびれてくらくらする。立っていられないと、蘇我にすがりつくとようやく唇が離はなれた。

　激しすぎるキスを物語るように繫つながった唾だ液えきを蘇我の舌が絡からめ取り、太い首筋が嚥えん下かで動く。その生々しい動きを直視してしまい、嵐士の頰ほおが真っ赤に染まった。

「抱くぞ」

「ちょ、ちょっと待って。おかしい、おかしいって……」

　この状況で、蘇我が次にどういう行動にでるかぐらいわかっている。それでも、いくらなんでもそれは困ると、力の抜けた腕うでで蘇我の身体からだを押し返す。

「何がおかしい」

「何がって、この状況が、です。どう考えたっておかしいですよ！」

　慌あわてている嵐士の方が理解できないと言わんばかりの冷静な蘇我に、自分の方が変なのかと錯さつ覚かくしそうになる。でも、勢いに流されそうになる自分をどうにか叱しつ咤たして蘇我を見上げると、彼はもう一度嵐士にキスをしてから、ほんの少しだけ拘こう束そくの力を緩ゆるめた。

「何がおかしいと思うんだ。言ってみろ」

「いや、そんな開き直られると……」

「言いたいことがないなら、このまま抱くぞ」

「そ、それは待った！」

　再び強く壁に押しつけられそうになり、それは勘かん弁べんしてくれと頭かぶりを振る。腕の力は弱められているとは言え、下か肢しは逃にげられない様に密着されている。そのせいで伝わってくる蘇我の熱に、脳が煮にえそうだ。

「あ、あの、なんでいきなり俺を抱くとか、そういう状況になるんですか」

「公演が終わったからだろう」

「蘇我さん、俺のこと抱かないって言ったじゃないですか！」

「公演が終わるまでは、だ。何も間ま違ちがったことは言っていない」

　どうしてこうも、横おう柄へいな態度なのか。自分の方が間違っている気分になってしまう。おまけに、話しながらも蘇我は自らの熱を嵐士の股こ間かんに押しつけるように密着してくるから堪たまらない。自然と嵐士の熱も上がり、まともな思考ができなくなる。

（でも、それじゃあ、公演が終わって抱きたくなったから抱くってこと？　そんなの、ありかよ。千秋楽が終わったらって、そういう意味だったのか？）

　おそらく、以前の嵐士ならそれもありだと思えた。今までも特定の恋こい人びとは居なくても、身体だけの相手は何人も居た。やりたいときにできて、後あと腐くされない関係で居られるならそれで満足だった。でも、蘇我に対しては違ちがう。そうはなりたくないから告白までしたのに。

　なけなしの理性をどうにかつなぎ止め、嵐士は蘇我の胸を押し返した。

「い、いやだ……」

「なんで」

「だって、俺、蘇我さんとそんな風になりたくない」

　公演が終わっても、蘇我との関かかわりを切りたくないと願った。でも、こんな形での関係を蘇我と続けたいとは思えない。だってもう、どうしようもなく好きになってしまっている。こんな形で抱かれる関係になるぐらいなら、まだ共演の夢を果たしたまま離れた方がマシだ。

　だが、押し返した腕をあっさりと取られ、壁に押し付けられた。

「どうしておまえはそう鈍にぶいんだ」

「なんの話をしてるんですか！　離してください！」

「好きだ」

　短い一言を聞いた瞬しゆん間かん、嵐士は動きを止めた。噓うそだ、と半ば無意識に口にすると、噓でたまるかと鋭するどい目で睨まれる。

「役者としてだけじゃない。常に俺の目の届く範はん囲いに居させて、守ってやりたいと思う程度には、惚ほれてるな。これでも文句あるか」

「いや、でも……、なんで」

「第一、おまえが俺に惚れてることぐらい気づいていたに決まってるだろうが」

　なんで、と息を吞のむと、頰を撫なでていた手が目元に触ふれた。

「おまえの目は正直だからな。いい役者の目だ」

「え、えっと……」

「何度もその目で見られて俺がどれだけ我が慢まんしたと思ってる。これ以上待たせるな」

　言うなり、また嚙かみ付くようにキスをされた。

「ん、くふっ……」

　息つく暇ひまさえ奪うばわれるように舌を絡められ、頭の芯しんが痺れる。蘇我の言葉を信じていいのだろうか。だったらもう流されてもいいのだろうか。

　何度も蘇我の言葉を反はん芻すうして、込み上げてくる想おもいに心臓が止まりそうなほど嬉うれしくなる。

「余計なことを考えるのはここまででいいだろ」

　耳に直接吹ふき込まれた言葉に、嵐士は頷うなずく代わりに蘇我の身体に腕を伸のばした。







　素す直なおになって求めたセックスはとにかく性急で、ベッドに押し倒たおされるなり、互たがいの服が破れそうな勢いで脱ぬがしあった。はじめて二人で使うセミダブルのベッドは大おお柄がらな男二人で寝ねるにはいささか窮きゆう屈くつで、だからこそより密着する。

　ただ抱かれたい欲求だけで盛り上がったあの夜とは違う。蘇我の厚い胸むな板いたも、鍛きたえられた腕の力強さも何も変わらないのに、触れ合う肌はだの感かん触しよくに、どうしようもなくときめく。

「何を固くなってる」

「いや、ちが……あっ」

　すでに張り詰つめて濡ぬれている方ではなく、緊きん張ちようしている身体を撫でながら笑われた。指し摘てきされたことが恥はずかしくて顔を背そむけると、叱しかられるように乳ち首くびに爪つめを立てられる。

（緊張してるとか、噓だろ……）

　知らない身体でもなければ、まして蘇我に抱かれるのは二度目だ。それなのに、今まで経験したこともないほど緊張している。蘇我の目線一つにときめいて、身体は興奮して小さな刺し激げきにさえ敏びん感かんに跳はねるのに、胸は痛いほど鳴り続けている。

　慣れない反応が恥ずかしくて逃げ惑まどうと、ぐっと抱だきしめられ、耳たぶを舐なめられた。

「ひっ、あ……、まって」

「待たねえよ」

　首筋から耳にかけて、敏感なところを舐められ、その度たびに触れられてもいない下肢がひくひくと震ふるえた。隙すき間まのないほど密着しているせいで、先走りが溢あふれていることも痛いほど胸が鳴っていることも、たぶん蘇我には全部気づかれている。

　触れられてもいないのにいきそうだと奥歯を嚙み締しめると、突とつ然ぜんその場所を握にぎりこまれた。

「ああっ、あ、あ」

「なんだ、もういきそうなのか？」

「だ、誰だれのせいで……っ」

　こんなにも自分は意識しているのに、余よ裕ゆうある態度を崩くずさない蘇我が恨うらめしい。軽くしごかれただけでくちゅりと淫いん靡びな音を立てるそこが今にも爆はぜそうで、蘇我の肩に爪を立てる。「痛いてえよ」と笑うかすれた声にさえ、背中がぞくりと震えた。

「が、我慢、してたから……」

「あ？」

「一いつ緒しよに住んでる間、ずっと」

　思えば、視線やキスだけで勃たってしまうほど、常に蘇我を意識し続けていた。それなのに、最初から自分を抱だく気はないと言ったのは蘇我だ。自分だけが求めていたようで悔くやしかったと素直に言うと、敏感な先せん端たんを擦こすられる。

「……ひぃあっ、……ま、って……」

「もう待つ気はないと言ったはずだ」

「だ、だめだ、って……、ほんとに、出るっ……」

「公演前の役者に手を出すわけにはいかねえだろ。俺が耐たえてやってるのも知らず、何度も誘さそってきやがって」

「さ、誘ってなんか……」

「誘っただろ？　その目で」

　嚙み付くようにキスされながら、ぐりぐりと先端ばかりを刺激される。もう限界だと腰が浮ういた瞬間、塞せき止めるように根元が締め付けられた。

「いたっ……」

　抑おさえられた射精感にびくびくと身体が跳ねる。嵐士を押さえつけたまま身体を起こした蘇我の顔が、首から乳首、太ふと腿ももまで身体を舐めながら下がっていき、まさかと目を剝むいた。

「そがさんっ……、まって！」

「だから、待たねえって言ってるだろ」

　限界まで張り詰め、卑ひ猥わいに濡れて光る先端に舌が伸ばされ、舐め取られた。蘇我の鋭くて端たん整せいな顔が自分のものを舐めている光景は、視覚的にも刺激が強すぎる。

「やめっ、やめてください……、あ、ああ」

　蘇我の汗あせで濡れた髪かみに手を差し込み、やめてくださいと訴うつたえる。おまけに蘇我の手は、嵐士の根元を塞き止めたままだ。

　先端から根こそぎ吸い出すようにすすられるのに、縛いましめのせいで何も出てこない。痛いほど気持ちいいのに苦しい。蘇我が自分を舐めている。それだけで頭がおかしくなりそうなほど恥ずかしいのに、形のいい頭に差し込んだ指は、止めたいのか強請ねだっているのかさえわからなくなる。

「も、いく、……いきたいっ」

「だったら、言えよ」

　あの日、教えてやっただろうと口元を釣つり上げ囁ささやかれる。爆ばく発はつ寸前の熱が身体からだ中じゆうで暴れて苦しいほどなのに、この男はこんなときまで容よう赦しやがない。逆らえるはずがないじゃないかと、自棄やけになって叫さけんだ。

「も、う、……いかせてくださいっ」

　その言葉に、ようやく固い締しめ付けが緩ゆるんだ。くは、と息を吐はくと当時に猛もう烈れつな射精感に襲おそわれ、びくびくと足が痙けい攣れんする。さらには最後の一いつ滴てきまで絞しぼり出すように吸い上げられ、もう限界だとベッドに倒れこんだ。

　倒れる直前、嵐士の背中を支えることを忘れない蘇我の余裕が、どこまでも悔しい。

　顔を上げた蘇我が荒あら々あらしく唇くちびるを拭ぬぐう仕草に野性染じみた色気を感じ、慌あわてて目をそらす。

（まさか、飲んだ……？　飲んだのか？）

　怖こわくてとても聞けない。あれこれしている相手がすべて蘇我だと考えれば考えるほど、頭が煮にえる。

「ほら、足開け」

「んあっ……」

　力の入らない足を摑つかみあげられ、蘇我の肩かたに乗せられる。大きく足を開かれる体勢に恥ずかしいともがくと、ひくつく後こう孔こうに指が押し入ってきた。

「ふあ、……くっ、あん」

　ぬめりを纏まとって侵しん入にゆうしてきた指が、迷うことなく嵐士の弱い場所をひっかく。抵てい抗こうしたくても、片足と腰こしが浮いた状態ではろくに動けない。躱かわすこともできず指に与あたえられる刺激にただ喘あえぐと、あっと言う間に指が増やされる。

「ちゃんと柔やわらかくなってるな」

　いい子だ、と低い声で囁かれ、それだけで粘ねん膜まくがきゅうっと窄すぼまった。蘇我に従順に開く身体が恥ずかしいのに、もっとと貪どん欲よくになる。

　乳首を嚙まれ痛いと声を上げれば優やさしく舐められる。三本に増えた指がぐるぐると中を搔かき回し、感じすぎて怖いと呟つぶやくと、宥なだめるようにキスが降りてくる。

「またいきそうだな」

「う、そ……、ひあっ」

　再び芯を持って勃ち上がった場所に触ふれられ、水音が響ひびく。さっきあれだけ絞り出されたはずなのにと息を吞むと、蘇我は愉たのしげに口元を歪ゆがめた。

「指だけでいくか？」

「っん……や、やだ……。それは、いやだ」

　さらに追い上げようとする蘇我の腕うでを摑み、嫌いやだと首を振ふる。

「もう、俺だけとか、嫌だって……」

　自分だけがこんなに乱されて、蘇我は涼すずしい顔をしているなんて耐えられない。与えられてばかりなら、今までと何も変わらない。ただ憧あこがれているだけでなく、今はもう好きになっている。蘇我も同じだと言ってくれるなら、もっとそれを実感したい。

「おまえは、本当に馬ば鹿かだな」

「こ、この状じよう況きようで馬鹿とか言いますか！」

「馬鹿だろ。俺のどこに余裕があると思う」

　強い腕に引き寄せられ、熱い胸の中にぐっと抱きしめられた。頰ほおにあたる肌から激しく響く鼓こ動どうを感じ、さらに蘇我の雄おすに触れさせられ息を吞んだ。

（……すご、なんだよ、これ）

　自分と同じか、それ以上に速い鼓動に胸が締め付けられる。触れた熱も腹につきそうなほど反り返っていて、自分の手よりも高い温度に指先が痺しびれた。

「好かれて、気に入られて、そんなおまえを俺のものにする為ために、余裕でいられると思うか？」

「ひ、あ……」

　真しん剣けんな声と目に堪たまらなく感じた。どうしようもなく嬉うれしくて、余裕に見えるくせに汗の浮いた頰にキスをして唇を求めると、欲しかったキスを受けながらもう一度押し倒たおされる。

「もう、いれろよ……」

　俺だって早く蘇我さんが欲しい。ずっと憧れていた人に求められる。それだけで、過ぎた愉ゆ悦えつだ。

　痛いほど舌を吸われ、その度たびに後孔の粘膜が欲しいと疼うずいた。「煽あおったこと、後こう悔かいするなよ」と低い声で恐おそろしいことを囁かれても、もう頷うなずくだけしかできない。

「あっ、ああ……！」

　大きく開かれた下か肢しに響く一いつ瞬しゆんの圧あつ迫ぱく感かんに息を吞む。ゆっくりと穿うがたれる感かん触しよくに仰のけ反ると、強く腰を引き寄せられた。肉を打つ乾かわいた音と共に蘇我のすべてを飲み込んだことがわかり、ひぐひぐと喘ぐ。　>>>♥

（なんだ……、これ）

　蘇我の脈と熱を体内で感じ、信じられないのは自分の反応だ。

　粘膜が痙攣しながら蘇我を締しめ付けている。明らかに悦よろこんでいる反応に顔を覆おおうと、蘇我が低い声で笑った。

「正直な身体だな」

「ちがっ、こんなの、……」

　俺のせいじゃない。こんな反応、自分は知らない。それなのに、蘇我は嵐士の反応を楽しむように、激しく突つき上げることはせず、ゆっくりと粘膜を搔かき回す。

　いつも怖いぐらい激しいのに、優しくゆったりとした動きが、今はひどくもどかしい。

「じらす、なよ……」

　もっと激しく、壊こわれるぐらい欲しい。それぐらい与えられないと、きっと満足できない。そう言って熱の浮いた目で睨にらむと、蘇我はしこった乳ち首くびを引っ搔いた。

「ちが、う、そこじゃなくて……あっ」

「そうか？　気持ちよさそうにしてるけどな」

　潰つぶれると思うほど強く引っ張られ、反対側はコリコリと転がされる。痛くて、気持ちよくて、変になる。だけど、もっと激しく突き上げられたい。

「じゃあ、どうして欲しいのか言ってみろ」

「な、何を……んっあ」

　目を見ればわかると言ったのは蘇我の方だ。目だけではなく、蘇我を受け入れている内ない壁へきも、もっとと訴えて収縮を繰くり返しているのに。意地が悪いと顔を背そむけると、叱しかるように乳首を引っ張られた。

「言わないと動いてやらねえぞ。それとも、乳首だけでいってみるか？」

「い、いやだっ……」

　そんな間接的な刺し激げきだけで達したことはない。それなのに、蘇我が言うと本当にそうなってしまいそうで怖い。蘇我に合わせてどこまでも変わっていく身体が怖くて、嫌だと首を振ると「だったら言えるよな」と恐ろしく優しい声で囁かれた。

「蘇我さんは、ずるい……」

　精せい一いつ杯ぱいの反はん抗こうで睨みつけるのに、涙なみだの浮ういた目では情けないだけだ。それなのに、蘇我は喉のど奥おくで笑う。

「そういう顔も悪くないな。でも、聞きたい言葉はそれじゃない」

「あっあ、あんっ……」

「ほら、言えよ」

　乳首には痛いほどの刺激を与えながら、中から抜ぬくように蘇我は腰を引いた。抜かないで欲しいと蘇我の腕を摑むと、「嵐士」と耳に吹ふき込まれる。

（ほんと、とんだＳだ）

　強すぎる快感で追い詰つめたり、焦じらしてみたり、蘇我の手のひらでどこまでも乱されて理性を奪うばわれる。悔くやしいのに、逆らえない。

　思えば三年前もそうだった。圧あつ倒とう的な敗北感と恐きよう怖ふを植えつけられ、それでも魅みせられた。あのときからずっと、嵐士は蘇我のことを想おもい続けていた。それは今みたいな恋れん愛あい感情ではなかったけれど、魂たましいを奪われたと思うほど想い続けていることは変わらない。

「だから、あんたはずるいんだっ……」

「何がだ」

「こんなっ……、こんなに、好きになったら、俺もう蘇我さんに勝てないじゃないか」

　悔しくてみっともないと思うのに、もう逆らえないと半ば諦あきらめている。目標としていた人を好きになって、そして抱だかれて、こんなのもう敵かなうわけないじゃないかと喘ぎながら訴うつたえる。

　すると、震ふるえる唇に優しく触れるだけのキスをされた。

「嵐士がそう言うならそう思っていればいい。ただ、惚ほれたという意味では俺の方が先だと思うけどな」

「え、それって……。っああ！」

　引き抜きかけた熱を、一気に最奥まで叩たたきつけられた。

　反射で逃にげようとする身体を抱だき寄せられ、何度も打ち付けられる。凶きよう暴ぼうなほどの動きなのに、ずっと蘇我を求めていた身体は、悦よろこぶように震えた。

「はっ……、いいな」

　奥まで突き入れられ、ひぐひぐと喉を詰まらせながら喘いでいたのに、悔しいことに蘇我の一言で一番感じた。自分だけが追い詰められて感じさせられているのと違ちがい、蘇我も感じているのだということに、悔しいほど胸が跳はねる。

「もっ、だめ、……きもちいい、いいっ」

　気を抜くとすぐにでも達してしまいそうだ。でも、もっとだ。もっと欲しいし、もっと蘇我を感じさせたい。わからないまま頭かぶりを振って腕を伸のばすと、その手を蘇我の背に回された。

「腰こし浮うかせて、いいところに当たるように動いてみろ」

「あっ、ああ……、いくっ、いくから……」

　そんなに激しくされてはいってしまう。でも、まだ嫌だと息も絶え絶えになりながら首を振ると、だったらと蘇我が唐とう突とつに腰の動きを止める。浅い呼吸を繰り返し、熱の頂点が過ぎたと感じてはまた突き上げられる。蘇我のいいように揺ゆさぶられ、もうすがりつくだけがやっとだ。

「も、壊れるっ……」

「壊さねえよ。守ってやるって言っただろ。今度は恋こい人びととして、な」

　熱っぽい吐と息いきとともに囁ささやかれ、首筋を辿たどった舌が胸むな元もとまでつたい、乳首を転がす。舌や手も使って感じさせられながら、卑ひ猥わいな音を立てる粘ねん膜まくは、蘇我の熱が擦こすり続けている。それでも、嵐士が達する限界をわかっているようなゆったりとした動きに、理性がもうろうとしてくる。

「も、いかせて、あっ、あ、……っ」

　もう羞しゆう恥ち心しんなんかとっくに吹っ飛んでいる。どうせ敵わないのなら好きにしていい。自ら腰を浮かし、ねだる様に蘇我の汗あせで濡ぬれた髪かみを搔き乱す。

　憧れていた相手を好きになって、好きだと言われて、夢みたいな現実の中で確かだと思えるものは蘇我の熱だけだ。

「何でいかせて欲しい、言ってみろ」

「あ、あ、蘇我さんの、あれで、いく……っあ、いきたい」

　よくできましたと、優やさしいキスが降りたのは一瞬で、すぐさま強い力で突き入れられた。ガクガクと揺さぶられる力に怯おびえながらも、蘇我の背中にすがりつくと、宥なだめるように甘いキスを繰り返される。

　もう全部が蘇我でいっぱいで、負けっぱなしでも構わないと抱きつくと、浮かんだ感情は安あん堵どに似ていた。

「好きっ、好きです……あっ、あん」

　もうこの人を一生目標にしたままでも生きていける。そう思えるほど満たされた気持ちで蘇我に揺さぶられながら、上り詰めていく。

「俺も、だ……」

　蘇我も上がる息の中、欲しかった甘い言葉を嵐士にだけ聞こえるように囁いた。その瞬しゆん間かん、身体の奥が絡からみつくように収縮し、頭の中が白く飛んだ。

「いっ、いっあ……」

　激しい放ほう埒らつが乳首まで飛び散り、その熱さに身体からだが震える。力を抜いてベッドに倒れそうになると、逞たくましい腕うでに支えられ、さらに奥まで突き上げられた。

「む、むりっ……おれ、もう、いったから、あっ……」

　達したばかりの切れ切れの息でやめてくれともがく。

「まだだ」

「あっ、ああ、……げ、げんかいだからっ」

「俺を感じさせたいんだろ？　ほら、もっと感じろよ」

「も、やめ、あっ……、あああ！」

　一番感じる場所に先せん端たんが押し当てられ、ぐりぐりと擦りつけられた瞬間、大きく腰が跳はね蘇我を締め付けた。

「くっ……」

　ぴったりと絡みつくように熟うれた粘膜の中で、蘇我の性器が痙けい攣れんするのを感じる。身体の一番奥に放たれた熱を感じ、戦慄わななく身体を優しく抱きしめられた。

「……やっぱり、ドライでいけたな」

「あぁ、あうっ……あ、あ」

　優しく背中を撫なでながら囁かれた言葉が理解できず、浅い呼吸を繰り返しながら喘あえぐ。何度も背中を撫でながら蘇我が嵐士の性器に触ふれると、射精したと思っていたそこは萎なえているのにとろとろと白いものを溢あふれさせていて、訳もわからず嵐士は震えた。

「え、俺、なんで……」

「あ？　はじめてか」

　覚えがいいな、と掠かすれた声で囁かれ、飛んだと思っていた羞恥心がこみ上げ嵐士は身体を引いて逃げた。だが、まだ中に残る蘇我の熱がずるりと粘膜をこする感かん触しよくに、腰が抜けた。

「ま、まって、俺、なんで……」

　いつもなら射精とともに冷めるはずの熱が今も身体の中心で燻くすぶっていて一向に下がる気配がない。どうすればいいのかわからず狼狽うろたえると、突とつ然ぜん身体を引き起こされた。

「あ、ああっ！」　>>>♥

　蘇我を跨またぐように座らせられ、一度半ばまで抜けたものでまた最奥まで貫つらぬかれる。蘇我も射精しているはずなのに萎えていないそれに、嵐士は目を剝むいた。その表情を見て、蘇我は口元を釣つり上げる。その目は、見覚えのある絶対的な優位者の目だ。

「ドライを覚えたなら好きなだけいけるだろ。俺が満足するまで、せいぜい感じてろ」

「ちょ、ちょっと、蘇我さん……」

「三十すぎた男を好いた惚れただので振ふり回してくれたんだ。とことん付き合ってもらおうじゃないか」

　その真っ直すぐな言葉に嵐士は息を詰まらせ、諦めた。結局自分は負けたのだから、それに好きな相手に抱き潰つぶされるのは、悪くない。

　結局、その諦めを後こう悔かいするほど際限なく抱かれ、声も掠れるほど泣かされた。もう夢と現実の区別ができなくなるほど感じさせられ、だから公演までは抱かなかったんだと、嵐士はようやく理解できた。







（俺、寝ねてた……？）

　まどろみから自然と覚め、重い瞼まぶたをゆっくりと開けると部屋の中はまだ夜だった。夢を見ているようなぼんやりとした心地ここちだが、寝ね返がえりを打った瞬間に腰から下か肢しにかけて走った痛みに嵐士は眉まゆを寄せ、ややあって赤くなる。

（なんか、もう、すごい……、すごかった）

　とにかく本当にめちゃくちゃに抱き潰された。すでに何度も達して限界だと訴えても、騎き乗じよう位いで下から突つき上げられ、許してと弱々しい声で訴えると可愛かわいいと言ってキスをされる。もう動けないと倒たおれこむと、力の入らない腰を引き寄せられ、今度はバックから突き上げられた。もう出るものもないぐらい射精を繰くり返しても、中で達することを覚えた身体の快感は終わらず、最後はもう自分でもわけがわからなくなるほど乱れた。

（蘇我さんの体力、怖こわすぎだろ。こんなセックス覚えて、俺もうダメじゃん）

　抱かれながら、忘れようとしていた、はじめて蘇我に抱かれた日のことを何度も思い出した。

　──ぬるいセックスじゃあ満足できないだろ？

　そう囁かれて、何度も喘がされ、本当に蘇我以外とのセックスなんか身体からも記き憶おくからも消し飛んだ。

　布ふ団とんの中でもぞりと足を擦り合わせると、乾かわいた肌はだの感触がして、それにもまた嵐士は頰ほおを赤らめた。

（綺き麗れいにされてるし……）

　自分が意識を飛ばした後、おそらく蘇我があれこれと面めん倒どうを見てくれたことを身体で感じる。今眠ねむっている布団やシーツも、さらりと乾いた清潔なものに替かえられていた。こういう気き遣づかいが、蘇我は本当にずるいと思う。ひどくされても、厳しくされても、根本的なところで蘇我は優しい。厳しさの後の優しさは、中毒になりそうなほど嵐士を侵しん食しよくする。

「……起きたのか？」

　寝しん室しつのドアが開く音と共に蘇我の低い声が聞こえ、嵐士はもぞもぞと布団の中で振り返り、頷うなずいた。蘇我の声は常よりいくらか掠れていて、その声にまたぞくりと震ふるえる。

「水飲めるか？」

「ん」

　こくりと頷くと、ミネラルウォーターのペットボトルが差し出された。ゆっくりと身体を起こそうとすると、ベッドサイドに腰こし掛かけた蘇我に支えられる。そんな自然な動作にも蘇我の気遣いを感じて、心臓が跳はねた。

　受け取った水を一気に半分ほどまで飲み干し、渇かわいた喉のどと疲つかれた身体に染しみ渡わたる感覚に、ほっと息をつく。

「……すいません、蘇我さん。俺、どれぐらい寝てましたか？」

　荒あれた喉に軽く咳せき込みながら問いかけると、蘇我にぐっと腰を抱だかれる。

「三十分も経たってない。まだ足りなかったか？」

「そんなわけないです！　もう、ちょっと本当に、勘かん弁べんしてください」

　ただ座っているだけでも腰が痛いのに、蘇我が怪あやしい手つきで身体を撫でてくる。その感覚にまだ身体の芯しんに残る熱が反応しそうになり、もう本当に無理ですと頭かぶりを振った。

　些さ細さいな抵てい抗こうを喉奥で笑った蘇我に、また今度なと囁ささやかれ、火が付きそうなほど顔が熱くなる。

「あの、一つ聞きたいんですけど……」

「なんだ」

「俺は、蘇我さんと付き合えるってことで、いいんですよね」

　抱かれるだけの関係ではないと思っていいのか、その確かく認にんのつもりの言葉だったが、蘇我はややあって笑い出した。

「おまえ、これだけ抱かれてまだそんなこと言うのか」

「いや、だって信じられないじゃないですか！」

　珍めずらしく声を上げて笑う蘇我の姿に目を丸くしていると、突然抱だき寄せられた。

「あれだけ俺に言わせておいて、付き合わないとでも言うつもりか？」

「や、いや、そんなんじゃなくて。俺、そもそも付き合ったこと自体あまりないから」

　その場限りの関係ばかりで、まともに付き合ったと言える相手なんか一人か二人居たかどうかぐらいだ。それこそ、蘇我に近づくことを目標にしていた三年間は付き合った相手は一人も居ない。馬ば鹿か正直にすべて吐と露ろしてしまうと、なぜか蘇我は嬉うれしそうにさらに笑えみを深くする。

「じゃあ、おまえは三年前から俺に惚ほれていたわけだ。だとしたら、俺より早いな」

「なっ、違ちがいますよ！　あのときは、本当にただ憧あこがれてるだけで……。だったら、蘇我さんはいつからだって言うんですか」

「最初に抱いたときから、だな」

　真っ赤になりながら叫さけぶと、蘇我はあっけなく答えた。それでも、信じられないと目を丸くすると、あやす様に背中を撫でられる。

「俺の未練も後悔も見み抜ぬいて、その上で勝ちたいとか抜かして。まっすぐに向かってくる馬鹿なおまえを、大切に思って何が悪い」

「え、あ……」

　赤くなった頰に、かすめるようなキスが落とされる。びくりと肩かたを竦すくめると、さらに強く抱きしめられた。

「シンが負けていないから終わっていない、そう見抜いたのは三味庵の関係者以外ではおまえがはじめてだった。それだけ鋭するどいくせに役者馬鹿で負けず嫌ぎらいで。守ってやりたいなんて思ったのは、おまえがはじめてだ」

　公演が終わっても、逃にがすつもりはなかった。そんな風に熱っぽく囁かれ、頭が煮にえそうなほど恥はずかしくて、嬉しい。

「あの、前言撤てつ回かいします。俺、三年前からずっと蘇我さんのこと、好きだったかも、です」

　ぐっと蘇我を抱きしめ返しながら、もしかしたら自分は、と口を開く。

「三年前から、ずっと芝しば居い一筋で、恋れん愛あいとかどうでもよくって。でもそれ、もしかしたら三年前から蘇我さんが特別だったからかもって、……っあ」

　恥ずかしさを堪こらえながら必死で想おもいを言葉にしていたのに、その唇くちびるを唐とう突とつに塞ふさがれた。その勢いのまま押し倒され、思わず目を見開く。

「おまえはどこまで俺を挑ちよう発はつすれば気が済むんだ……」

「そ、そんなつもりないですよ。俺はただっ」

　最後まで言葉にすることを許されず、またキスで塞がれる。制止の言葉も言い訳も熱い舌に絡からめ取られ、抵抗も忘れて深いキスに応こたえると、大きな手に腰を撫なでられた。

「ふっあ、あ」

　まだ燻くすぶっている熱を再燃させるような動きにさすがに身をよじって抵抗すると、キスをやめた蘇我が耳たぶを嚙かんだ。

「安心しろ。これからは殺陣たてだけじゃなく、セックスも俺好みになるように鍛きたえてやるよ」

「い、いや。それは本気で遠えん慮りよします……。本当に、もう、無理っ……」

　これ以上抱かれたら本当に身体からだがおかしくなる。そう訴うつたえながら首を振ると、顎あごを摑つかまれ視線を固定された。

「好きだ」

「っ……」

　至近距きよ離りで見つめられたまま告げられた言葉に息が止まった。じわりじわりと上がる熱に目め頭がしらが熱くなり、嵐士は諦あきらめて蘇我の背中に腕うでを回した。

　結局、蘇我の無む茶ちやを許したせいで本当におかしくなるほど際限のない夜になったが、魂たましいを奪うばわれたままの自分が蘇我に勝てるわけがないのだ。

　不思議な幸せを感じる諦めと共に、三年以上嵐士の中で続いたエンカウントは、ようやく幕を閉じた。
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「無事、全公演終しゆう了りようと成功おめでとう」

「おう。ありがと」

　エンカウントの千秋楽から一ヶ月が経った。公演のＤＶＤ化が決まり、宣伝のために雑誌やラジオの仕事が立て続けに入ったが、ようやくそれも落ち着いた。そのタイミングを見計らったように、直哉が公演の成功祝いをしてやると誘さそってくれた。

　開店一時間前の奥の家での打ち上げ。調理のスタッフが下ごしらえのため裏に二人居るが、店内にいるのは嵐士と直哉のみ。店は貸し切り状態だ。

　カウンター席に二人並んで座り、いくつかのつまみが並んでいる。酒は直哉秘蔵の焼しよう酎ちゆう『魔ま王おう』だ。以前、ここで蘇我のことを魔王と呼んだことを思い出し、思わず苦く笑しようした。

「それにしてもすげえよな。結局当日券も完売だったんだろ」

「ああ。つっても元々チケットは完売してたから、当日券は急きゆう遽きよ出したパイプ椅い子す分のみで枚数も少なかったからな」

「それでも、いくら元三味庵の知名度があったとは言っても、新規劇団の旗揚あげで完売ってすげえことだろ」

「まあ、確かにな」

　連日満員御おん礼れいの看板を掲かかげた全十公演は、大好評の内に幕を閉じた。追加公演を望む声も多かったが、元々急遽決定した公演だった上に、嵐士にも次の仕事がある。

「アルファへの所属の誘いとかはなかったのかよ」

「まさか。俺はあくまで客寄せだよ。本当にアルファとしての名前を売っていくのはこれからが本番だろうし。それに、俺はあくまで楽観クロニクルの役者だ」

　実のところ、エンカウント終演後、嵐士には雑誌やテレビの仕事が増えた。ドラマへの出演依い頼らいもあり、いい機会だと判断した事務所はアルファへの移い籍せきを勧すすめてきた。もし、嵐士が柊や蘇我へ入団を希望したいと伝えたら、きっと受け入れてくれただろう。だが、嵐士はその道を選ばなかった。

「やっとデカいたんこぶだった新戸さんが抜けて、今まで活かつ躍やくの場が得られなかった役者やアルファとしての成長ができるんだ。俺なんかが邪じや魔ましちゃ意味ないだろ」

「もったいねえ気もするけどな」

「いいんだよ。俺は俺でやっていくし。クロニクルの定期公演も近いしな」

　蘇我との共演という、目指していた夢は叶かなった。この夢が叶ったとき、自分はどうなるんだろうと考えたこともあったが、夢はただ叶うだけで終わらないことを嵐士は知った。

（今までの公演を誇ほこりに、支えてくれる人に恥じない役者で居ないとな）

　それはエンカウントを終え、嵐士が役者として自分に誓ちかったことだ。今まではただ役者を続けられればいい、蘇我と共演できればいい、と目の前のことだけに囚とらわれ、そればかりに夢中になっていた。だが、今は目先のことに囚われず、役者としての自分に自信と誇りを持とうと思えるようになった。それは、蘇我と出会って得た感情だ。

　後になって知った話だが、新戸もマネージャーに付き添そわれた状態で千秋楽を観に来ていたらしい。何も言わずに帰ったと聞いたが、あの彼が何も言わなかったことが、何よりの変化だと思えた。

　どんなことがあったにせよ、新戸も嵐士がここまで成長するきっかけとなった初演エンカウントの出演者なのだ。彼も、こんなことで終わって欲しくないと素す直なおに思う。

「……で？」

「で、ってなんだよ」

「とぼけんなって。蘇我さんとどうなったのか、まだ嵐士の口から聞いてねえぞ」

「あー」

　にやにやと笑う直哉から目を逸そらし、グラスに口をつける。芋いも焼じよう酎ちゆうでありながらスッキリとした香かおりと味わい。クセがありそうな名前のくせに、ストレートな味わいと優やさしい喉のどごし。こういうところまで、なんとなく蘇我を思わせた。

「……おかげさまで」

「そりゃよかった。これで、嵐士もようやく彼氏持ちか」

「つか、前から聞きたかったんだけど。直哉、妙みように蘇我さんと親しくなってねえか？」

　いつの間にか連れん絡らく先を知っていたことといい、今だって嵐士に聞く前から付き合い始めたことを知っているような口ぶりだった。情報源はどこなのかと考え、蘇我本人しか浮うかばない。

「そりゃあ、蘇我さんは嵐士が来てないときでも、何度も奥の家に来てくれたからな」

「そうだったのか？」

「ま、目的は嵐士が来ていないかの確かく認にんだったけどな。実際、おまえが蘇我さんのとこに同居してからは来なくなったし。ああ、その前に一度来たな」

「なんの用で？」

「もし店で変なことが起きたら知らせてくれってな。連絡先もそのとき聞いた。今思えば、新戸さんのことを警けい戒かいしてたんだろうな」

　随ずい分ぶんと過保護な恋こい人びとができたなと茶ちや化かされ、嵐士は拗すねたように酒を飲み、焼き鳥にかぶりついた。

「なんだかなあ。蘇我さんも柊さんも、そして直哉も、俺の知らんところであれこれしすぎなんだよ」

「役者が役に集中できる状じよう況きようを作るのも周囲の役目だろ。ま、それにしても蘇我さんは過か剰じようだったけどな」

「そうなのか？」

「少し考えればわかるだろ。例えば同じ状況でおまえが蘇我さんの立場だったとして、同居までするか？」

「それは……しねえな」

「だろ？」

　直哉に言われて考えて、自分なら同居しないだろうと思った。心配だとしても、ホテルを取ってやるとかそれぐらいしかしない。自分のプライベート空間に他人を入れるということは、プライベートの時間をなくすも同然だ。そんな面めん倒どうなこと、自分ならごめんだ。

「あの過保護っぷりがわかってなかったのはたぶん嵐士だけだぞ」

「そうなのか？」

「ああ。同居の時点で付き合い始めたのかと思ったら、公演が終わるまではないって言ってな。変なところで律りち儀ぎっつーか。その割りに独どく占せん欲よく強いだろ？」

　面おも白しろがるように聞いてくる直哉の問いには答えづらく、嵐士は無言で酒を飲む。グラスが空になると、何も言わずに直哉が注つぎ足してくれる。

　独占欲の強さは判然としないが、性欲が強いことはこの一ヶ月間で痛いほど思い知った。

　はじめて蘇我に抱だかれたときは、嵐士が抱き潰つぶされたいなどと言ったから激しかったのかと思ったのだが、そうではなかった。元々アクションをメインで行っていた蘇我と嵐士では基き礎そ体力が違ちがう。役者を引退したことで有り余っている体力がすべて性欲に行っているのではと思うほどの激しさは、それを受ける嵐士にとってはたまらない。

　──蘇我さん。ほんと、もう、限界だから勘かん弁べんして……

　──だらしねえな、おまえ

　──つか、蘇我さんが底なしすぎなんだって。俺、来週から稽けい古こもはじまるのに

　──稽古がはじまれば加減してやる。だから今は俺の好きにさせろ

　昨夜の蘇我との会話を思い出してしまい、嵐士は赤くなった顔を誤ご魔ま化かすようにぱたぱたと手で扇あおいだ。本当に無茶苦茶な人だと思う。でも、それを少しだけ喜んでいる自分が居るのも確かだ。

「そういえばおまえ、今は自分の家に帰ってんだよな」

「ああ。エンカウントの公演も終わったからな」

　公演が終わった以上、蘇我と同居する理由はなくなった。付き合いはじめたこともあり、そのまま済なし崩くずしに同どう棲せいもありかと思ったが、それぞれ別々に仕事をしていると生活時間帯もズレてくるため、自然と嵐士は自分の家に帰るようになっていた。セックスして起き上がれなくなりそのまま泊とまることも多いので、半同棲と言えなくもないが。

「それ、よく蘇我さんが許したな。あの人のことだから、てっきり嵐士を側そばに置いときたがると思ったんだけどな」

「許したっつーか、自分の家に帰るぐらい普ふ通つうだろ」

「……つまり、別に話し合ったりしたわけじゃない、と？」

「まあ、そうなるな」

　だから、そもそも話し合いが必要な問題でもないだろうと首をかしげると、直哉はなぜか深く息を吐はき、そういうことかと呟つぶやいた。

「一応確認するが、おまえ、今の家とか家電に未練はあるか？」

「はぁ？　別に未練なんかはねえよ。家電なんかはもう十年近く使ってて壊こわれる寸前な物ばかりだし、今後の仕事を考えたらそろそろ引っ越こそうと思ってたからな」

「そうか。それを聞いて安心したよ。たぶん、そろそろ来る……」

　不自然に押し殺した声で呟いた直哉に、何が来るのか問う間もなかった。まだ開店時間前なのに奥の家の入口が開いた。反射で入口を見て、嵐士は硬こう直ちよくする。

「蘇我さん？　なんで……」

　もしかしてまた直哉が呼んだのか。そう思ったが、それは蘇我の言葉で否定された。

「嵐士の足止め、引き受けてくれて助かった」

「まあ、なんと言いますか、断れないような雰ふん囲い気きでしたし」

「足止めって。もしかして、この状況、俺の足止めだったのか？」

「そうとも言えるなあ。ちなみに、魔ま王おうは蘇我さんのおごりだ。感謝しろよ」

　どうりでプレミアム焼しよう酎ちゆうを何なん杯ばいも飲ませてくれるわけだ。随分と太っ腹とは思っていたが、まさかこんな裏があるとは。でも、なんで自分が足止めをされる必要があったのか。

　目を丸くしたまま蘇我を見ていると、蘇我は当然のように隣となりに座った。そして、一枚の紙を嵐士の前に差し出す。

「さっさとこれにサインしろ。あと印いん鑑かんもな」

「え、なんで……。つか、なんの書類なんですか？」

「嵐士の家の解約書類」

「はあ、解約……。って、え？」

　なんの話か少しもわからない。書類を眺ながめると、解約届とタイトルが書かれてはいるが、文章は甲こうだの乙おつだのが並ぶ読む気も起きない字の羅ら列れつだ。当然、理解などできるはずもない。

　呆ほうけていると、見かねた直哉が口を挟はさんだ。

「あのな、さっき言っただろ。嵐士が家に帰るようになったこと、話し合ったのかって」

「いや、だからそれは話し合う必要もないって」

「そう思ってるのが、嵐士だけだってことはないのか？」

「……はあ？」

　もっとわかりやすく言え、と眉まゆをひそめると蘇我が口を開いた。

「古い家電は処分させてもらったが、ほとんどの荷物は俺の家に送ってある」

「えっと……」

「家事は今まで通りの分担。仕事の方向が重なったときは車も出してやる。基本的に今までと何も変わらない。問題はあるか？」

「ちょ、ちょっと待ってください。本気で話が見えない。なんの話なんですか？」

「えっとな、嵐士……」

「おまえがここで飲んでいる間に、家の解約と引っ越し手続きを済ませてきた。あとはおまえの同意で作業完かん了りようだ」

「解約って、まさか、俺の家？」

「だからそう言っている」

　噓うそだろうと言葉をなくして息を吞のむ。

「安心しろ。おまえの同意があるまでは確定ではない」

「いや、そういう問題じゃなくて……」

　どうしてそんな話になっているのか。解約？　引っ越し？　なぜ自分の知らないところでそんな話が進むのか。しかも、明らかに直哉が協力者だ。

「帰るなら帰るで一言言うべきだろう。そうすればもう少しまともな方法で引き止めてやったのに」

「いや、でも、自分の家に帰るだけなのに……」

「帰れないように抱き潰しても、次の日には平気な顔で帰りやがる。少しエンカウントで鍛きたえすぎたな」

「あの、蘇我さん。一応俺の前で生々しい話はやめてくださいね」

　見かねた直哉が口を挟み、さすがの蘇我も黙だまった。訳がわからないまま、とりあえず思ったことを口にする。

「えっと、俺は別に、蘇我さんと一いつ緒しよに住むの、嫌いやじゃないですよ」

「だったら同意でいいな」

「……まあ、そうかもしれないですけど。でも事前に一言あっていいんじゃないですかね。さすがにこういう強制的なやり方をされると、反対はしなくても反発はしたくなると言いますか」

　言葉を濁にごして俯うつむくと、頭をぐしゃぐしゃに撫なでられた。

「別に、無理に一緒に住めとは言わない。だが、せめてもう少し近くに住め。どちらにしろ、そろそろ自分が有名人だということを自覚しろ。あんなセキュリティのない場所に住ませておく訳にはいかねえだろ」

「……蘇我さんって、実はほんと過保護なんですね」

「アホか。恋こい人びとの心配をして何が悪い」

　当然だと言い切られ、信じられないほど頰ほおが熱くなる。ごちそうさん、と言った直哉が静かに席を離はなれ、カウンターには蘇我と嵐士が残された。

　好き勝手に髪かみを乱され、蘇我の手は離れていった。そして、嵐士はまた書類に目を向ける。

「あとは嵐士の好きにしろ」

「……好きにしろって言われてもさ。あんなこと言われたら、選せん択たく肢しなんかねえよ」

　恋人に心配されて嬉うれしくないわけがない。だったらもう、嵐士の取る行動は一つしか残っていない。

　結局のところ、三年前も今も、嵐士は蘇我に負けっぱなしだ。でも、そんな関係も悪くないと思える。乱された髪を撫でつけ、嵐士は大人しくペンをとった。
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　蘇そ我が幹みき也やという男に出会ったのは、殺陣たてのワークショップだった。

　経験者と未経験者が混在する参加者の中で、彼が見せる殺陣は良くも悪くも浮ういていた。ワークショップの指導者である阿あ月づきが見せる手本を、見よう見まねでなぞるだけの参加者とは違ちがう。彼の動きは単なる殺陣ではなく、目の前に敵がいることを想定し、その相手に勝つことだけを考えている『芝しば居い』だった。

　誰だれから見ても異質な蘇我は、指導者からすれば扱あつかいづらいのではないかと心配したが、どうやら彼は阿月と既き知ちだったようで、彼の殺陣が終わったあと、阿月は「上手うまくなったな」と頷うなずいていた。

（殺陣だけで、こんなに感動したのははじめてだな）

　彼と阿月のやり取りにまで聞き耳を立ててしまうほど、蘇我という男に興味を持った。あまり他人に興味を持たない自分にしては珍めずらしいと、柊ひいらぎ亮りよう司じは気づけば彼に話しかけていた。

「お疲つかれ。いい殺陣を見せてもらいました」

「……どうも」

　会話のきっかけにと思ってペットボトルを差し出すと、彼は表情一つ変えずに受け取った。どうやら愛あい想そを振ふりまくタイプの性格ではないようだ。かえってその方が話しやすいと、柊は彼の隣となりに立った。

「柊の殺陣もよかった。おまえの殺陣は不思議だな。動きの重さを感じさせない」

「俺のこと知ってる？」

「そこそこ有名だろ、おまえは。歳とし、同じだから敬語はやめてくれ」

　蘇我の言葉を素す直なおに受け取り、敬語はやめた。

　まだ二十歳はたちではあるが、柊は十代から児童劇団に所属し、大学に入学したタイミングで別の有名劇団に移い籍せきした。主演とまではいかなくとも大きな役を与あたえられることが多く、演劇ファンからの認にん知ち度は高い。話をしてみれば、蘇我も十代から殺陣師に弟で子し入りし、阿月が蘇我の師だと知った。今の歳だけでなく、舞ぶ台たいの世界に飛び込んだ年ねん齢れいも近いとわかり、話は弾はずむ。

「さっき蘇我が殺陣をしたとき、誰か相手が居ることを想像して動いていたよね」

　あの短い動きの中でも、蘇我は確かに演じていた。それほど殺陣の経験だけでなく、役者としての勘かんまで持っている彼を素直に賞賛しての言葉だったが、蘇我からは当然のことだろうと返されてしまう。

「殺陣はそもそも芝居の中で生まれたものだ。演技じゃない殺陣を殺陣とは呼ばないだろ」

「まあ、それはそうだけどさ」

　それでは自分の殺陣が出来の浅いものだと言われているようではないかと、眉まゆを寄せる。だが、蘇我の言葉に柊を揶や揄ゆするような響ひびきはない。あくまでも、それは蘇我自身が志すものだという線引きはあるようだ。

「自分の理想とする殺陣を理解して実現できる役者はほんのひと握にぎりで、なかなか巡めぐり会えるものではないと阿月先生に言われたことがある。そういう役者を見つけるには、自分から動いた方が早いんだろうな」

　阿月に殺陣を学ぶ役者の姿を眺ながめながら、蘇我は独り言のように呟つぶやいた。その言葉を聞いて、今日の参加者の中に蘇我が理想とする役者は居なかったのだろうと窺うかがい知ることができる。

　自分も蘇我の理想から外れていたということだと察したが、少しも悔くやしいとは思わなかった。むしろ、こんな相手を探していたのだと、胸が熱くなる。

（ただ新規劇団を創つくるだけではだめだ。劇団そのもののウリと個性。こいつなら……）

　児童劇団から現在の有名劇団。順調にステップアップしているという自負はあるが、ここで満足するつもりはない。いずれは自分の劇団を持ちたいと思っていた。そして、それを共に築く仲間が欲しい。

「蘇我さ。理想とする役者を探しつつ、自分で育ててみるのはどうかな？」

「どういう意味だ」

　訝いぶかしむ蘇我を前に、柊は笑った。







「あの頃ころは若かったねー」

「真ま面じ目めに考えろ」

　十年前、蘇我とはじめて会った日のことを思い返して呟くと、元々愛想の欠片かけらもない顔なのに、いつも以上に険しい顔をした蘇我に窘たしなめられた。

　馴な染じみの居酒屋で柊は、蘇我と二人テーブル席で向かい合っていた。だが、目的は酒ではなく打ち合わせ。演劇集団アルファの次回公演の演目と、そのキャスティングが議題だ。

　旗揚あげ公演を大成功に収めたアルファの次なる課題は、当然次回公演だ。旗揚げ公演は元三しや味み庵あんという背景と、樋ひ口ぐち嵐士あらしという知名度の高い役者の力を借りて成功することができたが、次はそうはいかない。次回公演こそ演劇集団アルファとしての真価が試ためされる公演になる。

　だからこそ、演目もキャスティングも慎しん重ちようになるのは当然だ。

「問題は主演なんだよね。高たか岡おかは助演タイプだし、新入りはまだ力不足」

「おまえが演やるのはどうなんだ」

「それはパス。俺は裏ボスタイプだから」

　役者にはタイプがある、というのが柊の持論だ。主役だからこそ光る者、脇わき役やくの方が光る者。それで言うと、今のアルファには主役タイプが居ないのだ。

「もう一回、嵐士くんに客演を頼たのむのは無理かな。むしろ、嵐士くんがアルファに入ってくれればいいのに」

「却きやつ下かだな」

　取り付く島もなく切り捨てられた。この話はエンカウントの終演前からそれとなく蘇我に振っていたのだが、彼にその気は微み塵じんもないらしい。でも、その理由ははっきり言って柊にもわかっていない。酒も入ったこともあり、今日は思い切って聞いてみることにした。

「なんで蘇我は嵐士くんの入団にも客演にも反対なんだ？　そもそも、嵐士くんを客演に連れてきたのは蘇我だろ。お気に入りのくせに、なんだって反対するのさ」

　むしろ蘇我なら嵐士の客演にも入団にも、賛成するどころか自ら誘さそいに行ってもおかしくはないのでは、と思う。だが、それはないと蘇我は首を振った。

「あいつはもっと幅はば広ひろく演じられる役者だ。今はまだ可能性を広げる時期で、殺陣ばかりに専念させるべきじゃない」

「なるほどね」

　その言葉には納なつ得とくできたので、嵐士を誘うことは大人しく諦あきらめた。

（育てたい役者に出会えたってことか）

　もともと蘇我を巻き込んで三味庵を立ち上げたのは、柊としては殺陣というウリを持った新規劇団の旗揚げ、蘇我にとっては多くの役者に出会い、育てることができる環かん境きようという、それぞれ別の思おも惑わくがあってのことだった。新あら戸との件で紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、今となってはお互たがい望むものを手に入れることができたので結果良しだ。

（俺はまだ、満足してないけどね）

　これからはアルファとして名前を売っていく番だ。そのためには、アルファの中で看板となる役者を見つけ、育てていかなければならない。その人材として、嵐士という役者は非常に魅み力りよく的だ。だが、蘇我だけでなく彼の所属劇団である楽観クロニクルも、決して彼を手放さないだろう。

　意欲があって伸のび代しろまである。柊から見ても、嵐士は有望な役者だ。

（蘇我がここまで夢中になるのは、ちょっと予想外だったけどさ）

　役者としてだけでなく、彼そのものに惚ほれ込んだ蘇我は、半ば強ごう引いんに嵐士と同どう棲せいするまでこぎ着けたらしい。それでも、蘇我が彼に惹ひかれる理由はわかる気がする。

　注目の若手俳優と呼ばれるようになった嵐士は、これまでの間に芸能界の表も裏も見てきたはずだ。それでも失われない芝居に対しまっすぐに向き合う素直さは、ある種の才能だ。蘇我は、そんな彼を育てるだけでなく自分の側そばに置いて守ってやりたいと思っているのだろう。

　ただし、蘇我の過保護っぷりと束そく縛ばくは多少過か剰じようだ。殺陣たてばかりに専念させるべきではないと言いつつ、蘇我が楽観クロニクルの代表に「嵐士に殺陣をさせるならば、自分を使え」と話を通していることを柊はこっそり知ってしまった。おまけに、嵐士を気に入った高岡や遠とお野のが個人的に彼を食事に誘っていることを快く思っていないことも、柊は知っている。

　鈍にぶい嵐士は気づいてないだろうが、蘇我の溺でき愛あいっぷりを柊は密ひそかに楽しんでいた。

　そのとき、蘇我の携けい帯たいが鳴った。目線だけでどうぞと促うながすと、蘇我は無言で頷き電話に出る。

「もう着いたのか？」

　その一言だけで、柊は電話の相手が嵐士だと察した。

（うっわ、珍しい顔……）

　電話越ごしに言葉を交かわしながら、柔やわらかく表情を崩くずしていく蘇我を前にして、柊は笑いを嚙かみ殺した。甘さをにじませる声も綻ほころんだ表情も、柊が知る蘇我とはまるで別人だ。蘇我をよく知らない者からすれば些さ細さいな違いだろうが、柊からすればその差は明白だ。

「駅で待っていろ、迎むかえに行く。足を痛めたと相そう馬まさんから聞いたぞ」

　相馬というのは楽観クロニクルの代表兼けん役者の男だ。そんな情報を仕入れるほど外そと堀ぼりを埋うめている蘇我に、柊は堪たまらず肩かたを震ふるわせて笑う。

（ほんと嵐士くん、大変な男に捕つかまったよね）

　電話越しにも嵐士が過保護だなんだと抵てい抗こうしていることがわかる。それでも、蘇我は頑がんとして譲ゆずらない。

　地方公演に出ていた嵐士が東京に帰ってくるのは約二週間ぶりだ。嵐士の怪け我がを理由にしているようだが、それがなくても蘇我は彼を迎えに行くだろう。惚れた方が負けという言葉があるが、それでいくと敗者は確実に蘇我だ。

「無む駄だに歩くな。すぐ行くからそこに居ろ」

　何度か押し問答を繰くり返したが、結局は言っても無駄だと悟さとった嵐士が折れたようだ。そう言って電話を切った蘇我は、荷物を手に立ち上がる。

「じゃあ、俺は行くぞ」

「はいはい、いってらっしゃい」

　笑いを収めた柊は、ひらひらと手を振ふって蘇我を見送った。

　はじめから蘇我は嵐士から連れん絡らくがあればすぐ帰ると言っていたし、彼を迎えに行くため一いつ切さい酒も飲まなかった。蘇我の行動すべてが惚のろ気けだな、と柊は蘇我の過保護っぷりを肴さかなに酒を飲む。

（俺も欲しいな、育てがいのある役者）

　何も言わずに自分の真意を汲くんで、それを体現できる役者。そんな相手に出会えたら、自分も蘇我を笑えなくなるかもしれない。

　そんなことを考えつつ次回公演に思いを馳はせ、柊はいつもの酒を口にした。







　あとがき




　初めまして。浅海ゆいと申します。

　このたびはデビュー作『エンカウント～共演者の誘ゆう惑わく～』をお手にとっていただき、本当にありがとうございます。

　本作は角川ルビー小説大賞に投とう稿こうさせていただいた作品を、改題・改かい稿こうしたものです。舞ぶ台たい演劇が好きで、以前三年間ほど関東に住んでいた時、下しも北きた沢ざわにもよく通っていました。下北沢と言えば、必ず行っていたカレー屋、クレープ屋、ベーカリー＆カフェ等もう一度行きたい食べ物屋さんばかりが思い浮うかぶのですが、それらのお店は観劇の前後に行っていた場所であり、やはり私にとっては下北沢＝演劇の街です。

　福ふく岡おか県けんに住んでいる今、本作の執しつ筆ぴつにあたり下北沢の好きなお店を調べてみると、閉店していたり、リニューアルオープンしていたりという現状を知り、うっかり時間の流れを感じて切なくなってしまいました。

　そんな私の感傷などお構いなしに、嵐士あらしも蘇そ我がもよく動き回ってくれました。演劇集団アルファと楽観クロニクル、そして三しや味み庵あんと、それぞれどんな特とく徴ちようを持った劇団なのか、そしてそこに所属する役者はどんな芝しば居いをするのか。自分で書いていながら、物語の外でも芝居に打ち込んでいるだろう彼らを想像するのが楽しくてたまりませんでした。役者馬ば鹿かと殺陣たて馬鹿の二人も、まだまだ右往左往してぶつかり合いながらも、今後さらに成長してくれることでしょう。

　本作を出版していただくにあたり、担当様や編集部の皆みな様さまには大変お世話になりました。

　特に、担当様には本当にお世話になりました。突とつ然ぜんの電話にも心優やさしいお言葉をいただき、色気が足りないと鞭むちを打っていただき、アメと鞭をバランスよくいただけたことで、ここまで書くことができました。今後とも色気増し増しで書けるよう精しよう進じんしてまいります。

　イラストを引き受けてくださった桜さくら城ぎやや先生。お忙いそがしい中、本当にありがとうございました。先生の色気ある格好良いイラストで嵐士と蘇我の姿が見られると思うと、本当に幸せです。

　そして、ルビー文庫での執筆の機会を与あたえてくださった小説大賞関係者の皆様、読者審しん査さ員の皆様にも心よりお礼申し上げます。結果に恥はじぬよう、一層努力してまいります。

　何度も挫くじけそうになる私を励はげまし、活を入れてくれた姉とＮさん。本当に本当にありがとう。夜中まで電話やメールに付き合ってくれて、本当に感謝してます。

　そしてなにより、この本を手にとってくださった読者の皆様へ、ここまで読んでいただき本当にありがとうございます。役者や殺陣師、それぞれの夢に向かって突つき進む彼らを、少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。また次のお話でお会いできますように──。




　二〇一五年　二月


浅海　ゆい　
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